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▲周囲に溝の巡る竪穴住居（古墳時代前期，26・31頁参照）

幅70cm、深さ70cmの溝が12号住居（写真右上）の周囲を半円

形に巡り 、下流で9号住居（写真左下）の溝と合流して東側の

低地部にかけて70mほど延びている。一方、途中で分岐した溝

が12号住居と底面でトンネル状に接続する。

東海地方の東部に特有なこの溝の存在は、酷似したその形

態から文化の伝播と言うよりも、同地方からの直接的な移住

を暗示している。



▲遺跡中央部の竪穴住居分布状況

▲低地部遠景（北から望む）

遺跡遠景（南から望む） ►

▲遺跡西端部の竪穴住居分布状況

集落と湧水点

三和工業団地 I遺跡が立地する大間々扇状地 I面には、

標高90111の等高線に沿うようにいくつかの湧水点が点在し、

これを谷頭とするいく筋かの開析谷がローム台地を刻んで

いる。現在、水田はこの開析谷だけに営まれ、周囲の台地

上は広い畑となっている。これは、扇央部では降水が地下

の深部に浸透する扇状地特有の現象から、河川のないこの

地域に広範囲な水田を造成することが不可能なためだ。

この遺跡では、湧水点とその周囲の台地が調資の対象と

なった。台地上に累々と築かれた古墳時代前期の竪穴住居

は、低地に確認した谷頭湧水点の掘削痕と有機的に関連し、

これらはこの地域における湧水点を利用した初期の農耕集

落が、古墳時代前期にまで遡ることを示している。

すなわち、この地域の水田農耕は、この広い大地から湧

水点の存在した部分のみを選択して開始され、それが湧水

点とともに今なお生き続けているのである。



▲谷A湧水点調査風景

▲谷B谷頭(248頁参照）
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▲谷A湧水点(242頁参照）

浅間B軽石の直下から現れた平安時代の湧水点。軽石を除去

すると、あたかも900年の眠りから覚めたかのように、細かな気

泡とともに清水が明出した。ここから下流に掘削された導水路

の存在は、少なくともこの湧水点の利用が12世紀まで遡ること

を示す。調査は真冬の 1月にあたったが湧水の温度は14℃もあ

り、気温5℃のなかで長靴を通してその暖かさが伝わった。
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▲ありし日の「男井戸」湧水（昭和52年冬，星野正明氏撮影）

◄ ありし日の「男井戸」湧水

（昭和46年春，星野正明氏撮影）



集落と出土遺物

竪穴住居から頻繁に出土する土器群は、住居にテフラの

一次堆積層がないために残念ながらテフラとの新旧関係が

ほとんど不明で、浅間C軽石(As-C)に直接覆われた状態

で出土した、低地部の祭祀跡の土器群とは対照的だ。

一方、古墳時代前期の土器の一部には、S字状□縁台付
甕に代表される東海地方などの外来系のものが含まれる。

これらは、東海地方東部からの直接的な移住を示す竪穴住

居の存在と併せて、この年代における人や物の移動とその

意味を考える上で貴重な資料を提供している。

▲ 12号住居出土遺物（古墳時代前期，34頁参照）

▲ 104号住居出土遺物（古墳時代後期，165頁参照）

◄ 24号住居出土遺物 （平安時代， 1 97頁参照）



序

三和工業団地 I遺跡は、群馬県企業局による三和工業団地造成に先立ち調査

されました。（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査は、平成7年度

と8年度に実施されました。その調査からは、後期旧石器時代から現代におよ

ぶ遺構・遺物が発見され、当遺跡が歴史的に重要な場所に営まれていることが

判明しました。

本報告書には、そのなかで縄文時代から現代にあたる内容をおさめました。

本遺跡からは、縄文時代、古墳時代前期・奈良•平安時代の集落が確認されて

います。特に、これらの集落は低地に存在する湧水点と深く関わり、この湧水

点との関係が現代でも共通して、当時の生活を解明する上で貴重な資料になる

ものと確信しております。

発掘調査から報告書の作成に至るまで、群馬県企業局、群馬県教育委員会、

伊勢崎市教育委員会、（株）シン技術コンサル、地元関係者の方々から種々ご指

導、ご協力を賜りました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆

様に衷心より感謝の意を表し、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明する上で、

広く活用されることを願い序とします。

平成 11年 3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 管野 吉
目
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例 日

1 本書は三和工業団地造成工事に伴う、三和工業団地 I遺跡の発掘調査報告書である。三和工業団地遺跡は

I~IV遺跡に分かれるが、このうちの I遺跡を（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が、 II~IV遺跡を伊勢崎三

和工業団地埋蔵文化財発掘調査団がそれぞれ担当した（図 1参照）。なお、平成10年8月14日以前の刊行物に

おける「三和工業団地遺跡」は、三和工業団地 I遺跡に変更する。

2 三和工業団地 I遺跡は旧石器時代から現代に至る複合遺跡であるが、本巻では縄文時代以降を対象として

収録した。旧石器時代については三和工業団地 I遺跡（l）ー旧石器時代編ーを参照されたい。

3 本遺跡は群馬県伊勢崎市三和町1701番地他に所在する。

4 事業主体群馬県企業局

5 調査主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

6 調査期間平成 7年4月1日～平成8年3月31日（平成 7年度）

平成8年4月1日～平成8年11月30日（平成 8年度）

7 調査組織財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

常務理事中村英一（平成 7年度）菅野清（平成8年度）

事務局長

管理部長

調査研究部長

総務課長

調査研究部課長

事務担当

原田恒弘

蜂巣実

神保侑史

小渕淳

佐藤明人

國定均笠原秀樹

大澤友治吉田恵子

須田朋子吉田有光柳岡良宏高橋定義宮崎忠司

松井美智代内山佳子星野美智子羽鳥京子

菅原淑子若田誠佐藤美佐子本間久美子山口陽子

調査担当平成7年度坂ロ 一（専門員）桜岡正信（専門員）

津島秀章（調査研究員）

平成8年度坂ロ ー（主幹兼専門員） 津島秀章（調査研究員）

須田貞崇（調査研究員）

8 整理主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

9 整理期間平成9年10月1日～平成11年3月31日

10 整理組織財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

常務理事菅野清（平成9年度～10年度 4~6月）赤山容造（平成10年度 7月以降）

事務局長原田恒弘（平成9年度）赤山容造（平成10年度）

管理部長渡辺健

調査研究部長赤山容造

総務課長小渕淳（平成9年度）坂本敏夫（平成10年度）

調査研究部課長 佐藤明人（平成9年度） 平野進一（平成10年度）

事務担当笠原秀樹井上剛小山健夫須田朋子宮崎忠司吉田有光柳岡良宏

岡嶋伸昌大澤友治吉田恵子内山佳子若田誠星野美智子



羽鳥京子佐藤美佐子本間久美子北原かおり 安藤友美狩野真子

整理担当坂ロ一（主幹兼専門員）

整理班員伊藤淳子冨永セン岡田美知江佐子昭子増田政子阿久澤明子

根井美智子羽鳥望東子高橋フジ子星野春子新平美津子市田武子

吉原清乃湯浅美枝子船津博子

11 本書作成の担当者は次のとおりである。

編 集坂ロ一

執 筆 II章及び縄文土器観察表桜岡正信（群馬県埋蔵文化財調査事業団専門員）

陶磁器観察表 大西雅広（群馬県埋蔵文化財調査事業団専門員）

自然科学分析は本文中に執筆者名を記載。

上記以外 坂ロ一

遺構 ・遺物図面整理、図版作成等

伊藤淳子冨永セン岡田美知江佐子昭子増田政子阿久澤明子根井美智子星野春子

羽鳥望東子高橋フジ子新平美津子市田武子吉原清乃湯浅美枝子船津博子

遺物写真佐藤元彦

保存科学関邦ー小材浩一土橋まり子萩原妙子高橋初美

12 出土遺物と三和工業団地 I遺跡の記録資料の一切は、群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

13 本書の作成にあたっては次の方々に有益な指導と助言を賜った。記して感謝の意を表す次第である。

赤塚次郎飯島静男飯島義雄石井克己井上昌美臼居直之江浦洋小笠原良人金原正明

小泉範明小林正春定森秀夫澤田敦鈴木敏則鈴木裕明須永光一早田勉田中清美

田辺昭三寺沢薫野原大輔橋本澄朗橋本裕行早川隆弘平田貴正星野正明前原豊

三浦京子三田村美彦宮本長二郎村田喜久夫柳沼賢治 山内紀嗣若狭徹JuliePark（敬称略）

凡 例

1 調査区域には、国家座標に基づいて10m間隔のグリッドを設定した。グリッド枠の北西隅(57E-04)は日本

平面直角座標系第IX系のX=39,340km、Y= -54, 7 40kmで、これは付図「遺跡全体図」に記載した。

2 住居の方位は、炉の付設された住居が住居の長軸線、竃が付設された住居は竃が付設された壁、あるいは

窟が付設されていたと推定される壁に直行する軸線の、真北からの時計回りの角度とした。

3 遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

(1) 胎土中の砂粒の大きさによる分類は、土壌物理研究会による基準に従い、細砂粒( <0.5mm)、粗砂

粒(0.5~2.0mm)、細礫(2.0~5.0mm)、中礫（5.0mm> )とした。

(2) 色調は農林省水産技術会議事務局監修、（財）日本色彩研究所色標監修の新版標準土色帖に従った。

(3) 遺物の出土レベルは、遺構の床面から遺物までの垂直距離を示した。

4 竪穴住居の面積は、1/40図上でプラニメーターによる 3回の計測平均値を採り、住居確認面の掘り込みか

ら内側を測定した。

5 本文中で使用したテフラの記号は以下の通りである。

浅間B軽石(As-B)………………… ll08（天仁元）年 榛名ニッ岳伊香保テフラ(Hr-FP)…… 6世紀中葉

榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA)……… 6世紀初頭 浅間C軽石(As-C)…………………… 4世紀初頭
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ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積

調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
0 9 99 0 '"  

(mり

さんわこうぎ いせさきしさん 10204 36° 139° 19950401~ 49,000 工業団地造成
ょうだんちい わまち 21' 13' 19961130 
ちいせき 伊勢崎市三 05" 35" 
三和工業団 和町

地 I遺跡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三和工業団 集落 縄文 竪穴住居 3軒 縄文土器、石器

地 I遺跡 埋甕 2基

土坑 10基

陥穴 2基
------------------------------------------- ------------------------------------- --------------------・ー----------------

古墳 竪穴住居 126軒 土師器、須恵器、鉄器、

掘立柱建物 8棟 石製品

平地式建物 1棟

祭祀跡 1箇所
--------------------------------------------------------------------------------- --------------------------------------

奈良 • 平安 竪穴住居 20軒 土師器、須恵器、灰釉陶

掘立柱建物 7棟 器、瓦塔、瓦堂、鉄器

井戸 7基
--- - --- --- ---------------- -—•—- - - - - - ----・--------------------------------古---墳------------・・・. ―← - - - - - - - ----- ---------------- - --- - - - -

田 ・畑 畑 数箇所
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

墓 古墳 壺棺墓 1基 土師器
----------- ----------------------------------------------------------- ー-----------------------------------------------------------
その他 古墳•平安 湧水点掘削痕各 l箇所 陶器、磁器

近 ・現代 湧水点
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I 発掘調査と遺跡の概要

1 調査に至る経緯と経過

三和工業団地 I遺跡の発掘調査は、群馬県企業局

による三和工業団地造成事業に伴う発掘調査であ

る。三和工業団地造成予定地の周辺地域には周知の

遺跡が数多く存在することから、当地においても遺

跡が存在することが予想された。このため、造成予

定地の試掘調査が県企業局の主導により実施され

た。その結果、竪穴住居をはじめとする遺構が濃密

に分布していることが確認され、発掘調査の必要性

が認識されるに至った。

その後、県企業局と県文化財保護課との埋蔵文化

財発掘調査に関わる調整作業を経て、（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業団が、その発掘調査の一部を担当

することとなった。三和工業団地造成予定地内にお

ける、発掘調査を必要とする面積は37万面であった。

これを造成の工事区に沿って I~IVの地区に分割

し、このうち、 1地区に当たる約49,OOOrri平ついて、

当事業団が担当した。 II~IV地区については、伊勢

崎三和工業団地埋蔵文化財発掘調査団が担当した。

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査

は、平成7年4月1日から開始した。調査開始当初

は、古墳時代と奈良 • 平安時代の集落を中心とした

調査を実施した。その一方で、当遺跡の周辺には書

上本山遺跡、上植木光仙房遺跡、堀下八幡遺跡など

の旧石器時代の遺跡が数多くあることから、この調

査区域においても旧石器時代の遺跡が存在する可能

性が考えられた。

縄文時代以降の調査が終了した地点から、旧石器

時代を対象とした試掘調査を実施した。その結果、

ローム層中から石器が多量に出土することを確認す

るとともに、それが非常に広範囲に分布しているこ

とが確認された。そこで、群馬県企業局、県文化財

保護課、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の三者で

協議を重ねた結果、旧石器時代を対象とした調査を

平成 8年11月30日まで実施することとなった。
• こ・ ら ， 

9 9、-i．ン ，

＼
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2 遺跡の位置と地形

三和工業団地 I遺跡は、群馬県南部の伊勢崎市三

和町に所在する。伊勢崎市街地の北東約4kmに位置

し、市域の北東部にあたる。遺跡の北側は佐波郡赤

堀町に接し、南方には国道17号バイパスの上武道路

が東西に走る。工業団地の中央部には東西に北関東

自動車道が通過し、調査区の西側に接して伊勢崎イ

ンターチェンジが建設される予定で、この部分は北

関東自動車道の舞台遺跡である。

三和工業団地 I遺跡は、赤城山の南麓に接する大

間々扇状地の I面に立地し、標高は約90mである。赤

城山は周囲に裾野を緩やかに伸ばし、南麓地域では

多くの小河川が南方に台地を刻んでいる。これらの

小河川により開析された低地は樹枝状に発達し、山

麓ではローム台地と低地が入り組んだ地形を形成し

ている。

この遺跡が立地する大間々扇状地は、赤城山の裾

野を開析するかたちで、足尾山地を流れ下った渡良

瀬川によって形成された扇状地である。この扇状地

は大間々町を扇頂部として南に開け、南北約18km、

扇端部の東西約13kmの規模をもつ関東地方で3番目

に大きな扇状地である。

この扇状地は、大きく形成時期の異なる新旧二つ

の扇状地面から構成されている。 I面（桐原面）は現

在の粕川と早川に挟まれた範囲で、 II面（藪塚面）は

早川と渡良瀬川に挟まれた範囲である。これらは、

扇状地礫層の上位に堆積したテフラの年代から、 I 

面が約5万年前に、 II面は 2万数千年前にそれぞれ

段丘化したと考えられており、主として沖積低地の

開析の状況に大きな違いが認められている。三和工

業団地 I遺跡は、扇状地の西側部分にあたる I面に

立地しており、遺跡の西方約 1kmにはこの扇状地の

西端を流れる粕川が南流している。

大間々扇状地礫層の上位には、ローム層が厚く堆

積している。扇状地上では降水が地下の深部に浸透

し、また扇状地内には河川が存在しないことから、

この地域は渇水性の土地柄を示している。扇状地II

2 

面では、地下水の一部が扇端部で湧水となって地上

に噴出し、ここでは標高約60mの等高線に沿うよう

に数多くの湧水点が存在している。現存する「矢太神

沼」、「団蔵坊」などの湧水点は、これらの代表的なも

のである。

扇端部の南側は、これらの湧水点を源とする小河

川が南流し、その開析作用によって低地が広がって

おり、「木崎台地」、「由良台地」などの開析作用を免

れた島状のローム台地と低地とが混在している。

一方、三和工業団地 I遺跡が立地する扇状地 I面

では、湧水点の噴出する地点がII面とは異なってお

り、扇央部に湧水点が点在している。かつては、「あ

まが池」、「男井戸」、「角弥清水」、「谷地清水」と呼ば

れる湧水点が標高約90mの等高線に沿うように存在

していた。しかし、昭和50年代初頭の農地区画整備

事業によって、これらの湧水点の多くは水田域とし

て利用するために埋め戻され、「あまが池」を除いて

消滅した。これらの湧水点の下流は、湧水点を谷頭

とする小河川によって開析されており、ローム台地

にいく筋かの低地が存在している。現在、この低地

部は水田として、ローム台地は畑としてそれぞれ利

用されている。

三和工業団地 I遺跡の発掘区域は、 I男井戸」湧水

点に伴う低地と、「角弥清水」湧水点に伴う低地との

間に位置している。遺跡の東端部は「男井戸」湧水点

に伴う低地で、舌状に南側に伸びたローム台地を経

て、「角弥清水」湧水点に伴う低地への移行部が調査

範囲である。ローム台地の頂部と低地部分との比高

差は現状で約3mであり、全体的には平坦地との印象

を受ける地形である。遺跡内での地形の傾斜は、遺

跡の東側に位置する「男井戸」湧水点を含む低地部

分、低地部分からローム台地へ緩やかに移行する緩

斜面部分、ローム台地頂部の平坦部分、「角弥清水」

の低地に移行する西側に傾斜する緩斜面部分で構成

されており、竪穴住居は低地部を除くほぼ全域に分

布している。

参考文献

「群馬県史」通史編 1 1990 
「新田町誌J通史編 1 1990 
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3 周辺の遺跡

ここでは、主として縄文時代から平安時代の周辺

の遺跡について概略を述べることとする。なお、旧

石器時代の周辺の遺跡については、 『三和工業団地

I遺跡（1)』ー旧石器時代編ーを参照されたい。

縄文時代の遺跡は、伊勢崎台地の西端に位置する

広瀬川低地帯においては発見されず、その東西両側

に分布が見られる。広瀬川低地帯の西側に当たる前

橋台地上では、後期後半のものが点在している。一

方、東側に当たる赤城山の南麓、大間々扇状地、伊

勢崎台地上には、広い範囲にわたって多くの遺跡が

分布している。なかでも大間々扇状地には多くの湧

水点が点在し、この湧水点付近や浸食谷の縁辺部、

赤城山南麓の小丘（流れ山）の周辺部、伊勢崎台地の

縁辺部などに遺跡の集中が見られる。主な集落遺跡

としては前期を主体とする約130軒の竪穴住居が調

査された、草創期後半～後期の三和工業団地II~IV

遺跡(No.2)、県園芸試験場遺跡がある。

弥生時代の遺跡は、広瀬川低地帯に臨む伊勢崎台

地の西縁辺部に所在する中期後半の西太田遺跡、中

組遺跡がある。しかし、集落としては小規模で、大

規模な該期の集落は見られない。

古墳時代から平安時代の集落遺跡の分布は、広瀬

川以東の地域に集中しており、なかでも伊勢崎市の

北部地域に当たる殖蓮・三郷地区は特に分布密度が

高い地域である。この集落遺跡の集中傾向は、古墳

の分布、上植木廃寺(No.17)や東山道(No.18)の存在な

どを併せて考えたとき、伊勢崎市とその周辺地域で

も中心的位置を占めていたことを示している。なお、

上植木廃寺は 7世紀後半に造立され、県内では最も

古い寺院の一つである。

あまが池から伸びる沖積低地の右岸台地上には、

天ケ堤遺跡、県園芸試験場第二遺跡、下吉祥寺遺跡、

八寸B遺跡、原之城遺跡(No.16)などが存在する。原

之城遺跡は古墳時代後期の大規模な豪族居館と推定

されており、この地域で中心的な位置を占めていた

ものと考えられる。また、これら遺跡群のさらに南

側にあたる佐波郡境町には、佐位郡衛である可能性

の高い十三宝塚遺跡が存在する。

男井戸および鯉沼から伸びる低地に面した左岸台

地上には、北関東自動車道の舞台遺跡(No.5)、舞台遺

跡(No.6入鯉沼東遺跡(No.7)、下植木壱町田遺跡(No.3)、

上植木壱町田遺跡(No.9)、恵下遺跡などがある。舞台

遺跡、鯉沼東遺跡は、今回の三和工業団地遺跡の調

壺範囲に入る遺跡で、確認されている遺構・遺物の

年代もほぼ三和工業団地遺跡と同様である。男井戸

および鯉沼から伸びる低地の左岸台地上には、書上

本山遺跡(No.10)、書上上原之城遺跡(No.11)、天野沼

遺跡(No.14)がある。この他、粕川左岸には光仙房遺

跡(No.4)、上植木光仙房遺跡(No.8)がある。

古墳時代の墳墓では、粕川の左岸台地上に関山古

墳群(No.12)が立地し、鯉沼から伸びる低地に面して

高山古墳群(No.13)、丸塚山古墳(No.15)が立地してい

る。前期の伊勢崎市域では初現期の一つとされる華

蔵寺裏山古墳があり、 5世紀の中葉の前方後円墳で、

長持形石棺をもつ御富士山古墳が存在する。

以上のことから、三和工業団地 I遺跡の周辺地域

では、湧水点の周囲を中心にして旧石器時代から遺

跡が分布し、縄文時代には一部で大規模な集落が営

まれる。やがて、古墳時代前期には前方後方形の方

形周溝墓を伴う集落が湧水点から下流の低地に面し

て立地するが、その後の後期にかけて継続する大規

模な集落はなく、首長墓も存在しない。さらに、奈

良•平安時代にもこの傾向は続くが、方形区画遺構

や須恵器窯などの特殊な遺構が立地する。

なお、三和工業団地 I遺跡の北側は伊勢崎市の書

上浄水場となっており、現在もこの地点で地下水の

汲み上げが行われている。この浄水場の建設に際し

ては埋蔵文化財の試掘調査が実施されているが、こ

の調査で遺構・遺物は全く確認されなかったとのこ

とである。したがって、三和工業団地 I遺跡で確認

した遺構の分布が、遺跡の北側に伸びる可能性は少

ないものと考えられる。

参考文献

「伊勢崎市史」通史編 1 原始古代中世 1987 
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Nu 遺跡名 概 要 文 献 等

1 三和工業団地 I遺跡 本報告書

2 三和工業団地II~IV 旧石器時代、縄文時代前期竪穴住居、古墳時代前期竪穴住居・ 「年報15• 16J 群埋文 1~% • 1997、伊勢崎三

遺跡 方形周溝墓、古墳時代後期竪穴住居、奈良 • 平安時代竪穴住 和工業団地遺跡埋蔵文化財発掘調査団

居、平安時代須恵器窯跡 ・溝 ・方形区画溝、中世馬房などを

検出。

3 下植木壱町田遺跡 旧石器時代、古墳時代前・後期竪穴住居、奈良 • 平安時代竪 「年報15• 16J群埋文 1996• 1997 

穴住居 ・鍛冶遺構 ・水田、中世館跡 ・掘立柱建物 ・柱穴列 ・

方形竪穴建物 ・ 土坑墓・火葬墓 • 井戸、近世集水遺構などを

検出。

4 光仙房遺跡 古墳時代後期を主体とする粘土採掘坑多数を検出。 一木平鋤 「年報17J群埋文 1998

曲柄平鋤が出土。

5 舞台遺跡 北関東自動車道に伴う発掘調査で、縄文時代竪穴住居、 古墳 「年報16」群埋文 1997

時代前期竪穴住居 • 前方後方形方形周溝墓 ・ 方形周溝墓、古

墳時代中 ・ 後期竪穴住居、 奈良 • 平安時代竪穴住居・須恵器

窯跡などを検出。

6 舞台遺跡 古墳時代前期～奈良時代の竪穴住居、溝、中世の井戸を検出。 「鯉沼東遺跡 ・舞台遺跡J伊勢崎市教育委員会

1977 

7 鯉沼東遺跡 古墳時代～平安時代の竪穴住居、土坑、火葬跡等を検出。 r鯉沼東遺跡 ・舞台遺跡」伊勢崎市教育委員会
1977 

8 上植木光仙房遺跡 5世紀末～7世紀の古墳、平安時代の小鍛冶跡等を検出。 「上植木光仙房遺跡J群埋文 1989， 上植木壱町田遺跡 縄文時代中期～平安時代の竪穴住居、中世の井戸 ・板碑を検 「書上下吉祥寺遺跡 ・書上上原之城遺跡 ・上植

出。 木壱町田遺跡J群埋文 1988

10 旧石器時代のユニット 2、古墳時代の竪穴住居、平安時代の 「書上本山遺跡J群埋文 1985

書上本山遺跡 溝、掘立柱建物跡等を検出。この他瓦塔片、石櫃骨蔵器等が

出土。

11 書上上原之城遺跡 掘立柱建物跡、墨書土器等を検出。 「書上下吉祥寺遺跡 ・書上上原之城遺跡 ・上植

木壱町田遺跡J群埋文 1988

12 関山古墳群 粕川の左岸台地上に立地する 7世紀～8世紀初頭にかかる古 「関山古墳群」 「伊勢崎市史通史編 IJ 1987 

墳群。

13 高山古墳群 独立丘陵の裾部に構築された 7世紀代を中心とする古墳群 「高山遺跡 ・天ヶ堤遺跡 ・天野沼遺跡 ・下書上

で、竪穴式石室をもつ墳墓、横穴式石室をもつ墳墓を検出。 遺跡l伊勢崎市教育委員会 1977

柄形埴輪が出土。

14 天野沼遺跡 古墳時代後期の竪穴住居を検出。 「高山遺跡 ・天ヶ堤遺跡・天野沼遺跡・下書上

遺跡J伊勢崎市教育委員会 1977

15 丸塚山古墳 5世紀後半で全長81mの帆立貝式前方後円墳。後円部墳頂に 「丸塚山古墳」 「伊勢崎市史通史編 IJ伊勢崎

箱式棺状の竪穴式石室を検出。 市 1987

16 原之城遺跡 古墳時代後期の環濠居館跡。大規模な長方形区画溝の内部に 「原之城遺跡発掘調査報告書」伊勢崎市教育委

竪穴住居 ・掘立柱建物・祭祀跡 ・内部区画の溝を検出。須恵 員会 1988

器等が出土。

17 上植木廃寺 7世紀後半に創建されたと推定される、県内では最も古い段 「上植木廃寺一昭和62年度発掘調査概報ーJ

階の寺院跡。 伊勢崎市教育委員会 1988

18 東山道 上植木地内の酒盛・火生石 ・舞台付近は佐位駅の所在地に比 「東山道と佐位駅」 「伊勢崎市史通史編 IJ伊

（あずま道） 定される。 勢崎市 1987、「歴史の道調査報告書東山道」

群馬県教育委員会 1983

19 鯉沼 慶長18年(1613)伊勢崎藩主稲垣長茂によって築造されたと伝 「溜池」「伊勢崎市史通史編 2J伊勢崎市

えられるため池で、水源は「男井戸」湧水。 1993 

20 男井戸 三和工業団地 I遺跡東端部の湮水点。水源としての利用は少 「伊勢崎の地名由来」 r群馬地名だより」7号
なくとも平安時代まで遡り、昭和50年代初頭の農地区画整備 群馬地名研究会 1990

事業によって埋め戻されたが、発掘調査時にも湧水が認めら

れた。

21 角弥清水 北関東自動車道の舞台遺跡内の湧水点。昭和50年代初頭の農 同上、 「年報16J群埋文1997

地区画整備事業によって埋め戻された。舞台遺跡の平安時代

須恵器窯は、この湧水点を谷頭とする谷の斜面に構築されて

いる。

周辺の遺跡一覧表

7
 



4 遺跡の基本層序

この遺跡は、ローム台地と湧水点を谷頭とする沖

積低地から形成されている。台地部と低地部では標

準的な土層が大きくことなるため、台地部と低地部

に分けてその層序を記述する。なお、ここで記述す

る層序は、『三和工業団地 I遺跡（1)』ー旧石器時代

編ーで記載された基本層序に一致し、このうち関係

する部分を抜粋した。したがって、層序は通し番号

にはなっておらず、全体の層序については同報告書

を参照されたい。

台地部

台地部では、大間々扇状地礫層の上にローム層が

厚く堆積し、その上位は表土である現在の畑耕作土

となっている。ローム層中には浅間山、榛名山、赤

城山を供給源とするテフラなどが認められた。

I層：表土（現畑耕作土）。

III層：黄褐色ローム層（As-YP含む）。

台地部

88 OOm 

ヽ／

I I I層表土（現畑耕作土）

III I III層黄褐色ローム層
87 50m 

87 OOm 

低地部

調査区東側の低地部に存在する谷の内部には、浅

間山、榛名山起源のテフラが一次堆積している。上

位から浅間B軽石(As-B)、榛名ニツ岳渋川テフラ

(Hr-FA)、浅間C軽石（As-C)である。この他、部分

的にAs-Bの上位に粕川テフラ (As-Kk)、Hr-FAの

上位に榛名ニツ岳伊香保テフラ (Hr-FP)が認めら

れる部分もある。

1 :表土。

5: As-B。

6 :黒色粘土・シルト層(Hr-FA、As-C含む）。

7 : Hr-FA。

8 :黒色粘土層(As-C含む）。

9 : As-C。

11:暗褐色シルト層（いわゆる淡色黒ボク土）。

19 :灰白色シルト層。

23:青灰色粘土層（いわゆる水成ローム）。

41 :礫層。

低地部

185 OOm 口
1 表土

5 As-B 

6 黒色粘土・シルト層

~84 50m 

7 7 Hr-FA 

8 黒色粘土層， As-C 
11 I 11 暗褐色シルト層

： 19 灰白色シルト層
23 青灰色粘土層

41 礫層
怪塗唸忍°ぷ、i51

L-84 OOm 

三和工業団地 1遺跡 基本層序図
8 



II 縄文時代の遺構と遺物

1 概 要

この遺跡では、縄文時代と考えられる遺構として

竪穴住居3軒、土坑10基、陥穴2基、屋外埋甕2基

を検出した他、 3地点で包含層を調査した。

竪穴住居は 3軒ともに前期に属する。これらの住

居を検出した場所は、遺跡の南東部にあたる地点で

あり、北東方向の至近距離に湧水点が存在する。住

居はこの湧水が開析した低地を東から南東方向に望

む台地上に、距離を置いて散在するような配置をと

る。この遺跡では中期の竪穴住居は検出していない

が、遺跡の東方約700mに位置する「あまが池」の周辺

部では、これを取り巻くように中期の集落が大規模

に展開し、この分布状況と対照的な景観である。

土坑は、伴出遺物のないものもあり時期の特定が

難しいが、充填土の共通性などからほぼ前期に属す

るものと考えている。平面形は円形プランのものが

多く、断面は下半が膨らむいわゆる袋状を呈する傾

向がある。一部では竪穴住居と重複する例があるも

のの、ほとんどのものは車複せずに住居の周辺に散

在していることから、これらの住居と同時存在して

いたものと思われる。

陥穴は、遺跡の中央部から2基を検出した。長軸の

方位は同一ではないが、等高線に直行するような位

置に掘削されているようである。伴出遺物がないた

めに時期を特定することはできなかったが、確実な

遺構こそ伴わないものの、この遺跡からは草創期や

早期の遺物も出土していることを勘案すると、こう

した時期に属する可能性が強い。

屋外埋甕は、 2基ともに遺跡東側の低地部から検

出した。遺跡の東側は湧水点とこれを取り巻く台地

とで構成された地域であり、 2号埋甕は湧水点を見下

ろす北側の台地上から、 3号埋甕は低地東側の比較

的低い地点でそれぞれ検出した。 2号埋甕が後期前

半、 3号埋甕が中期末であり、この遺跡で検出されて

いる竪穴住居などとは時期的な隔たりが顕著である。

包含層は遺跡の西側で1箇所、中央部で2箇所を

調査した。遺跡の西側では北寄りの中央部のローム

漸移層中に土器片の集中部分を検出した。一定の範

囲内に前期の土器が集中しており、当初竪穴住居か

と考えたが、最終的に掘り込み、柱穴等を検出する

ことはできずに包含層として扱った。遺跡中央部の

包含層としたものは、ごく少量の土器片 ・石器を検

出したものであるが、時期的に撚糸文や条痕文系な

どの古い段階の土器片を出土していることから包含

層として捉えた。この古い段階の資料としては、表

面採集資料の中にスタンプ型石器なども混じってい

ることから、付近に遺構の存在も想定できる。

＼
 

・ヽ‘‘.,
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2
 
竪穴住居

形状

91号住居（PL.91・観察表26頁）

長軸5.lm、短軸4.8mの隅丸の正方形を呈す 90号住居

l

|
丁

る。 覆土 基盤のローム層にごく近い色調の土で

埋没し、上層ほどロームブロックが多い。 4 
＼ 

盤のローム層を40cmほど掘り込んだローム層中に構 ＼ー一~
63号土坑

築。貼床は認められないが、住居ほぼ中央北寄りの /(/ 

形の掘り込みを検出。 柱穴

床面 基

位置に長軸120cm、短軸103cm、深さ10cmほどの楕円

住居の対角線上に 4

個を検出。規模は直径30~70cm、深さ20~50cmで、

円形と楕円形の 2種の掘り方がある。南西側の柱穴

では、直径13cmほどの柱痕を検出。 炉 西側の柱

穴間の南寄りに偏って検出。直径60cm、深さ10cmほ

どの円形で、皿状の掘り込みである。底面は全く焼

土化してはおらず、充填土中に焼土の大粒が多量に

，

仄

こ

□三｀]『-c
c

-

;
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． 
苔） .. 

主
＞

92号住居
91号住居 生活面

認められたことから炉と判断。

蔵穴 無し。 遺物 土器は全て破片の状態で、床

面直上のものは皆無である。 石鏃 ・多孔石が出土。

重複 西壁で2基の同時期の土坑と重複。新旧関係

を判定する資料を欠く。

2 m。 所見 縄文時代前期諸磯b式期と考えられる

が、浮島系の土器が目立つのが特徴である。

0 1:1 2cm 

一

゜
I : 3 

11 

方位

壁溝

90° 

なし。

面積

貯

22.14 

ハロ口
□日
1ー2

 

I I 
10cm 2-3 

A＼ここ 上

9, 

91号住居 A-A'

1 暗褐色土。多量のローム大プロック、白色細粒含む。

2 暗褐色土。 1層よりもロームプロックは小さく少ない。

3 暗褐色土。多量のローム粒、少鼠のローム大粒含む。

4 暗褐色土。多量のローム小プロック含む。

5 黄褐色土。ローム小ブロックと粒子主体。

6 暗褐色土。 3層に近いがロームブロックの鼠が多い。

91号住居 B-B'

1 暗褐色土。少最の白色細粒、ローム粒含む。

2 黄褐色土。ローム小ブロックと暗褐色土の混土。

3 黄褐色土。 2層に近いがローム小プロックが極く少ない。

91号住居 C-C'

l 暗褐色土。白色細粒とローム粒を均ーに含む。

1 1 

三こ乏ーC'
言言}]  • • L =87.30m 

91号住居炉 C-C'

1 暗褐色土。多蘭の白色細粒、ローム粒、焼土大粒含む。

L=87.80m 

。
1 : 80 2m 

91号住居
。
L=87.30m 

1 : 40 lm 

91号1主居出土遺物(I)
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98号住居（PL.96・観察表27頁）

9
日
け
日
日
1

I / 

ロ ／

ヽ
・：

r

}i

‘̀

~ 

・ぐ，．J

11 

。
1 : 3 10cm 

91号住居出土遺物(2)

から10cmほど浮いた状態で、 3箇所の焼土の広がり

形状

床面

柱穴

一辺5.9mほどの隅丸の正方形を呈すると思

われる。 覆土 床面近くの層中にローム粒を多く

含む他は、全体に黒みの強い粘性のある土で埋没。

基盤のローム層を50cmほど掘り込んだローム

層中に構築。貼床はなく、硬化面も検出できない。

住居の隅寄りに 3個を検出。規模は直径40

を検出したが、炉とは考えられず、未調査区側にあ

るものと判断。

から出土。重複

面積

壁溝

物 すべて破片の状態で、床面から若干浮いた位置

調査範囲内ではなし。

32. 50rri刈推定）。

なし。

所見

貯蔵穴 なし。

方位

遺

135° 

撚糸文や条痕文の土

~50cm、深さ30~50cmの円形を呈する。 炉 床面

器片が目立つが、諸磯 C式の土器も出土しているこ

とから諸磯 C式期の住居と考えられる。
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L=87.10m 

1 : 80 

u/ 
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98号住居

＼
 

ー

ー

＼
 

＼

ー

• ► 

4
 ＜ 

生活面

B
 

u| 
B' 

2m 

D
 

D' 

゜
L =86.80m 

1 40 lm 

98号住居 A-A'

1 表土。

2 暗褐色土。表土の砂質土を非常に多く含む。

3 黒褐色土。粘性が有り、黒味が強い。

4 暗褐色土。多鼠のローム粒含む。

5 黒褐色土。3層に類似するがより粘性が有り、黒味が強い。

6 暗褐色土。多蜃のローム小プロック、ローム粒含む。

7 暗褐色土。多量のローム粒含む。 100号住居覆土の可能性有り。

98号住居 D-D'、E-E'

1 赤褐色土。焼土ブロックと暗褐色土の混土。

2 暗褐色土。多量のローム粒と白色細粒含む。

3 暗褐色土。ローム粒と小プロック含む。
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゜
形状

覆土

100号住居（PL.98・観察表28頁）

長軸5.lm、短軸4.3mの隅丸長方形を呈する。

全体に黒みの強い土で、下層ほどロームブロ

ックの含有量が多い。 床面

98号住居出土遺物(2)

基盤のローム層を40

cmほど掘り込んだローム層中に構築。床面の精査時

にロームと暗褐色土ブロック主体の土層の広がりを

確認したため掘り下げてみたところ、一辺3.5m、深

さ20cmほどの方形の掘り込みとなったため、

掘り方の範囲として捉えた。 柱穴

これを

住居平面プラ

ンとは若干ずれているが、対角線方向に 4個を検出

した。規模は直径30~40cm、掘り方底面からの深さ

10~25cmの円形を呈する。 2対の柱穴間に直径25~

30cm、深さ20cmほどの 2個のピットを検出したが、

柱穴とは判断せず。

蔵穴 なし。 遺物

炉 不明。 壁溝 なし。 貯

土器片や礫が南西壁側から流

れ込んだような状態で出土。北東壁寄りの床面に深

鉢胴部中位の埋甕を検出。埋甕の掘り方は、直径45

／ 
21 

0 1:1 2cm 

一を判断すると縄文時代前期諸磯a式期と考えられる。

I l ] 1 9 

cm、深さ15cmほどの略円形を呈する。

方位 1 30° 面積 19. 9lrriね 所見

重複 なし。 ＼
 

゜
II 

1 : 3 10cm 

埋甕から時期

100号住居出土遺物
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L=87.50m E' 
100号住居

l 暗褐色上。白色細粒を均ーに、少量のロームブロック含む。

2 暗褐色土。 1層に近似するがロームブロックの量が多い。

3 黒褐色土。白色細粒を多く均ーに含む。

4 黒褐色土。ロームと黒褐色土をブロック状に含む。

5 暗褐色土。多籠のローム粒含む。

6 暗褐色土。多量のローム粒とプロック含む。 。
1 : 80 20m 

3
 
埋 甕

1号埋甕（PL.180・観察表47頁）

深鉢口縁部を逆位に埋設。土地改良で上層が削平さ

れたため、埋設時点における深鉢の残存率は不明。

掘り方は直径145cm、確認面からの深さ 5cmほどの円

形を呈す。掘り方および土器内には周囲の確認面と

同様の灰色粘質土で埋没。

堀之内 1式期。

所見 縄文時代後期、

三〇ょ
人ー一三上

1号埋甕

1 黒色土。白色粒と基盤層の灰色粘質土小プロック含む粘質土。
L =86.40m 
1 : 40 

1号埋甕 ゜
lm 

＼
 

゜

7

1

/

1

 

10cm 

1号埋甕出土遺物

14 



2号埋甕（PL.180・観察表47頁）

深鉢の底部付近を正位に埋設。低地部に近い位置か

らの検出で、残存状態は良くない。掘り方及び埋没

土は不明。 所見縄文時代中期、加曽利E3式期。

`

g

g

 

l~A-

Q
a
l
彎
叫

A
-

。

A' 

L =85.20m 

1 : 40 lm 

2号埋甕

1 : 3 10cm 

2号埋甕出土遺物

4 土坑

41号土坑(PL.141・観察表42頁）

形状 上端径90cm、深さ77cmのほぽ円形を呈し、上

端径よりも下端径が僅かに大きいいわゆる袋状の断

面形を呈する。 覆土 やや濁りのあるロームブロ

ック主体の土で、ローム層中での確認は容易ではな

かった。 遺物 深鉢および浅鉢の小破片が僅かに

覆土中から出土した。 重複 なし。 所見土器

片の文様から諸磯b式段階の土坑と考えられる。

A A' 

／
B

＿
 

A

o
 

B_ 

口B-
1
月
日

□9

尋
加
忍
：

言
”
メ
〗

．一
ー

を
さ
し

Mい
4

J
'
J
り
＂
＼

~V．
斎

。
10cm 

三
言一＿］
疇 2'/

:•:•：況：淡；淡：祠：
•’•', • :・:・:・ 

塚．蕊：楽：祠：

41号土坑

1 黒褐色土。白色細粒とローム粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。 1層に近いがロームブロックを均ーに含む。

3 黒褐色土。ローム粒、ロームプロック含まない。

4 黄褐色土。黒褐色土とローム粒の混土。

5 黄褐色土。ローム主体で黒褐色土とローム粒の混土。

゜
L=88.00m 

1 : 60 2m 

41号土坑出土遺物 41号土坑

15 



57号土坑(PL.142)

形状上端径l.Om、下端径96cm、深さ90cmで、平面

形は円形、断面形は袋状を呈する。 覆土 上層は

ローム粒主体の土層で、下層はロームブロックを僅

かに含む。 遺物 覆土中層から石が 1点出土した。

重複新しい段階の29局溝と重複する。 所見 遺

物出土がないため時期を特定することはできない

が、土層の状況などから縄文時代前期の土坑の可能

性が高い。

A OK I 
A ~-A' L =87 509 

0 1 : 60 2m 

62号土坑（PL.143)

形状上端径90cm、下端径60cm、深さ45cmで、平面

形は円形、断面形は円筒状を呈する。 覆土 ロー

ム粒とブロック主体であり、ロームよりも僅かに濁

った色調を呈するだけのため、確認面での検出は難

しい。 遺物 時期の判断ができるような遺物はな

ぃ。 重複 91号住居と重複する。確認は住居調査

時点で壁面で検出したものであり、新旧関係は捉え

られなかった。 所見 遺物出土がないために時期

63号土坑(PL.143)

形状上端径80cm、下端径60cm、深さ65cmで、平面

形は円形、 断面形は円筒状を呈する。 覆土 ロ

ーム主体で、ロームよりは全体に濁った色調を呈す

る。 遺物 なし。 重複 91号住居と重複するが、

新旧関係は判断できなかった。 所見 62号土坑と

至近の位置にあり、充填土など共通性が多いことか

ら判断して、ほぽ同時期の所産と考えられる。

64号土坑（PL.143・観察表42頁）

形状 上端径1.2m、下端径l.Om、深さ50cmで、平面

形は円形、断面形は円筒形を呈する。 覆土 ロー

ムよりは全体に濁った色調の土層で、ローム粒 ・ブ

ロックを含む。 遺物 中層から礫が 1点と土器片

が僅かに出土した。 重複 なし。 所見 出土遺

物から縄文時代前期諸磯式期の土坑と考えられる。

57号土坑

1 暗褐色土。多鼠の白色細粒とローム粒含む。

2 黒褐色土。白色細粒とローム粒を均ーに含む。

3 黒褐色土。 2層に近似するが微星のロームブロック含む。

57号土坑

の特定はできないが、充填土の状況や周囲の住居と

の関連から縄文時代前期の所産と考えられる。

：口上

土

上□'5)

A' 

。

／ 

L =87.90m 

1 : 60 2m 

62号土坑

A' し
＼
丁

A A' 

L =87 90m 

゜
1 60 

63号土坑

A 口 ――← A' 

A A' 

゜
L =87 30m 

64号土坑

2m 

2m 
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1 : 3 10m 

64号土坑出土遺物

67号土坑（PL.144)

形状上端径l.lm、下端径95cm、深さ35cmで、平面

形はやや不整な円形、断面形は北側にオーバーハン

グする袋状を呈する。 覆土 褐色の細粒とローム

小ブロックを含み、硬くしまった土層。 遺物 な

し。 重複なし。 所見遺物出土がないため、

時期の特定はできないが、充填土などの状況から縄

文時代前期の所産と考えられる。

67号土坑

l 暗褐色土。多屈の白色及び褐色細粒、少鼠のローム小プロック含む。

2 黄褐色土。ローム粒 ・ブロック主体。

3 暗褐色土。 1層に近似。ロームプロックを含まない。

A A' 

ロ
゜

L=87.10m 

1 : 60 2m 

67号土坑

77号土坑（PL.145・観察表43頁）

形状上端径90cm、下端径l.Om、深さ43cmで、平面

形はやや方形ぎみの円形、断面形は比較的オーバー

ハングの強い袋状を呈する。 覆土 ロームブロッ

クを含む黒褐色土で、粒子が細かい。 遺物 土坑

中央の覆土中に土器片が集中して出土した。 重複

128号住居と重複するが、当土坑が明らかに古い時期

のものである。 所見 遺物から縄文時代前期諸磯

b式期の土坑と考えられる。

A 
A'¥:  B ＼ン

B' 
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形状

93号土坑(PL.147・観察表43頁）

上端径1.2m、下端径1.6m、深さ50cmで、平面

形は円形、断面形は全体に明瞭なオーバーハングの

ある典型的な袋状を呈する。

充填土で、全体に濁った色調を呈する。

央部底面より僅かに上位から小礫と土器片が集中し

て出土した。

形状

重複 なし。

時代前期諸磯b式期の所産と考えられる。

。

覆土

所見

ローム主体の

遺物 中

遺物から縄文

1 : 3 

¥ ¥ 3 

10cm 

93号土坑出土遺物

94号土坑（PL.148・観察表43頁）

上端径l.lm、下端径96cm、深さ35cmで、平面

形は円形、断面形は円筒形を呈する。 覆土 暗褐

ータ----

：ロロ̀
 ----

93号土坑

A
 

゜

t
 □三上

93号土坑

1 明黄褐色土。少贔の炭化物含む。

2 黄褐色土。 ロームにより構成。壁か？

3 暗黄褐色土。少址の炭化物含む。

4 明灰白色。炭化物、ロームを 5層よりやや多く含む。
5 暗灰白色。炭化物含む。

6 明灰白色。ロームをやや多く含む。

7 明灰白色。 6層と同じであるが、ロームが多い。
8 暗褐色土。ロームと黒色土の混土。

L=87.60m 

1 : 60 2m 

A' 
し
＼
丁

色の均ーな土層。

て出土。 重複

遺物

なし。

覆土中から礫を主体とし

所見
A
 

A' 
遺物から縄文時代

前期諸磯b式期の所産と考えられる。

94号土坑

1 暗褐色土。

゜
L=87.60m 

1 : 60 2m 

94号土坑

I I 1 

＼

／

 
| ー

4
 

゜
I : 3 10cm 

94号土坑出土遺物
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95号土坑(PL.148・観察表44頁）

形状上端径1.5m、下端径1.7m、深さ42cmで、平面

形は不整円形、断面形は典型的な袋状を呈する。 覆

土 ローム粒を均ーにふくむしまりのある土層。

遺物 中央部底面からわずか上位に大型破片を含め

て土器片が集中して出土した。 重複 なし。 所

見遺物から縄文時代前期諸磯b式期の所産と考え

られる。
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1 : 60 2m 
95号土坑
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5 陥 ノr＼ ハ
＼ 1号陥穴(PL.163)

111 ・1 A 形状長軸2.5m、短軸64cm、深さ85cmで、平面形は A 

長楕円形、短軸断面形は薬研状を呈する。 覆土や

や濁ったソフトローム主体の土層で、周囲のローム

層との区別が難しい。 遺物 なし。 重複なし。

所見 遺物出土が皆無のため時期の特定はできない

が、周囲から縄文時代草創期末頃から早期の遺物が A A' 

散見されることから、こうした時期の所産の可能性

がある。

1号陥穴

l 暗褐色土。暗褐色土とロームを均ーに含む。 娑蕊蕊象：’裂：虔裟苓塁：忍唸． L =87 70m 

2 黄褐色土。ソフトローム。
3 黄褐色上。ソフトロームでやや暗いブロック含む。 ゜

1 : 60 2m 

一1号陥穴
2号陥穴

口／ 形状長軸2.6m、短軸66cm、深さl.0mで、平面形は

長楕円形、短軸断面形は薬研状を呈する。 覆土 ロ

ーム主体の均ーな土層。 遺物 なし。 重複な A I I I I A' 

し。 所見 1号陥穴と同様に伴出遺物が皆無のた

め特定できないが、縄文時代草創期末から早期段階

の所産が想定される。

＼ 
L 

゜
1: 60 2m 

2号陥穴

゜
1号陥穴 し

＼
丁

＼ 
2号陥穴

口91号住居 ◇ 100号住居

98号住居

縄文住居・陥穴配置図
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III 古墳時代の遺構と遺物

1 概要

この遺跡では台地部と低地部から遺構を確認して

いるが、古墳時代は台地部で竪穴住居126軒、掘立柱

建物8棟、平地式建物l棟、畑、土坑、壺棺などを検

出した。一方、低地部からは湧水点の谷頭を掘削し

た痕跡や、その導水路及び祭祀跡を検出した。

竪穴住居は126軒のうち124軒が古墳時代前期に属

し、残る 2軒は古墳時代後期である。古墳時代前期

の住居は低地の西側に位置する台地上に広く展開

し、大きくは遺跡の西側にまとまりをもつ群と、遺

跡の中央部に広く分布する群とに分けられる。

特に注目される遺構としては、住居の周囲に溝が

巡る12号住居と、住居の隅から溝が延びた 9号住居

である。これらは遺跡の中央部に位置し、両方の住

居から延びた溝は下流で合流して、東側の低地部に

かけて70mほど延びている。この遺跡での類例はこ

の2軒のみであるが、北関東自動車道を挟んだ南側

の伊勢崎三和工業団地埋蔵文化財発掘調査団の調査

区でも、台地から低地にかけて延びる同様な溝が確

認されている。

一方、低地部には下位から浅間C軽石（As-C)、榛

名ニツ岳渋川テフラ(Hr-FA)、一部に榛名ニツ岳伊

香保テフラ (Hr-FP)の一次堆積層を確認した。しか

し、 Hr-FAとHr-FPについては堆積状況が悪く、土

層断面で明らかな遺構の確認ができなかったため、

谷頭の一部を除いて面的な調査はAs-Cの下面に限

定した。この結果、 As-Cの上・下層で谷頭を掘削し

た痕跡や、その導水路、祭祀跡及び多量の古式土師

器を確認した (V章参照）。

これらの遺物は、台地部に広く展開する竪穴住居

の伴出土器の型式に一致し、両者が対応関係にある

ことを示している。また、台地部と低地部から出土し

た最古段階の土器の型式も一致していることから、

台地部に展開する竪穴住居の生産某盤は、水田遺構

そのものは確認できないもののこの低地に求められ、

この年代はAs-Cの降下以前に遡ると判断できる。

古墳時代後期の住居は、低地に近接した南東部に

立地している。調査範囲内では 2軒のみの確認であ

るが、その分布は古墳時代前期の住居とともにおそ

らく南側の調査区域外に広がるものと考えられる。

台地部で確認した古墳時代後期の遺構は、これら

2軒の竪穴住居のみである。一方、低地部では古墳

時代前期と同様に谷頭を掘削した痕跡や、榛名ニッ

岳渋川テフラ (Hr-FA)の直下から土師器と須恵器

を確認しており (V章参照）、 2軒の竪穴住居の伴出

土器の型式は、この土師器と須恵器に一致し、両者

が対応関係にあることを示している。

＼
 

口 ヽヽ‘ .、

9ク

22 



2 古墳時代前期の竪穴住居

6号住居（PL.11・観察表 2頁）

形状長軸5.0m、短軸4.8mのほぽ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を45cm掘

り込んで構築面とする。構築面は各壁際の幅lmほど

が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。この面

に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面とする。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

い。 炉 住居中央からやや北西側に偏して設置。

住居廃棄後に直径40cm、深さ15cmの擢鉢状に掘り込

まれた痕跡がある。一方、貯蔵穴の覆土上位には焼

土がレンズ状に堆積しており、この焼土は炉の焼土

の可能性がある。 壁溝無し。 貯蔵穴住居の

南西隅に設置。長軸90cm、短軸80cm、深さ40cmの不

整方形を呈す。 遺物 土師器の甕・台付甕・壺・

器台・高坪・鉢・用等が出土。 重複 単独で占地。

方位 60゚ 面積 23.50m'o 所見 出土遺物から

古墳時代前期中葉と考えられる。

I ► 

L =88.SOm 

構築面

C→ 立

::::::::::::::;;::;.:::::::::::::::::::::;:::::::::::.:::: :::::::::・ 

L =88.20m 

0 1 : 40 lm 

6号住居貯蔵穴

1 暗褐色土。 As-C粒を僅かに含む。

2 赤茶色土。焼土。

3 黒褐色土。 As-C粒を僅かに含む。

4 黄茶褐色土。ローム細粒含む。

5 黒褐色土。 3よりも茶に近い。

6 黄茶褐色土。ローム粒含む。

6号住居

1 暗褐色土。ローム粒、 As-C粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。多量のAs-C粒を均ーに含む。

3 茶褐色土。 1層と同量にAS-C粒、ローム含む。

4 黒褐色土。As-C粒含む。

5 黄褐色土。 10cm程の帯状にローム含む。

6 暗褐色土。非常に多量のロームプロック含む（貼床）。

A
、

D 35246 1 D' 

一望芦―
L =88.20m 

1 : 80 

6号住居炉

゜

1 暗褐色土。ローム小プロック、

少量の焼土粒含む。

2 暗褐色土。多量の焼土粒含む。

3 赤褐色土。焼土層。

2m 4 黄褐色土。ロームを主体とし、

少量の焼土粒含む。

こ＼ご＼

ロ
¥

4

 

゜
1 : 3 10cm 

6号住居出土遺物(I)
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6号住居出土遺物(2)
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8号住居（PL.14・観察表3頁）

形状 住居の東側が調査区域外のため、外形を確定

できない。確認した南北軸は5.0m。 床面 基盤の

ローム層を50cm掘り込んで構築面とする。構築面は

各壁際の幅lmほどが住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して生活

面とする。生活面は平坦で整っている。 柱穴 住

居の西側に 2個を確認した。残る 2個は調査区域外。

直径40~60cm、深さ80cmの単純円形掘り方を呈す。

炉 住居中央からやや北側に偏して確認。直径60cm

の範囲を僅かに掘り窪めて粘土を貼った地床炉。

壁溝幅20cm、深さ15cmで確認した全壁下に巡る。

貯蔵穴 不明。 遺物 土師器の甕・壺・高坪・小

形甕・坦等が出土。 重複 単独で占地。 方位 89° 

面積測定不可能。 所見 出土遺物から古墳時代

前期前半と考えられる。

吼QI ／口叫

c
 

⑦し．ぐ・

A
 

ニニニ二

平
。
叫 L=88.70m

8号住居B-B',C-C' 

1 表土。

2 黒褐色土。多駄のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。 As-C粒多く含む(1層より少ない）。

4 黒褐色土。少量のAs-C粒含む。

5 黄褐色土。ロームを主体とし少量の黒色土含む。

6 貼床。

8号住居A-A'

l 黒褐色土。 As-C粒を少鼠とローム粒を均ーに含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒と小プロック含む。

3 暗褐色土。微量のAs-C粒、多量のローム小プロック含む。

4 暗褐色土。微量のAs-C粒、多鼠のローム小プロック含む。

5 暗褐色土。 4層よりもロームブロックの最が多い。
5 L=88.80m 

ロロコニニ三ロニ上
L =88.30m 

各恣：忍：さ忍：荼：翁裟翁荼：さ裟荼翁：忍：翁翁裟婆恣裟翁婆：；裟裟婆：翁翁褻裟翁裟落翁：荼：淡
0 1 : 40 lm 

1 : 80 2m 

8号住居炉

1 黒褐色土。灰含む。

2 灰。粘質が強い。

3 赤褐色土。焼土、ローム粒を僅かに含む。

4 黄褐色土。ロームが帯状にある。

彎
8号住居出土遺物(I)

＼ 

＼＼ 

＼＼ 

゜
1:3 10cm 
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9号住居（PL.15・観察表4頁）

8号住居出土遺物(2)

る溝との接続部にも認められる (31頁参照）。溝の底

形状 長軸6.2m、短軸5.9mの整ったほぽ正方形を

呈し、大形正方形に分類。 付帯溝 この住居は住

居の南東隅から上幅70cm、下幅20cm、深さ60cmの溝

が掘られ、この溝は東側の低地部にかけてほぽ直線

的に60mほど延びる。さらに住居の東側約10mの地

点で、12号住居から掘られた溝と接続するが、その状

況は両方の溝が直接的に接続するのではなく、溝の

上端は約50cmを残して止まり、底面で幅20cm、高さ

50cmのトンネル状に掘り抜いて接続する。同様なト

ンネル状の接続の構造は、 12号住居とそれに付帯す

26 

面は住居の構築面と全く同ーレベルで、住居との接

続部と60m東側の確認した溝の東端部とは僅かに約

10cmの比高差しかなく、約0.2％の下り勾配にすぎな

い。両住居の溝が接続することから、 9住と12住は同

時存在した可能性が高い。床面 碁盤のローム層を

60cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の幅

lmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘り

込まれる。この面に貼床を施して平坦な生活面を造

るが、貼床は部分的なものも含めて 2回の貼り直し

が認められ、合計で3面の生活面を検出。 柱穴 住



居のほぽ対角線上に直径10cmの柱痕4個を確認。貼

床が柱痕の際まで及んでいることから、立柱後に貼

床を施す。 炉 住居中央から北側に偏して 3箇所に

焼土を確認。最も大きなものは直径80cmで、南縁に

川原石を据える。 壁溝 当初の生活面には幅25cm、

叫ol
ミ＝ミ

深さ10cmでほぼ全周するが、最終使用面では認めら

れない。 貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、

構築面で住居の南東隅に確認した直径50cm、深さ70

cmの円形ピットを貯蔵穴と判断。遺物 土師器の甕

・壺・高坪・台付甕・鉢 ・甑 ・器台 ・坦が出土。 重複

10号住居と重複。 10住の覆土が浅いため、新旧関係

を判定する実証的な資料を欠く。 方位 94゚ 面積

35.13m'o 所見 出土遺物から古墳時代前期前半と

考えられる。

＝っ＝＝コ←ーぞ

v̀ 
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B 11 
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9号住居生活面（I)

L =88.50m 

゜
1 : 80 2m 

L
ー
丁
B

C' 

生活面(2)

＇ 、く

9号住居

1 暗褐色土。均ーにAs-C粒、多鼠のローム粒含む。

2 黒褐色土。多獄のAs-C粒を均ーに、微足のローム粒、大粒含む。

3 暗褐色土。 1層に近似するが、ローム大粒の含有擢が僅かに多い。

4 暗褐色土。少塁のAs-C粒、ローム粒、多旦の小プロック含む。

5 黒褐色土。均ーにAs-C粒、ローム大粒を比較的多く含む。 2 

6 暗褐色土。微量のAs-C粒、多最のローム粒を均ーに含む。 2 

7 黒褐色土。微星のAs-C粒、ローム小プロック含む。
じ

← 
8 暗褐色土。微鼠のAs-C粒、少旦のロームプロック、多絨のローム粒含む。 2 

9 暗褐色土。多鼠のローム粒を均ーに含む。 ：：：： 

10 灰色土。粘土質で、ローム粒含む（貼床）。 2 

11 黒褐色土。ローム粒を均ーに含む（貼床）。 ° 
12 黒褐色土。少絨のローム細粒含む（貼床）。 2 

:: ::::: ~=；：｀：を均ーに含む（貼床）。 i 

R
 

◎ 

s
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9号住居出土遺物(2)
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9号住居付帯溝出土遺物

10号住居（PL.18・観察表5頁）

形状 長軸2.4m、短軸2.0mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、超小形長方形に分類。 床面 基盤の

ローム層を10cm掘り込んで構築面とし、この面に貼

床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅い

ため生活面は削平されて確認できない。したがって、

生活面として図示した平面図は、生活面と構築面の

中間、つまり貼床の中位のもの。 柱穴 壁内に主

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から南西側に偏して直径30cmほどの円形状に焼

土を検出。構築面で住居中央から南西側に確認した

長軸80cm、短軸60cm、深さ10cmの掘り込みは、炉の

構築面と考えられる。 壁溝無し。 貯蔵穴無

し。 遺物 土師器の甕・壺が出土。 重複 9号

住居と重複。 10住の覆土が浅いため、新旧関係を判

定する実証的な資料を欠く。 方位 121゚ 面積

4. 55rriね 所見 出土遺物から古墳時代前期と考え

られる。
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10号住居 °
生活面
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1 : 80 
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1 : 3 

構築面

亨／f

形状

10号住居出土遺物

11号住居(PL.19・観察表5頁）

長軸4.6m、短軸4.5mのほぼ正方形を呈し、中

形正方形に分類。

り込んで構築面とする。構築面は各壁際の幅30cmほ

どの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。 この面に貼床を施して平坦な生活面を造るが、

貼床は 2回の貼り直しが認められ、合計で3面の生

活面を検出。

床面

焼失

爪

基盤のローム層を70cm掘

この住居は焼失住居で、住居

の南西部を中心に多量の炭化材を検出。 これらの出

土レベルは、住居壁際のものほど床面からの位置が

高く、中央部になるにしたがって床面に近い。また、

床面を確認する前段階で、覆土の中位に火を受けて

焼土化した面を検出したがこの面も擢鉢状を示し、

焼土化した面の下位の埋没土に人為的に埋めた痕跡

g̀ 
、
V o¥ 

゜

l 2 1 3 3 2 1 

：三一三□こ｀←上
L=87.90m L=87.80m 

＜ 
~ • 2 

¥l 
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叫
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ヽ ． 
． 
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。
1 : 40 lm 

D' 

10号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに、ローム粒を少量含む。

2 黄褐色土。多量のローム含む。

3 茶褐色土。ローム粒含む。

10号住居炉

1 黒褐色土。少祉のAs-C粒、微量の焼土含む。

2 赤褐色土。焼土を多く含む。

3 黄褐色土。 1より柔らかい。

がない。したがって、火災は住居の使用時ではなく 、

埋没過程のある時点のものと考えられる。

壁内に主柱穴はなく 、壁外柱穴も確認できないが、

北壁に3個の壁柱穴を確認。これらは北壁をほぽ4等

分する位置に穿たれ、直径20cm、生活面からの深さ

20cmで、壁を半円形状に掘り込む。

面のみの確認で、住居中央から北東側に偏して直径

40cmの焼土を検出。

の南東隅に設置。長軸50cm、短軸40cm、深さ60cmの

長方形を呈す。

出土。

2 m。

重複

所見

られる。

遺物

壁溝 無し。

炉

貯蔵穴

柱穴

最終使用

住居

土師器の甕 ・台付甕 ・壺が

単独で占地。 方位 66° 面積 19.74 

出土遺物から古墳時代前期前半と考え
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11号住居 生活面(I)
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吋 生活面(2)
E
、

構築面

D
 

D' 
吋

。

L =88.50m 

I : 80 2m 

11号住居 C-C'

1 黒褐色土。 2より固い。

2 褐色土。多鼠の赤褐色土含む。

3 暗褐色土。直径4cm程のローム粒含む。

4 暗褐色土。直径 2cm程のローム粒含む。

11号住居 A-A'

1 黒褐色土。As-C粒を均ーに含む。

2 褐色土。ローム粒を均ーに、微景のAs-C粒含む。

3 黒褐色土。ローム粒含む。

4 暗褐色土。赤石土含む。

5 暗褐色土。少量のローム粒含む。

6 黄褐色土。ローム小プロック多く含む（貼床）。

7 黄褐色土。ローム小プロック多く含む（貼床）。

8 黄色土。ロームプロッ ク（貼床）。

9 黒褐色土。多星の焼土粒含む（貼床）。

10 暗褐色土。多量のロームプロック含む（貼床）。

11 暗褐色土。多量のロームプロック、 ローム粒含む（貼床）。

12 黄色土。ローム主体で、少量の黒色土粒含む（貼床）。

冒

゜
I : 3 

‘ 

賣〖I ¥¥ 4 

11号住居出土遺物

＼
 

形状

12号住居（PL.20・観察表5頁）

長軸5.5m、短軸4.8mで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈し、大形長方形に分類。

の住居は住居の北側を半円形状に上幅70cm、下幅20

cm、深さ70cmの溝が巡り、

付帯溝 こ

この溝は住居の南東側に

延びて、 9号住居から掘られた溝と接続する (26頁参

照）。一方、住居南壁の西側から南側へ直線的に約3

m延びた溝が、東側に直角に折れて住居の周囲を巡

る溝に接続する。住居との接続部及び溝と溝との接

続部はいずれも直接的に接続するのではなく、溝の

上端は約30~50cmを残して寸前で止まり、底面でト

ンネル状に掘り抜いて接続する。 このトンネル状の

構造は半円形に住居の周囲を巡る部分の溝にも認め

られ、半円形状の部分で3箇所に上端を掘り残して

底面でトンネル状に掘り抜かれたブリッジ状の箇所

がある。住居との接続部において、溝の底面のレベル

31 
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0 1 : 80 2m 

12号住居生活面

は9号住居と同様に住居の構築面と全く同ーレベル

で、住居との接続部と80m東側の確認した溝の東端

部とは僅かに約25cmの比高差しかなく、約0.3％の下

り勾配にすぎない。なお、この住居の南側に位置する

9号溝は、覆土の状況からこの住居に近接した年代

と考えられる。この溝は東西に走行をもつが、11号住

居の南側で12号住居の周囲を巡る溝に沿って走行を

南東側に変えており、覆土の状況と併せて少なくと

32 

も9住 ・12住と同時存在した可能性が高い。 床面

基盤のローム層を70cm掘り込んで構築面とする。構

築面は各壁際の幅 lmほどの範囲が、住居の中央部

よりやや深く掘り込まれる。この面に貼床を施して

平坦な生活面を造るが、貼床は1回の貼り直しが認め

られ、合計で2面の生活面を検出。 柱穴 住居のほ

ぼ対角線上に直径10cmの柱痕4個を確認。貼床が柱痕

の際まで及んでいることから、立柱後に貼床を施す。



炉 住居中央から北東側に偏して長軸80cm、短軸

60cmの楕円形状に粘土を検出し、この中央部に強く

焼けた焼土を検出。 壁溝 最終使用面で幅10cm、

深さ10cmで全周する壁溝を確認。 貯蔵穴 住居の

南東隅に設置。長軸90cm、短軸80cm、深さ40cmのほ

ぼ正方形を呈す。 遺物 土師器の甕・台付甕・壺・

高坪 ・器台、砥石が出土。 重複住居を巡る溝の

A
 

12号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。少量のAs-C粒、多星のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。非常に多量のローム粒、多最のローム小ブロック含む。

3 暗褐色土。 2層に類似するがより多くローム粒を多く含む。

A
 

16 18 19 

／
 A' 

西側で13号住居と、東側で8号掘立柱建物とそれぞ

れ重複。 13住が住居を巡る溝を切って構築する土層

断面の所見を得たが、 8掘立については溝と柱穴と

の直接的な重複がないため、新旧関係を判定する資

料がない。 方位 60゚ 面積 24.77m'o 所見出

土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。

□←-E 
L=88.10m 

g
 

吋

、
3

叫
14 131715 5 4 7 6 9 8 1210 6 711 5 11 5 

A' 

0 1 : 80 2m 

L=88.60m 

12号住居

1 黒褐色土。多鼠のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。As-C粒は 1層より多い。

3 暗褐色土。多量のローム粒含む。

4 暗褐色土。多量のローム粒、ローム小プロック含む。

5 褐色土。ロームと黒色土との混土。

6 黒褐色土。As-C粒含み、ローム大、小プロックと黒褐色土の混土（貼床）。

7 暗褐色土。ローム大、小プロックとローム粒混の暗褐色土の混土（貼床）。

8 暗褐色土。多量のローム粒、少量の焼土粒含む（貼床）。

9 赤褐色焼土。炉。

10 暗褐色土。2層に類似するがロームプロックの粒子が均一（貼床）。

11 黒褐色上。 1層土に類似するがロームブロックが大きい（貼床）。

12 黄褐色土。ローム（掘り過ぎ？）。

13 暗褐色土。多量のローム粒、微量の小プロック、 As-C粒含む。

14 黒褐色土。ローム粒、微量のAs-C細粒含む。

15 暗褐色土。 13層に近似し、小プロック含まない。

16 暗褐色土。黒褐色土、多量のロームプロック含む。

17 暗褐色土。 15層に近似。

18 暗褐色土。少量のローム粒含む。

19 暗褐色土。多量のロームブロック含む。

12号住居

／
 

G-

L

〗
F

、

G_ 

F
 

F、

L =88.00m 

G G' 

ム^
0 1 : 40 lm 

0 1:3 10cm 

12号住居出土遺物(I)
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12号住居出土遺物(2)
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12号住居出土遺物(3)
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12号住居付帯溝

遺物分布図

5 3 4 
A 3 4 2 A' B 

ロ12号住居付帯溝

B' C C' D D' 
粟：：寄：位：•：心：•:·:．姿

:・: ・: 

□: L=88.40m 
L =88.40m 

L =88.60m 

゜
I : 50 2m 

A-A' B-B' 

1 暗褐色土。多祉のローム粒、微祉のローム 1 茶褐色土。少量のローム粒含む。

プロックとAs-C粒含む。 2 黒褐色土。均ーに細礫含む。

2 黒褐色土。ローム粒、微凪のAs-C粒含む。 3 黒褐色土。下部にローム粒含む。

3 暗褐色土。多最の黒褐色土とロームプロック含む。 4 黒褐色土。中央部にローム粒含む。

4 暗褐色土。少址のローム粒を均ーに含む。 5 茶褐色土。均ーにローム粒含む。

5 暗褐色土。多絨のロームプロック含む。 6 黒褐色土。 5層より大きいローム粒含む。

C-C' 

l 暗褐色土。 As-C粒含む。

2 褐色土。 As-C粒含む。

3 黄褐色土。 As-C粒含む。

4 黄褐色土。少旦のAs-C粒含む。

5 黒褐色土。 As-C粒含む。

l l¥ ¥ ¥ 
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2
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12号住居付帯溝出土遺物
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13号住居（PL.26・観察表7頁）

形状 長軸4.lm、短軸3.8mの整ったほぽ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を20cm掘り込んで生活面とする。生活面は全体に平

坦で整っており、貼床はない。 柱穴 壁内に主柱

穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居中 A 

央から南東側に偏して直径30cmの焼土を検出。 壁

溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物土師器の壺が

出土。 重複住居の東側で12号住居を巡る溝と重

複。 13住が12住を巡る溝を切って構築する土層断面

の所見を得た。 方位 151゚ 面積 14.91mね 所

見 出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

／ 

g̀
 

A' 

g 

2 3 
I 

二三二三二上
:・:....... :.. :・: ::: 

13号住居 ゜1: 80 
1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。少鼠のAs-C粒、多凪のロームプロック含む。

13号住居生活面

2m 

＼
 

13号住居出土遺物 ゜
1 : 3 10cm 

14号住居（PL.26) 

形状 長軸2.4m、短軸2.3mの整ったほぼ正方形を

呈し、超小形正方形に分類。 床面 基盤のローム

層を15cm掘り込んで構築面とし、この面に貼床を施

して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅いため生

活面は削平されて確認できない。したがって、生活

面として図示した平面図は、生活面と構築面の中間、

つまり貼床の中位のもの。 柱穴 壁内に主柱穴は

なく、壁外柱穴も確認できない。 炉 生活面が確

認できないため、検出できない。 壁溝無し。 貯

蔵穴 無し。 遺物実測可能な遺物はない。 重

複単独で占地。 方位 102゚ 面積 5.3面f。 所

見 貼床内の土師器片から古墳時代前期と考えられ

A
 

2 1 2 

A I I I A' 

パ＼ 

.・.・.・.・.・.・.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-.-.-．．ャ．..................· . • .·．．．かんふ·ふ L =88.50m 

O 1:so 2m 

14号住居

1 黒褐色土。As-C粒を均ーに含む。

2 黄褐色土。1庖よりも柔らかい。

る。 14号住居

37 



15号住居（PL.27・観察表7頁）

形状 長軸3.6m、短軸3.lmで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、小形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は住

居の中央部が周囲よりやや高く掘り込まれる。この

面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

い。 炉 住居中央から北西側に偏して直径60cmの

範囲に焼土を検出。 壁溝 幅10cm、深さ 5cmで全

周。 貯蔵穴無し。 遺物土師器の甕・台付甕・

壺が出土。 重複単独で占地。 方位 24゚ 面積

10.SSm'o 所見 出土遺物から古墳時代前期前半と

考えられる。

口つ 1

¥
 

¥ I 
¥ I 

15号住居

l 黄褐色土。ロームと黒褐色土との混土で多量のAs-C粒含む。

三—／： 三，！三｀｀□三ノク含む（貼床）。
¥¥ 4 15号住居炉

1 赤褐色土。焼土を主体で少量の黒色土をプロック状に含む。

2 黒褐色土。少量のローム小プロック含む。

3 黄褐色土。ロームを主体で少量の焼土粒含む。

3
 

ー

＼ 

5
 

。
1 : 3 10cm 

亨
// 2 

15号住居出土遺物

16号住居（PL.28・観察表7頁）

形状 長軸3.8m、短軸3.5mのほぼ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を30cm掘

り込んで構築面とする。構築面は各壁際の幅60cmほ

どの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面

を造る。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も

38 

I ► 

2
 
3
 

I ► 

1.• /t:, 

｀

に

A
、

I ► 

且三旦

．
 

2

・

叫
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L =88.60m 

0 1 : 80 2m 

L =88.40m 

0 1 : 40 lm 

確認できない。 炉 住居中央部と中央から北西側

に偏して直径50cmほどと、長軸1.0m、短軸60cmの楕

円形状の範囲に焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵

穴無し。 遺物土師器の甕が出土。 重複単

独で占地。 方位 l゚ 面積 12.95m'o 所見出

土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。
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16号住居
生活面
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／二¥◇21 1：号ご王駄c::Sロームプロロクク含含嘉貼床）

゜
L =88.40m 

1 : 40 lm 

。／ 
1 : 3 

| 

10cm 

形状

17号住居（PL.29・観察表7頁）

長軸4.6m、短軸4.lmで長軸を南北にもつ整

った長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を25cm掘り込んで構築面とする。構築

面は各壁際の幅70cmほどの範囲が住居の中央部より

やや深く掘り込まれ、特に東壁に沿った部分は溝状

になる。 この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面と

ー

A' A
 

A' 

゜
L =88.50m 
1 : 80 2m 

16号住居炉B-B'

l 赤褐色土。多量の焼土粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

16号住居炉c-C'

1 黒褐色土。少量の焼土粒、ローム粒含む。

内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

住居中央から東側に偏して長軸1.2m、短軸60cmの楕

円形状の範囲に焼土を検出。

穴

さ30cmの不整円形を呈す。

小形壺・器台が出土。

168° 

住居の南東隅に設置。長軸70cm、短軸50cm、深

面積 18. 11mね

遺物

重複

所見

壁溝 無し。

炉

貯蔵

土師器の甕・壺・

単独で占地。 方位

出土遺物から古墳時

する。生活面は全体に平坦で整っている。

I ► I ► 
柱穴 壁 代前期前半と考えられる。
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、 。
1 : 80 2m 

39 



I ► ヽ

D
 

B
 

D' 

17号住居 ,~ 構築面

1 黒褐色土。多量のAs-C粒を均ーに、微旦のローム大粒含む。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、 多量のローム粒含む。

3 暗褐色土。微星のAs-C粒、多量の焼土大粒含む。

4 黄褐色土。少量のAs-C粒含む（貼床）。

5 黒褐色土。 As-C粒を一部に含む（貼床）。

6 黒褐色土。 As-C粒、ローム粒を均ーに含む（貼床）。

D
 

0 1 : 80 2m 
L =88.40m 

7 黄褐色土。ローム粒を均ーに含む（貼床）。

8 赤褐色土。焼土。

9 暗褐色土。ロームブロックと暗褐色土の混土（貼床）。

10 黄褐色土。ロームプロック主体（貼床）。

11 暗褐色土。微量のAs-C粒、少量の焼土粒含む（貼床）。

12 黄褐色土。多量のロームプロック含む（貼床）。

ロ11
4
 

＼
 

6I□□-II/
¥
 17号住居出土遺物 ゜

1 : 3 lOan 

18号住居（PL.30・観察表7頁）

形状 長軸2.6m、短軸2.2mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、超小形長方形に分類。 床面 基盤の

ローム層を10cm掘り込んで構築面とし、この面に貼

床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅い

ため生活面は削平されて確認できない。したがって、

生活面として図示した平面図は、生活面と構築面の

中間、つまり貼床の中位のもの。住居南西隅のピッ

叫＼ 

トは構築面の段階で掘られ、住居北西隅のピットは

攪乱。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確

認できない。 炉 住居中央から西側に偏して直径

40cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝無し。 貯

蔵穴無し。 遺物土師器の甕・台付甕・鉢・甑

が出土。 重複単独で占地。 方位 164゚ 面積

5.32mね 所見 出土遺物から古墳時代前期前半と

考えられる。

A 

A L =88.30m A' C 1 C' 

ー～ゾーーヘ--~~-―。 L=188i3:。m lm 
萎翁裟裟萎裟裟萎萎葵裟葵裟各萎怒葵裟唸：哀唸：唸忍．．：：・:．：． ］［三］言二三］［疇］］］：三``言］言疇言冒：：［疇［：

1 

且ー·―--—-[--―旦 18号住居
:,::::~•…・・心：．．忍：令••後：五：砂：·:．翠：姦：え忍． l 黒褐色土。少量のAs-C粒、ローム小プロック含む。

• :•:•文·=·=·=A' 

゜
1 : 80 2m 

半］
18号住居炉

1 暗褐色土。少量の焼土粒、多置のローム粒含む。

18号住居

40 



： 

18号住居出土遺物 ゜
1 : 3 

¥ ¥ 

10cm 

19号住居（PL.31・観察表8頁）

形状 長軸4.5m、短軸4.0mで長軸を南北にもつ整

った長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を45cm掘り込んで構築面とする。構築

面は北壁に沿った西側が部分的に深く掘り込まれる

他は、ほぽ平坦。この面に厚さ20cmの貼床を施して

生活面とする。生活面は全体に平坦で整っている。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

ぃ。 炉 住居中央から東側と南側に偏した 2箇所

に焼土を検出。東側のものは長軸90cm、短軸50cmの

楕円形状で；南側のものは直径40cmの円形を呈す。

壁溝無し。 貯蔵穴 無し。 遺物土師器の甕・

台付甕・壺・用・鉢・高坪・器台が出土。 重複 単

独で占地。 方位 138゚ 面積 17.12m'o 所見

出土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。

竺二二二三上 1 旦ヘ0 1 : 40 1m 疇］］言言冒：］言言冒言］疇言疇言］］言疇言昌言言：三言言冒言言冒］言言言言冒］：言言言言言言言・

19号住居 —----_-----~ L =88.00m 1 暗褐色土。少贔のAs-C粒、多星のローム粒含む。

2 黒褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒、ロームプロック含む。

3 黒褐色土。 少鼠のAs-C粒、多呈のローム小プロック含む（貼床）。

4 黄褐色土。ロームを主体で多鑓の黒色土粒含む（貼床）。

19号住居炉 C-C'

1 赤褐色土。焼土と黒色土も混土。

2 朱色土。焼土。僅かに黒土粒を含む。

3 黒褐色土。黒土と僅かなローム粒の混土。

19号住居炉0-0'

1 黒赤色土。多鼠の黒土粒含む焼土。

2 茶褐色土。少鼠のローム粒含む。

A
 

B_ 

A
 

6 □ 
・r-9
17 .、3
ゞ• 12 ． 

〉

A' 

B' 

A' 

＼ 賃□三云ここコ三：A

゜
1 : 80 2m 

19号住居
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1 : 3 10cm 

// 15 19号住居出土遺物

20号住居（PL.32・観察表8頁）

形状長軸3.4m、短軸3.Zmのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を20cm掘

り込んで構築面とする。構築面は住居の中央部が周

囲よりやや高く掘り込まれる。この面に厚さ10cmの

貼床を施して平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内に

主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から北西側に偏して直径50cmの円形の範囲に焼

土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物

土師器の甕・台付甕・用が出土。 重複 単独で占

地。 方位 50゚ 面積 10.27m'o 所見出土遺物

から古墳時代前期と考えられる。

42 
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20号住居生活面



I ► 

c
 

構築面

/10号::色土。多輩のAs-C粒、ローム粒、少星のローム小ブロック含む。

2 黒褐色土。 As-C粒は 1層よりも少なく均ーでローム粒、ロームプロックは微量。

3 黒褐色土。微量のAs-C粒、少量のローム小プロック含む。

4 暗褐色土。非常に多量のローム粒、ロームプロック含む（貼床）。

20号住居炉

1 黒褐色土。微鼠の焼土粒含む。

2 赤褐色土。多星の焼土粒含む。

3 赤色土。焼土層。

4 赤褐色土。多量の焼土粒含む。

5 黄褐色土。非常に多量のローム粒含む。

C' 

。
1 : 80 2m 

D D' 
- 1 2 3 5 4 ---

三
L =88.20m 

0 1 : 40 lm 
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゜
1 : 3 10cm 

形状

21号住居（PL.33・観察表 9頁）

長軸5.3m、短軸5.0mのほぼ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 碁盤のローム層を40cm掘

り込んで構築面とする。構築面は各壁際の幅70cmほ

どの範囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれ、

トを貯蔵穴と判断。

壺・高坪・鎌？が出土。

位 136° 面積

遺物

25. OOrriね

土師器の甕・台付甕．

重複

所見

墳時代前期前半と考えられる。

I► 

単独で占地。 方

出土遺物から古

特に東壁に沿った部分は溝状になる。 この面に厚さ

15cmの貼床を施して生活面とする。生活面は全体に

平坦で整っている。 この住居は焼失住居で、

住居の北半部を中心に多量の炭化材と焼土を検出。

これらの出土レベルは全体に床面に近いが、住居壁

際のものほど床面からの位置が高く、壁際では焼土

層の下位に自然堆積した住居の一次埋没土が認めら

れる。

焼失

したがって、火災は住居の使用時ではなく、

埋没過程のある時点のものと考えられる。

生活面では確認できなかったが、構築面で住居の対

角線上に確認した4個のピットを柱穴と判断。

住居中央から北側に偏して長軸70cm、短軸50cmの範

囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴

柱穴

炉

生活面

では確認できなかったが、構築面で住居の北西隅に

確認した長軸90cm、短軸50cm、深さ30cmの方形ピッ

D
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1 : 80 2m 

21号住居 生活面
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構築面

A
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1 : 80 

B
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3 2 1 

土翠旦

L =88.20m _!し

L=88.20m _iこ

E
 

L=88.10m E' 

L =88. lOm 

2m 

21号住居A-A'

1 暗褐色土。多鼠のAs-C粒、少量のローム粒含む。

2 黒褐色土。多鼠の炭化物含む。

3 暗褐色土。多量の焼土粒、少址のローム粒含む。

4 貼床。

5 黒褐色土。多量のローム粒含む（貼床）。

゜
1 : 40 lm 

ロぐ―--ニ―
1 : 2 

言ーーロ三］` ＼＼＼量＼6 A厚屈

こヽ8 4 ¥＼ ／ロロ《、9

5cm 

21号住居焼けた屋根D-D'

1 赤褐色土。焼土化したローム。多量の黒色土小プロック含む。

2 黒褐色土。少量の焼土小ブロック含む。

3 黒褐色土。 2層に類似するが焼土プロックの星が少ない。

21号住居炉

1 暗褐色土。少量のローム小プロック、焼土小プロック含む。

2 赤褐色土。焼上。多鼠のローム粒、黒褐色土粒含む。

／

戸

／
 

＼
 

゜

／ ／ 

10 
I : 3 10cm 

21号住居出土遺物
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23号住居（PL.35・観察表10頁）

形状 住居の南西部が他の住居と重複するため全形

は確認できないが、長軸3.5m、短軸3.4mのほぽ正方

形を呈し、小形正方形に分類。 床面 某盤のロー

ム層を25cm平坦に掘り込んでそのまま生活面とし、

貼床はない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱

穴も確認できない。 炉 住居中央から北西側に偏

して直径60cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝

無し。 貯蔵穴無し。 遺物土師器の台付甕．

小形甕・高坪、砥石が出土。 重複 住居の南西部

で22号住居と重複。 22住が23住を切って構築する平

面精査の所見を得た。 方位 49゚ 面積 10.96m' 

（推定）。 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と

考えられる。

、V

吋

。

叫

•• 1 

住居／［＝ロ

」 13 4 2 B' 

ーロ

22号

。
L =88.20m 

1 : 80 2m 

:」:
（三参参戸琴＼IJ 2 

＼ ,I ヽ4
| :../ 3 ／ 

23号1主居出土遺物

L =88.00m 23号住居

0 1 : 40 lm 1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 黒色土。少鼠のAs-C粒含む。

23号住居炉

1 黒色土。少量のAs-C粒含む。

2 朱色土。焼土。

3 赤褐色土。黒色土、ローム、焼土の混土。

4 ローム。少量の焼土含む。

＼ 

□いU
]。5 

゜
1 : 3 10cm 

25号住居（PL.38・観察表11頁）

形状 長軸5.2m、短軸4.4mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、中形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を45cm掘り込んで構築面とする。構築面は各

壁際の幅70cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや

深く掘り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施し

て平坦な生活面を造る。 焼失 この住居は焼失住

居で、住居の北半部を中心に炭化材を検出。これら

の出土レベルは全体に床面に近く、壁際のものも同

様。 柱穴 生活面では確認できなかったが、構築

面で住居の対角線上に確認した4個のピットを柱穴

と判断。 炉 住居中央から北西側に偏して直径50

cmの範囲に焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴住

居の北東隅に設置。直径40cm、深さ60cmの円形を呈

す。 遺物 土師器の甕・台付甕・壺・用・高坪が

A 

出土。 重複住居の北西部で24号住居と重複。 24

住が25住を切って構築する平面精査の所見を得た。

方位 130゚ 面積 21.lOm'o 所見出土遺物から

古墳時代前期中葉と考えられる。

12 • 

6].＼魯＼鶯•••i~
尻 へ、 餐／ぐ炉、

＼ーノI ⇔ • 。'、『--ノ)

合
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25号住居生活面

A' 

゜
1 : 80 2m 
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24号住居

A
 

色土の量が多い。

5 暗褐色土。 3層に近似するがローム小プロック含む。

6 黒褐色土。 2層に近似するが炭化物を多く含む。

7 黒褐色土。黒褐色土(As-C粒含む）プロックとロームプ

ロックの混土。

8 黄褐色土。ローム小プロックと黒褐色土の混土（貼床）。

9 黒褐色土。黒褐色土(As-C粒含む）主体で、少量のロー

ムプロック含む（貼床）。

10 黄褐色土。ロームプロック（貼床）。

11 暗褐色土。ローム粒と黒褐色土の混土（貼床）。

2m 12 暗褐色土。ロームプロックと黒褐色土の混土（貼床）。

1 黒色土。多量のローム粒、少量のAs-C粒含む。

2 黒褐色土。 1よりも大粒のロームを多く含む。

3 黒褐色土。 2と同程度のAs-C粒含む。

4 茶褐色土。ローム層中に黒色土と褐色土、少星のAs

-c含む。 L =88.00m 

5 褐色土。ローム粒数個含む。 0 1 : 80 

6 褐色土。粘質。

＼〔岸三三上
25号住居 B B' 

A :言：む。言言言：~-
4 暗褐色土。 3層に近似するがやや暗褐
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26号住居（PL.39・観察表11頁）

形状 長軸5.lm、短軸4.9mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を65cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅70cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。焼失 この住居は焼失住居で、住

居の北壁と西壁を中心に多量の垂木と考えられる炭

化材と焼土を検出。これらの出土レベルは、住居中

央部のものは床面に密着しているが壁際では床面か

らの位置が高く、炭化材の下位には自然堆積した住

居の一次埋没土が認められる。一方、貯蔵穴の覆土

には、上位に炭化材と焼土を含む層が堆積し、これ

は住居の炭化材と焼土の層に相当する。したがって、

火災は住居の使用時ではなく、住居及び貯蔵穴の埋

没過程のある時点のものと考えられる。 柱穴 住

居のほぼ対角線上に直径20cmの柱穴4個を確認。貼床

が柱穴の際まで及んでいることから、立柱後に貼床

を施す。 炉 住居中央から北西側に偏して直径50

cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯

蔵穴 住居の南東隅に設置。一辺80cm、深さ50cmの

正方形を呈す。 遺物 土師器の甕 ・台付甕・壺．

坦・高坪、砥石、土製紡錘車が出土。 重複単独

で占地。 方位 119゚ 面積 24.Olm'o 所見出

土遺物から古墳時代前期後半と考えられる。
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26号住居
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26号住居

1 黒褐色土。多鼠のAs-C粒、微量のローム粒含む。

2 暗褐色土。微星のAs-C粒、少械のローム粒と小プロック含む。

3 暗褐色土。 2層よりもロームプロックの鼠が多い。

4 黄褐色土。多贔のローム粒とロームプロック含む。一部に焼土プ

ロック含む（土屋根材？）。

5 黄褐色土。ローム粒主体で、少絨の焼土粒と炭化物含む。

6 暗褐色土。ローム粒、ロームプロック、焼土粒、炭化物、灰含む。

7 暗褐色土。ローム小ブロック、多斌のローム粒含む（貼床）。

8 黄褐色土。ローム主体で、少星の黒色土粒含む（貼床）。

9 暗褐色土。少量のローム粒含む（貼床）。

10 黄褐色土。ローム主体で、多鼠の黒色土粒含む（貼床）。

11 黒褐色土。多量のローム小プロック含む（貼床）。

12 暗褐色土。ローム小ブロック、多載のローム粒含む（貼床）。

26号住居炉

1 赤褐色土。焼土を主体とし少量の黒色土含む。

2 黒褐色土。少鼠のローム粒、焼土粒含む。

3 褐色土。少黛の黒色土粒含む。

26号住居貯蔵穴

1 黄褐色土。粘質でロームプロック含む。

2 黄褐色土。 細かいロームプロック含む。

3 黒褐色土。 焼土プロック、炭化物含む。

4 暗灰褐色土。 細かいロームプロック含む。

5 灰褐色土。細かいロームプロック含む。

6 灰黄褐色土。

＼ 
’ 

¥¥  2 
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1 : 3 10cm 
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26号住居出土遺物
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―⑤-
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27号住居（PL.40・観察表12頁）

形状 長軸6.lm、短軸5.0mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を10cm掘り込んで構築面とし、この面に貼床

を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅いた

め生活面は削平されて確認できない。したがって、

生活面として図示した平面図は、生活面と構築面の

中間、 つまり貼床の中位のもの。 柱穴 壁内に主

柱穴はな く、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から東側に偏して長軸60cm、短軸40cmの楕円形

状の範囲に焼土を検出したがこれは炉の底面部で、

上面は確認できない。 壁溝無し。 貯蔵穴無

し。 遺物土師器の甕・高坪が出土。 重複住

居との重複はないが、畑のサクがこの住居を切る土

層断面の所見を得た。 方位 61゚ 面積 29. 56m'。

所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考え られる。
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80 27号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 黄褐色土。多量のローム粒含む。

3 暗褐色土。多旦の焼土粒、少獄のAs-C粒含む。

27号住居炉

1 焼土。黄褐色土含む。

2 黒褐色土。少鼠のローム粒含む。

゜
2m 

二三上
L =88.00m 
1 : 40 

゜
lm 

゜
1 : 3 10cm 

27号住居 27号住居出土遺物

形状

28号住居（PL.40・観察表12頁）

住居の南西隅は攪乱のため確認できないが、

長軸6.3m、短軸5.2mで長軸を東西にもつ長方形を

呈し、大形長方形に分類。 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は全体にほ

ぼ平坦である。

床面

この面に厚さ10cmの貼床を施して平

坦な生活面を造る。 焼失 この住居は焼失住居

で、住居の東半部を中心に炭化材と焼土を検出。

れらの出土レベルは全体に床面に近く、壁際のもの

も同様。 柱穴 生活面では確認できなかったが、

構築面で住居の対角線上に確認した4個のピットを

柱穴と判断。

溝 無し。

方位 61° 

炉 住居中央から東側に偏して長軸

90cm、短軸50cmの楕円形状の範囲に焼土を検出。

貯蔵穴

面積

無し。

台付甕・壺・高坪・鉢が出土。

遺物

重複

31. 03m刈推定）。 所見

物から古墳時代前期中葉と考えられる。

こ

壁

土師器の甕．
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/ 1 褐色土。 As-C粒含む。

ご-------/' 2 暗褐色土。多星のロー
, L=88.00m 3 褐色土。ローム主体で、多量の黒色土プロック含む（貼床）。 ＜ t・ 
O l :80 2m 4 暗褐色土。倒木痕。 1 
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28号住居出土遺物(I)
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II 

。
1 : 3 10cm ＼ 

28号住居出土遺物(2)

I I 8 

形状

29号住居（PL.41・観察表12頁）

長軸6.9m、短軸6.5mのほぼ正方形を呈し、超

大形正方形に分類。 この外形の内側に、西壁と南壁

を共有するほぽ一辺5.5mの段差を確認。壁を共有す

ることと外形と相似形であることから、住居を拡張

したものか壁沿いのベッド状遺構と考えられる。

床面 基盤のローム層を20cm掘り込んで生活面とす

る。北壁と東壁に沿った幅1.0~1.5mの範囲は、中

e_ 

．．
 

、V g̀ 

． 

• 2 

．
 

． 
44号住居

29号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 黄褐色土。ローム粒含む。

3 黒褐色土。少鼠のAs-C粒、下部にローム粒含む。

4 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

5 黒褐色土。 As-C粒をまばらに含み、少量のローム粒含む。

吋叫

． 

央部より 10cmほど高い。

壁溝

台付甕・用が出土。

所見を得た。

所見

る。

無し。

＼
 

C' -

貯蔵穴

方位 13° 

柱穴

く、壁外柱穴も確認できない。

無し。

重複

面積

壁内に主柱穴はな

炉 確認できない。

遺物 土師器の甕・

住居の南西部で44号住

居と重複。 44住が29住を切って構築する平面精査の

29号住居

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられ

吋
~
]
~
•
よ
叶

こ

吋

゜L=88.20m 

44. 4lrri刈推定）。

ul 

叶
1 : 80 2m 

生活面
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31号住居（PL.43・観察表13頁） 面活生居住

、

物

号

3
 

遺

ー
出

（

土
居住号

5
 

~\29 

- - -

一／ 
こ

1 : 3 10cm 

30住

形状 長軸4.8m、短軸4.7mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。

整っている。

穴も確認できない。

蔵穴

正方形を呈す。

複

2 m。

る。

所見

柱穴

遺物

床面 基盤のローム層

を25cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の中

央部が島状に高く掘り残される。この面に厚さ5cmの

貼床を施して生活面とする。生活面は全体に平坦で

壁内に主柱穴はなく、壁外柱

炉 住居中央から北東側に偏

して直径50cmの円形の範囲に粘土を検出し、

央部に強く焼けた痕跡を確認。

平面精査の所見を得た。 方位

壁溝

108° 

この中

無し。

住居の南東隅に設置。一辺100cm、深さ55cmの

土師器の甕・壺が出土。

30号住居と重複。 30住が31住を切って構築する

面積

貯

重

22.22 

出土遺物から古墳時代前期と考えられ

A
 

吋

0
0
1

＼
 
A' 

B
 B' 

A
 A I I L=88.0om/ A' 

゜
1 : 80 

A' 

2m 

31号住居
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L =88.00m 

D
 

0 1 : 80 2m 

0 1 : 40 lm 

L=87.80m 

31号住居

1 黒褐色土。 As-C粒均ーに含む。

2 黄褐色土。少星のAs-C粒を均ーに、ローム粒を全体に含む。

3 黒褐色土。少量のローム含む。

4 貼床。

31号住居炉

1 黒褐色土。黒色土と焼土の混土。

2 灰色土。焼土プロック含む粘土。

3 茶褐色土。黒色土、ローム、焼土含む。

4 茶褐色土。ローム層。焼土粒含む。

：ロロ

F l'"I'j 

D II□旦・

完：冨
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゜
1 : 3 10cm 

31号住居出土遺物
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32号住居生活面
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32号住居（PL.43・観察表13頁）

形状 一辺7.4mの整った正方形を呈し、超大形正方

形に分類。 床面 基盤のローム層を30cm掘り込ん

で構築面とする。構築面は東壁を除く各壁の壁際の

幅80cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。 焼失 住居南西隅のほぼ床面直

上に炭化材を確認したが、この部分以外ではほとん

ど認められない。 柱穴 住居のほぽ対角線上に4個

の主柱穴を確認した他、東壁の北側に 1個、南側に

2個の合計3個の壁柱穴を確認。主柱穴は直径40~50

cm、深さ40~60cmの単純円形掘り方を呈す。壁柱穴

|の

は直径20cm、床面からの深さ40cmほどの単純円形掘

り方で、壁を半円形状に掘り込む。 炉 住居中央

から北西側に偏して直径70cmの円形の範囲に粘土を

検出し、この中央部に強く焼けた痕跡を確認。 壁

溝無し。 貯蔵穴住居の北東隅に設置。一辺110

cm、深さ60cmの不整方形を呈す。 遺物 土師器の

甕 ・台付甕 ・小形甕・壺 ・高坪 ・器台が出土。伴出

する巡方は近接する 9世紀代の30号住居のものと考

えられる。 重複単独で占地。 方位 108゚ 面積

52.43m'o 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と

考えられる。
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32号住居A-A'

l 暗褐色土。多最のAs-C粒、少凪のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。少星のAs-C粒、多誠のローム粒、ローム小ブロック含む。

3 黒褐色土。多量のAs-C粒、少紐のローム小プロック含み、粘質。

4 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム小プロック含む。

5 黄褐色土。多量のローム粒、ロームプロック含む（貼床）。

32号住居B-B'、c-c'、D-D'
1 黒褐色土。少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 暗褐色土。柱痕跡。

4 赤褐色土。上部が黒色、下部が赤色。

5 暗褐色土。粘質で、少旦のローム粒含む。

6 貼床。

I I 1 
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32号住居炉

1 灰褐色土。粘土主体で、少旦の焼土粒含む。

2 赤色土。焼土層。

3 灰白色土。灰白色粘土主体で、少最の焼土粒含む。

4 赤色土。焼土層。

5 黄褐色土。ローム主体で、少量の黒色土粒含む。

｀ 
r 9 9 

| ヽ□['C91  ) -」 忍ピコ ／ 1 
8 

こ

｀ ¥ ¥ 6 

゜
1 : 3 10cm 

7 ¥ II 

32号住居出土遺物

33号住居（PL.44・観察表14頁）

形状 長軸6.0m、短軸5.8mの整ったほぼ正方形を

呈し、大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅l.Omほどの範囲が住居の中央部より深く掘り込

まれ、特に南壁際は他の壁の壁際よりやや深く掘り

込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な

生活面を造る。 柱穴 住居のほぽ対角線上に4個の

主柱穴を確認。 北東に位置する1個を除いて直径70

cm、深さ70cmほどの大きな円形及び不整楕円形状を

呈すが、北東に位置する 1個は、深さは他と同様で

あるが、直径は生活面、構築面でも20cmほどにすぎ

ない。炉 住居中央から北東側に偏して長軸1.4m、

短軸90cmの楕円形状の広範囲に焼土が分布するが、

この範囲の中央部と南側の 2箇所に、貼った粘土と

その一部が強く焼けて焼土化した部分を検出。 壁

溝無し。 貯蔵穴生活面では確認できなかった

が、構築面で住居の南東隅に確認した長軸100cm、短

軸70cm、深さ40cmの不整方形ピットを貯蔵穴と判断。

遺物 土師器の甕 ・台付甕・ 壺 ・鉢・坦・器台・小

形甕、砥石が出土。 重複 単独で占地。 方位

109゚ 面積 33.44m'o 所見 出土遺物から古墳時

代前期中葉と考えられる。
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33号住居A-A'

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。 As-C粒、ローム粒含む。

3 黒褐色土。少械のAs-C粒、ローム粒含む。

4 黒褐色土。少鼠のAs-C粒、ローム粒含む。

5 黒褐色上。僅かなローム粒含む。

6 貼床。

33号住居B-B'、C-C'
1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに、少量のローム粒含む。

2 黄褐色土。赤褐色土を一部に含む。

3 黄褐色土。一部黒褐色土、ローム粒を均ーに含む。

4 黄褐色土。粘土質。

5 貼床。

33号住居炉

1 黒褐色土。多麓の白色粘土プロック、少鼠の焼土粒含む。

2 黒褐色土。多量の焼土粒含む。

3 赤色土。焼土層。

4 黄褐色土。ロームの基盤層。

I : 3 10cm 
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33号住居出土遺物(I)
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33号住居出土遺物(2)

34号住居（PL.46・観察表15頁）

形状 長軸5.0m、短軸4.8mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅60cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ 5cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。 柱穴 住居の対角線上に4個を確

認した。直径30~40cm、深さ70~80cmの単純円形掘

り方を呈す。 炉 住居中央から北東側に偏して直

径60cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。

貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、構築面で

住居の南東隅に確認した長軸60cm、短軸55cm、深さ

30cmの正方形ピットを貯蔵穴と判断。 遺物 土師

器の台付甕・坦・器台が出土。 重複 住居のほぽ

全域が35号住居と重複。35住の掘り込みが浅いため、

新旧関係を判定する資料を欠く。 方位 9゚ 面積

22.4lm'o 所見 出土遺物から古墳時代前期後半と

考えられる。
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L =88 OOm 

1 : 80 2m 

34号住居

1 黒褐色土。粘質で、多量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多鼠のローム粒、ローム小ブロック、少量の炭化物含む。

3 黒褐色土。多量のAs-C粒、少星のローム粒含む。

4 暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム小ブロック含む。

5 貼床。

34号住居炉

1 黒褐色土。微贔の焼土含む。

2 赤褐色土。焼土。

こ玉二上

。
L=87.70m 
1 : 40 lm 

／

／

 

2
 

¥¥ 4 

。
1 : 3 10cm 34号住居出土遺物

35号住居

形状長軸7.lm、短軸6.5mのほぽ正方形を呈し、超

大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を5cm掘

り込んで構築面とし、この面に貼床を施して生活面

とするが、掘り込みが浅いため生活面の上面は削平

されて確認できない。 柱穴 壁内に主柱穴はな

く、壁外柱穴も確認できない。 炉 生活面が確認

58 

できないため、確認できない。 壁溝無し。 貯

蔵穴無し。 遺物実測可能な遺物はない。 重

複住居の西側で34号住居と重複。 35住の掘り込み

が浅いため、新旧関係を判定する資料を欠く。 方

位 99゚ 面積 45.17mね 所見貼床内の土師器

片から古墳時代前期と考えられる。
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36号住居(PL.47・観察表15頁）

3
号
溝

3
号
溝

I► ＼
 

34号住居

A
、
35号住居 構築面

゜
L =88.00m 
1 : 80 2m 

主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉 住

形状 長軸3.3m、短軸3.2mのほぼ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面

り込んで構築面とする。構築面は住居の中央部が島

状に高く掘り残される。

基盤のローム層を25cm掘

この面に厚さ10cmの貼床を

施して平坦な生活面を造る。生活面は炉を含んだ住

居中央から北西側に偏して直径50cmの円形の範囲に

粘土を検出し、この中央部に強く焼けた痕跡を確認。

壁溝 無し。

付甕・壺．鉢・高坪・器台が出土。

占地。 方位

貯蔵穴

1 10° 

無し。

面積

遺物

10. 08rriね

土師器の台

重複 単独で

所見 出土

居の北半部が踏み固められて硬い。 柱穴 壁内に
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L =88.00m 

1 : 80 2m 

。
36号住居 36号住居出土遺物（I)
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1 : 3 10cm 36号住居出土遺物(2)

37号住居（PL.48)

形状 長軸3.8m、短軸3.5mの整ったほぼ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を数cm掘り込んで床面とするが、掘り込みが浅いた

め生活面の上面は確認できない。 柱穴 壁内に主

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から北東側に偏して直径60cmの円形の範囲に焼

土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物

実測可能な遺物はない。 重複単独で占地。 方

位 84゚ 面積 12.88rriぢ 所見貼床内の土師器

片から古墳時代前期と考えられる。

゜
37号住居生活面

6
 

~
 

2m 

38号住居(PL.48・観察表15頁）

形状 長軸3.5m、短軸3.lmで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、小形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を15cm掘り込んでそのまま生活面とする。確

認した範囲の生活面は平坦で整っている。住居南西

部の直径35cm、深さ10cmのピットは14号掘立柱建物

のもので、住居北側を東西に切る攪乱は試掘トレン

チ。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

できない。 炉確認できない。 壁溝無し。 貯

蔵穴 住居の南東隅に設置。長軸60cm、短軸50cm、

深さ25cmの楕円形状を呈す。 遺物 土師器の台付

甕・壺•特殊器台が出土。 重複 14号掘立柱建物

と重複。 14掘立は覆土の状況から 9世紀代と考えら

れ、 14掘立が新しいと判断できる。 方位 98゚ 面

積 10. 03rriね 所見 出土遺物から古墳時代前期中

葉と考えられる。
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38号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒とローム小プロック含む。

2 暗褐色土。 少量のAs-C粒、多量のローム粒含む。

L=87.70m 

0 1 : 80 

c
 

2m 

38号住居生活面
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1 : 3 10cm 

38号住居出土遺物

39号住居(PL.49・観察表15頁）

形状 長軸4.8m、短軸4.4mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅70cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。貯蔵穴の周囲には、貯蔵穴を囲む

ようなL字形に帯状の高まりを検出。 焼失 この

住居は焼失住居で、住居のほぼ全面に多量の炭化材

を確認。炭化材のほとんどは垂木と考えられるが、

住居中央西側には梁材か桁材と考えられる炭化材も

検出。これらの出土レベルは、住居中央部のものは

床面に密着しているが壁際では床面からの位置が高

い。 一方、貯蔵穴の上位には貯蔵穴が埋没後に崩れ

1 2 

A ― 一□＝＝＝ゴA
B
 

B
 
A
-
B
 

0 1 : 80 2m 

落ちた炭化材が出土しており、貯蔵穴の覆土に人為

的な埋め土の痕跡がない。したがって、火災は住居

の使用時ではなく 、住居及び貯蔵穴の埋没過程のあ

る時点のものと考えられる。 柱穴 壁内に主柱穴

はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居中央

部と中央から北東側に偏して2箇所に焼土を検出。北

東側のものは直径70cmの円形を呈す。 壁溝 幅15

cm、深さ10cmで南壁の東側を除いて全周。 貯蔵穴

住居の南東隅に設置。長軸110cm、短軸80cm、深さ55

cmの不整方形を呈す。 遺物 土師器の台付甕・壺・

器台、刀子、砥石が出土。 重複単独で占地。 方

位 93゚ 面積 20.39mね 所見出土遺物から古

墳時代前期後半と考えられる。

In 
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39号住居生活面
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39号住居

1 黄褐色土。 As~C 粒、ロームプロック含む。

2 貼床。 39号住居貯蔵穴

39号住居炉 1 黒褐色土。炭化物、焼土含む。

1 黒褐色土。少星のローム粒含む。 2 黒褐色土。下部にローム粒含む。

2 焼土。 3 黒褐色土。少鼠のローム粒、細粒含む。

3 黄褐色土。 1層より固い。 4 黄褐色土。ローム粒含む。
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39号住居出土遺物

゜
1 : 3 

ロ

厨

形状

42号住居（PL.51・観察表16頁）

長軸4.6m、短軸3.9mで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面

盤のローム層を40cm掘り込んで構築面とする。構築

面は住居の中央部が島状に高く掘り残される。

面に厚さ 5cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

生活面は住居の西側が数cmの直線的な段差をもって

仕切られるように低く、 この範囲のみが踏み固めら

れて硬い。 焼失 この住居は焼失住居で、住居の

南西部を除くほぼ全面に多鼠の垂木と考えられる炭

化材と焼土を検出。 これらの出土レベルは、住居中

央部のものは床面に密着しているが壁際では床面か

らの位置が高く、炭化材の下位には自然堆積した住

居の一次埋没土が認められる。一方、

基

この

2箇所の貯蔵

材が出土しており、炭化材より下位の貯蔵穴の覆土

に人為的な埋め土の痕跡がない。

は住居の使用時ではなく、住居及び貯蔵穴の埋没過

程のある時点のものと考えられる。

主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

居中央から北西側に偏して長軸80cm、短軸50cmの楕

円形状の範囲に焼土を検出。

穴 住居の南西隅と北東隅の 2箇所に設置。南西隅

のものは長軸90cm、短軸60cm、深さ30cmの不整円形

を呈し、北東隅のものは一辺60cm、深さ50cmの正方

形を呈す。 遺物 土師器の甕・台付甕・壺・鉢・

柑・高坪、碧玉製管玉が出土。

方位 50° 面積 17. 56rri’。

したがって、火災

壁溝

重複

所見

柱穴

無し。

壁内に

炉 住

貯蔵

単独で占地。

出土遺物から

古墳時代前期後半と考えられる。

穴の覆土中には貯蔵穴の埋没過程で崩れ落ちた炭化
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5
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42号住居

9̀  

生活面

42号住居

1 黒褐色土。As-C粒含む。

2 黄褐色土。 As-C粒含む。

3 黒褐色土。As-C粒含む。

4 黄褐色土。

5 黒褐色土。土屋根材が焼土化した可能性あり。

6 黄褐色土。ロームを主体とし、多最の黒色土粒、ブロック含む（貼床）。

42号住居貯蔵穴F-F'

1 暗褐色土。多凪の焼土小ブロック、少皇の炭化物含む。

2 暗褐色土。 1層の暗褐色土とローム粒、焼土粒の混土。

3 暗褐色土。 1層に近似。炭化材が多祉に入る。

4 暗褐色土。1層より も全体に暗く、少批の焼土粒含む。

42号住居貯蔵穴E-E'

1 暗褐色土。炭化材の破片と焼土粒、多凪のローム粒含む。

2 黄褐色土。 1層の暗褐色土とロームの混土。少最の焼土粒含む。

42号住居炉

1 黒褐色土。多鼠の炭化物含む。

2 赤褐色土。多量の焼土粒含む。

3 赤色土。焼土層。

4 赤褐色土。 2層に類似するが焼土粒より少ない。

5 褐色土。少量の焼土粒含む。
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42号住居出土遺物（I)
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。
1 : 3 10cm 

42号住居出土遺物(2)

形状

45号住居（PL.54・観察表17頁）

長軸5.2m、短軸4.9mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は全体に凹

凸が著しく、各壁の壁際が住居の中央部よりやや深

く掘り込まれる。 この面に厚さ15cmの貼床を施して

平坦な生活面を造る。西壁の北側の壁際に壁に直交

する幅20cm、深さ5~10cm、長さ1.lmの浅い溝状の掘

り込み 3条を確認。同様な溝状掘り込みの類例は46
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号住居。

した。直径60~80cm、深さ30~80cmの単純円形掘り

方を呈す。

長軸90cm、

出。 壁溝

柱穴

炉

住居のほぽ対角線上に 4個を確認

住居中央からやや北東側に偏して

短軸65cmの楕円形状の範囲に焼土を検

無し。 貯蔵穴 住居の南東隅に設置。

長軸105cm、短軸85cm、深さ40cmの不整方形を呈す。

遺物

重複

所見

土師器の台付甕 ・壺 ・坦、土製勾玉が出土。

単独で占地。 方位

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。
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45号住居A-A’ • B-B'•C-C’ •K-K'

1 黒褐色土。

2 黒褐色土。ローム粒を僅かに含む。

3 黒褐色土。ローム粒が均ーに含む。 J J' 

4 黒褐色土。 上部にAs-C粒含む。

5 茶褐色土。ローム粒含む。

6 黒褐色土。ローム粒を均ーに含む。

7 黄褐色土。掘り過ぎ。

8 黒褐色土。ローム細粒を均ーに含む。

9 黄褐色土。 14 

10 黒褐色土。酸化による赤銅色土が含まれる。
K 二 K' 

11 黄褐色土。ロームプロック。 L =87 90m 
12 黒褐色土。ロームプロックを均ーに含む。

゜
1 : 80 2m 

13 黒褐色土。ローム細粒を上部に含む。
＇＾→一＾

14 茶褐色土。

15 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含み、中央部に酸化による赤銅色化。

16 黒褐色土。ロームプロック、 As-C粒含む。

17 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

18 暗褐色上。ロームブロックと暗褐色土の混土（貼床）。

19 貼床。

45号住居L-L'

1 黒褐色土。

2 黒褐色土。ロームプロック含む。

45号住居炉

1 黒褐色土。上部に灰、焼土含む。

2 焼土。

3 灰色土。粘質。

4 黄褐色土。
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／
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1 : 40 lm 
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45号住居出土遺物
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46号住居（PL.55・観察表17頁）

形状 長軸7.2m、短軸6.4mで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈い超大形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を70cm掘り込んで構築面とする。構築

面は各壁際の幅80cmほどの範囲が、住居の中央部よ

りやや深く掘り込まれる。この面に厚さ20cmの貼床

を施して平坦な生活面を造る。生活面は全体に平坦

で良く整っている。南壁をほぼ2等分する位置に、壁

に直交する幅30cm、深さ20cm、長さ1.3mの浅い溝状

の掘り込み 1条を確認。同様な溝状掘り込みの類例

は45• 130号住居に認められる。 焼失 この住居は

焼失住居で、住居の西壁を除く各壁際を中心に壁に

ほぽ直交する状態で多量の垂木と考えられる炭化材

と焼土を検出。これらの出土レベルは、住居中央部

のものは床面に密着しているが壁際のものは床面か

らの位置が僅かに高い。 柱穴 住居のほぼ対角線

上に 4個を確認した。直径15~20cm、生活面からの

深さ50~60cmの単純円形掘り方を呈す。貼床が柱穴

の際まで及んでいることから、立柱後に貼床を施す。

また、住居の中央部で2本の対角線の交点付近に直

径20cm、深さ 5cmの浅いピットを検出。深さは浅い

が住居の中心に位置するため、支柱穴の可能性があ

る。 炉 住居中央から北東側と南東側に偏した 2

箇所に円形の焼土範囲を検出し、その間を繋ぐよう

な浅い溝状の掘り込みを確認。 壁溝 幅15cm、深

さ15cmで全周。 貯蔵穴 住居の南東隅に設置。一

辺90cm、深さ10cmの幣った正方形の掘り込みの中に、

直径80cm、深さ40cmの円形を呈す堀り込みをもつ 2

段構造を呈す。 遺物 土師器の甕・台付甕・壺．

高坪・器台が出土。円筒埴輪については、これを伴

う遺構はこの遺跡内にはない。 重複 単独で占地。

9号溝との新旧関係を判定する資料はない。 方位

68゚ 面積 43.22m'o 所見 出土遺物から古墳時

代前期前半と考えられる。
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口

叫 構築面 吋

46号住居

1 黒色土。多量のAs-C粒含む。

2 明褐色土。

3 褐色土。ロームプロック含む。

4 黄褐色土。

5 焼土。

6 黒褐色土。炭化物含む。

7 暗褐色土。黒褐色土プロックとロー

ムプロックの混土。

8 暗褐色土。暗褐色土ベースに多羅の

ローム粒、プロック含む（貼床）。

9 黒褐色土。黒褐色土ベースに多温の

ロームプロック含む（貼床）。

10 黄褐色土。ロームベースに少星の黒

褐色土プロック含む（貼床）。

11 黒褐色土。 9層に近似するがローム

プロック含有星が多い（貼床）。

I <al 

A' 

了

叫

吋
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46号貯蔵穴

1 黒褐色土。ロームプロック含む。

2 褐色土。

3 灰褐色土。
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46号住居出土遺物（I)
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46号住居出土遺物(2)

形状

47号住居（PL.57)

長軸3.lm、短軸2.9mのやや歪んだ正方形を

呈し、超小形正方形に分類。 床面

層を 5cm掘り込んで構築面とし、 この面に貼床を施

して生活面を造るが、掘り込みが浅いため、生活面

は削平されて確認できない。構築面は住居の中央部

が壁際より高い島状に掘り残される。

に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

囲に焼土を検出。

無し。 遺物

壁溝

基盤のローム

確認できない。

実測可能な遺物はない。

独で占地。 方位 130° 面積 8. 57mね

柱穴 壁内

炉 住

居中央から南東側に偏して直径30cmほどの円形の範

貯蔵穴

重複

所見

床内の土師器片から古墳時代前期と考えられる。
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48号住居（PL.57・観察表17頁）

形状 長軸6.3m、短軸5.5mで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を60cm掘り込んで構築面とする。構築

面は西壁を除く各壁の壁際が住居の中央部より深く

掘り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平

坦な生活面を造る。 焼失 この住居は焼失住居で、

住居のほぽ全域に垂木と考えられる炭化材と焼土を

検出。これらの出土レベルは、住居中央部のものは

床面に密着しているが壁際では床面からの位置が僅

凶

D
 

A
_
 

D' 

かに高い。 柱穴 住居のほぽ対角線上に 4個を確

認した。直径50~80cm、深さ20~30cmの単純円形掘

り方を呈す。 炉 住居中央から北東側に偏して直

径20cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝無し。

貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、構築面で

住居の南東隅に確認した長軸90cm、短軸60cm、深さ

30cmの不整方形ピットを貯蔵穴と判断。 遺物 土

師器の甕・壺・高坪が出土。 重複 単独で占地。

方位 60゚ 面積 31.68m'o 所見 出土遺物から

古墳時代前期中葉と考えられる。

＼ 

A' 
~ 

L=87.90m 

1 : 80 2m 

48号住居

l 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。 1 
に

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム小ブロック含む。

3 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム粒含む。

4 暗褐色土。 少量のAs-C粒、ローム小プロック、多量のローム粒含む。

5 暗褐色土。多量のローム小プロック含む。

6 黒褐色土。 炭化物、焼土粒、多量の粘土プロック含む。

7 貼床。

48号住居構築面

／ ＼ | ー 口ヽー
／
 

ヽ＼ ヽ

48号住居出土遺物 。
1 : 3 10cm 
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形状

49号住居(PL.58・観察表17頁）

長軸3.6m、短軸3.5mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 基盤のローム層を30cm掘

り込んで構築面とする。構築面は全体にほぼ平坦で

ある。

位

この面に厚さ15cmの貼床を施して平坦な生活

面を造る。

も確認できない。

を検出。

165° 

柱穴

壁溝

面積

床面

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

炉 住居中央からやや北東側に

偏して長軸l.lm、短軸50cmの楕円形状の範囲に焼土

無し。

師器の甕・壺・鉢が出土。

貯蔵穴

重複

l1.94mね 所見

墳時代前期前半と考えられる。

無し。 遺物

単独で占地。

49号住居A-A'

］ 黒褐色土。酸化による赤銅色土、軽石の小粒を均ーに含む。

2 灰色土。下部にローム、中央部に酸化による赤銅色土含む。

3 黄褐色土。中央部に酸化による赤銅色土を少量含む（貼床）。

4 黄褐色土。黒褐色土の混土（貼床）。

5 黒褐色土。少凰の黄褐色土含む（貼床）。

6 貼床。

49号住居B-B'

］ 茶褐色土。ローム粒を均ーに含む。

49号住居炉

l 焼土。

2 黄褐色土。一部酸化によると思われる赤銅色土含む。
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49号住居出土遺物
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50号住居（PL.59・観察表18頁）

形状長軸6.7m、短軸6.2mのほぽ正方形を呈し、超

大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を25cm

掘り込んで構築面とする。構築面は住居の北西隅と

南壁沿いが住居の中央部より深く掘り込まれる他は

平坦である。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外

柱穴も確認できない。 炉 住居中央から北側に偏

した 5箇所に焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴

無し。 遺物 土師器の台付甕 ・壺 ・高坪が出土。

重複 単独で占地。住居東側を南北に走行する溝は

後世のもの。 方位 170゚ 面積 39.85m'o 所見

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。
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1 : 40 lm 
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口

::::::,:::::C:::::::::::::;:::::::::::::::::::;:::::::::::;:;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

50号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒を均ーに含む。

2 褐色土。 1に比べると茶色味が強い。

3 黄褐色土。暗褐色土ブロックとロームの混土（貼床）。

4 黄褐色土。暗褐色土プロックはごく僅かで、ローム主体の層（貼床）。

5 暗褐色土。少量のローム小プロック含む（貼床）。

50号住居炉

1 焼土。

2 焼土。

A
",
 

ー

2m 

口芸手コ'
三二言三三賃

＼｀  

／ 

50号1主居出土遺物゜
1 : 3 10cm 
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形状

51号住居（PL.60・観察表18頁）

長軸5.4m、短軸4.7mで長軸を南北にもつや

や不整形な長方形を呈し、大形長方形に分類。

面

床

基盤のローム層を30cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は壁際が深く掘り込まれることなく、全

体にほぼ平坦である。 この面に厚さ20cmの貼床を施

して平坦な生活面を造る。 柱穴

なく、壁外柱穴も確認できない。

壁内に主柱穴は

炉 住居の中央

部と中央から北側の3箇所に焼土を検出した。住居の

南西部と南東部の焼土は炉とは判断できない。住居

南東部の床面直上から炭化材が出土することから、

上屋の焼失に伴う焼土の可能性がある。

し。

出土。

貯蔵穴

重複

無し。 遺物

単独で占地。住居の南側で重複する

土坑は縄文時代前期のもの。

23.97m'o 所見

壁溝

土師器の甕 ・高坪が

方位

無

面積

出土遺物から古墳時代前期中葉と

考えられる。
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生活面
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5 黄褐色土。ローム主体で少量の暗褐色土プロック含む（貼床）。」こ E' 

6 黄褐色土。ハードロームとソフトロームプロックの混土（貼床）。 マ言きこここ二Z竺言
：ぼ::::::·::::::::•:::•••::::.:.:::::::::::;:;:::;:::::::::::::::::::;

51号住居炉 翁裟翁翁蕊翁翁翁怒翁翁裟翁：：：裟：裟：
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形状

52号住居（PL.61・観察表18頁）

長軸6.4m、短軸5.8mで長軸を南北にもつ整

った長方形を呈し、大形長方形に分類。

盤のローム層を35cm掘り込んで構築面とする。構築

面は北壁と西壁の壁際幅1.5mほどの範囲が、住居の

中央部よりやや深く掘り込まれる。

壁溝 無し。 貯蔵穴 無し。

床面

この面に厚さ10

cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

遺物

柱穴

内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

基

壁

炉

住居中央から北東側に偏して 3箇所に焼土を検出。

土師器の甕・

壺・器台が出土。

34. 44rri'。 所見

重複 住居との重複はないが、

畑のサク 3条と重複。サクがこの住居の覆土を切っ

て作る土層断面の所見を得た。 方位 139° 面積

出土遺物から古墳時代前期中葉と

考えられる。重複する畑のサクはこの住居より新し

いものだが、覆土の状況から近接した時期の所産と

考えられ、サクの走行も住居の軸線の傾きに近似し

ている。畑同士にも重複はあるがその存続の時間幅

は、覆土の状況からおそらく古墳時代前期に収まる

ものと考えられる。類例は54号住居。

52号住居生活面
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52号住居

1 黒褐色土。多最のAs-C粒、部分的に酸化赤褐色土含む。
2 暗褐色土。少量のAs-C粒、多屈のローム粒、部分的に酸化赤褐色土含む。
3 暗褐色土。ロームブロック含む（貼床）。
4 黄褐色土。ロームプロック含む（貼床）。

52号住居炉 E-E'

1 赤褐色土。焼土層。少紘の黒色土粒含む。
2 暗褐色土。焼土層。多鼠のローム粒含む。
3 褐色土。ローム主体。多凪の焼土粒含む。

52号住居炉 F-F'

1 赤褐色土。焼土層。
2 赤褐色土。焼土層。ローム粒多く含む。
3 褐色土。ローム主体。焼土粒少量含む。

＼
 

＼
 ／

 
3 ¥¥ 

／ 

52号住居出土遺物

゜
1 : 3 

53号住居（PL.62・観察表18頁）

形状 長軸5.2m、短軸5.0mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を35cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅l.0mほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ 5cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。生活面は全体に平坦で整っており、

炉の北東側を除くほぼ4個の柱穴を結ぶ線の内側は

bl 

B
 

A
 

c
 

．
 

踏み固められて硬い。 柱穴 住居の対角線上に 4

個を確認した。貼床が柱穴の際まで及んでいること

から、立柱後に貼床を施す。 炉 住居中央からや

や北東側に偏して直径90cmの円形の浅い掘り込みが

あり、この中央部に一部が焼土化した粘土を確認。

南縁から棒状の川原石が出土。 壁溝 幅10cm、深

さ10cmで全周。 貯蔵穴 住居の南西隅に設置。長

軸80cm、短軸70cm、深さ40cmのほぼ円形を呈す。 遺

物 土師器の甕・台付甕・壺・坪が出土。 重複 単

独で占地。 方位 46゚ 面積 24.60m'o 所見出

土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。
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象蕊翁：忍塁姿褻：：：翁桑 L=87.40m L=87.40m L=87.40m 

53号住居

1 暗褐色土。多量のAs-C粒、少量のロームプロック含む。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のロームプロック含む。

3 暗褐色土。少量のAs-C粒、非常に多星のローム粒含む。

4 黒褐色土。少塁のロームプロック含む。

5 黒褐色土。少量のロームプロック含む（貼床）。

6 褐色土。ローム主体で、多量の黒色土ブロック含む（貼床）。

゜
1 : 80 2m 

1 2 

且□三 且 L =87 40m 

゜
1 : 40 lm 

53号住居炉

l 灰色粘土。上位は焼土化している。

2 焼土。均質な焼土であることから、盛土された焼土の可能性がある。

53号住居貯蔵穴

1 褐色土。ロームプロック含む。

2 灰黄褐色土。

3 黄褐色土。ロームプロック含む。

4 灰黄褐色土。

53号住居ピット

1 黒褐色土。
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53号住居出土遺物
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54号住居（PL.64・観察表19頁）

形状 長軸5.lm、短軸4.7mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅80cmほどの範囲が、住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦

な生活面を造る。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁

外柱穴も確認できない。 炉 住居中央から北西側

に偏して直径l.Omほどの範囲に焼土を検出。 壁溝

無し。 貯蔵穴 住居の南西隅に設置。直径55cm、

深さ30cmの円形を呈す。 遺物 土師器の台付甕 ．

壺が出土。 重複 住居との重複はないが、畑のサ

ク3条と重複。サクがこの住居の覆土を切って作る

土層断面の所見を得た。 方位 150゚ 面積 22.79 

ffi2o 所見 出土遺物から古墳時代前期前半と考え

られる。重複する畑のサクはこの住居より新しいも

のだが、覆土の状況から近接した時期の所産と考え

られ、サクの走行も住居群の傾きに近い。類例は52

号住居。

Iの` ＼ヽI
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L=87.70m 

1 : 80 2m 

● ＼ ▼ ＼ ・． 

54号住居生活面

54号住居

1 暗褐色土。多舅のAs-C粒、少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。鉄分の酸化による赤銅色土含む（貼床）。

3 黒褐色土。多星のロームプロック含む（貼床）。

4 黄褐色土。少量のローム粒含む（貼床）。

5 貼床。

54号住居炉

1 焼土。

2 黄褐色土。焼土粒含む。

3 黄褐色土。

54号住居貯蔵穴

1 暗褐色土。少量のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多量のロームプロック含む。

ロシー E

L=87.40m 

2 5 23 5 1 2 4 畑 24 2 4 

＼`よ贔三ェニ11,.E
B
 

三三三□上。
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54号住居出土遺物
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形状

55号住居（PL.65・観察表19頁）

住居の南側が調査区域外のため、全形は確認

できない。東西軸5.5mを測る。 床面 基盤のロー

ム層を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は確認

した壁の壁際が住居の中央部よりやや深いが、全体

的にはほぽ平坦である。 この面に厚さ10cmの貼床を

施して平坦な生活面を造る。確認した生活面は平坦

で良く整っており、壁際の幅 lmの範囲を除く炉を

含んだ住居の中央部は踏み固められて硬い。 柱穴

生活面では確認できなかったが、構築面で確認した

2個のピットを柱穴と判断。構築面で直径20~40cm、

深さ30~40cmの単純円形掘り方を呈す。残る 2個は

調査区域外。

長軸50cm、短軸30cmの楕円形状の範囲に焼土を検出。

壁溝 無し。

小形壺が出土。

炉 住居中央からやや東側に偏して

貯蔵穴

重複

不明。

め、住居構築以前のものと判定。

測定不可能。

考えられる。

所見

遺物 土師器の壺・

単独で占地。住居の北東部

で重複する土坑はその上位に貼床が認められるた

方位 22° 面積

出土遺物から古墳時代前期と

A
1
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55号住居生活面 炉 之 構築面 It) ＼ン
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55号住居
1 表土。

2 暗褐色土。多星のAs-C粒、微量のHr-FA軽石？含む。

3 黒褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒含む。

4 黒褐色土。微量のAs-C粒、多量のローム小ブロック含む。

5 黄褐色上。黒褐色土とロームの混土（貼床）。

。
1 : 80 2m 

L=87.30m 

こ
、
＼ 言
¥,j/  

1 : 3 

／！ 

10cm 

55号住居 55号住居出土遺物
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形状

った長方形を呈し、超小形長方形に分類。

盤のローム層を35cm掘り込んで構築面とする。構築

面は住居の中央部から北東隅にかけて部分が、島状

に高く掘り残される。

して生活面を造る。生活面は全体に平坦で整ってい

る。 柱穴

できない。

に焼土を検出。

物

56号住居（PL.66・観察表19頁）

長軸3.0m、短軸2.6mで長軸を東西にもつ整

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

炉 住居中央から北側に偏した 2箇所

壁溝

土師器の台付甕・器台が出土。

占地。

形状

遺物

方位 95° 

無し。

面積

貯蔵穴

7. 39rriね

物から古墳時代前期中葉と考えられる。

56号住居

l 茶褐色土。直径2cm大程のローム粒含む。

2 黒褐色土。左右に軽石の細粒含む。

3 黒褐色土。黒褐色土主体で、微量のAs-C粒、

多量のロームプロック含む（貼床）。

黄褐色土。ローム（掘り過ぎ？）。

呈し、超大形正方形に分類。 床面

中央部よりやや深く掘り込まれる。

cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

れる炭化材と焼土を検出。

床面からの位置が僅かに高い。

cmの単純円形掘り方を呈す。

幅10cm、深さ10cmで全周。

鉢・高坪・器台・用、砥石が出土。

78 

柱穴

炉

貯蔵穴

重複

所見

重複

床面

無し。

基

この面に厚さ15cmの貼床を施

遺

単独で

出土遺

56号住居

生活面

A ヽ l 4 4 J A' 
I I A A I -

B
 

。

I ► 

上 oo立

［構築面

＼ 

B
 

I : 80 2m 

L=87.60m 

56号住居炉

l 黄褐色土。ロームプロック主体。

2 黒褐色土。焼土含む。

3 黒褐色土。ローム細粒含む。

4 暗褐色土。 3より柔らかい。

57号住居（PL.67・観察表19頁）

長軸6.5m、短軸6.2mの整ったほぽ正方形を

基盤のローム

層を40cm掘り込んで構築面とする。構築面は全体に

凹凸が著しく、各壁際の幅1.0mほどの範囲が住居の

この面に厚さ10

焼失 こ

の住居は焼失住居で、住居の東半部に垂木と考えら

これらの出土レベルは、

住居中央部のものは床面に密着しているが壁際では

住居の対角

線上に 4個を確認した。直径30~50cm、深さ40~50

住居中央から北

東側に偏して長軸1.5m、短軸1.2m、深さ10cmほどの

不整形な浅い掘り込みの範囲に焼土を検出。 壁溝

住居の南東隅

に設置。一辺75cm、深さ50cmのほぽ正方形を呈す。

土師器の甕・小形甕・台付甕・壺・小形壺・

単独で占

地。 方位

／ 

56号住居出土遺物

72° 面積

I ► 

1:i:: 

三 二上
L = 87 . 40m 量言言疇言三言言言］疇疇疇言］言疇疇疇言疇言尋疇言疇疇言疇言［疇言三冒疇］冒疇冒

O 1 : 40 lm 

B' 

゜

ーロロ、知1 : 3 
38. 77m'o 

の土師器細片が出土するが、

B' 

所見 出土遺物

から古墳時代前期前半と考えられる。覆土中に多量

これらのほとんどは住

居の埋没過程で、炭化材よりも上位からの出土。
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57号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。下部にロームプロック、少量のAs-C粒含む。

3 黄褐色上。 1、2より固い。

4 黄褐色土。多量のロームプロック含む（貼床）。

5 黒褐色土。少量のローム細粒含む（貼床）。

◎
 

｀
 

C
、

L=87.20m 

1 : 40 

57号住居

構築面

lm 

57号住居炉

1 黒褐色土。上部に炭含む。

2 暗褐色土。多量のロームプロック含む。

3 黄褐色土。粘土質。

|>、 Iご
57号住居貯蔵穴

l 赤褐色土。

2 黒褐色上。

3 黒褐色土。ロームブロック含む。

4 暗褐色土。粘土質。

5 黒褐色土。焼土が僅かに含む。

6 茶褐色土。ローム細粒含む。

7 黒褐色土。炭含む。

8 暗褐色土。粘土質。
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57号住居出土遺物(3)

I I 28 

58号住居(PL.70・観察表20頁）

形状 長軸6.2m、短軸5.5mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は西

壁際の幅1.5mほどの範囲が住居の中央部よりやや

深く掘り込まれる他は、全体的にほぽ平坦である。

この面に厚さ10cmの貼床を施して、平坦で整った生

活面を造る。 柱穴 生活面では確認できなかった

が、構築面で住居の対角線上に確認した 4個のピッ

トを柱穴と判断。構築面で直径30~50cm、深さ20~50I/ • 
（／ 

cmの単純円形掘り方を呈す。 炉 住居中央から東

側に偏した2箇所に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯

蔵穴 住居の南東隅に設置。長軸70cm、短軸50cm、

深さ20cmの不整円形を呈す。 遺物 土師器の台付

甕が出土。 重複 単独で占地。 方位 133゚ 面積

32. 6lrri'。 所見 出土遺物から古墳時代前期前半と

考えられる。

． ． ． 

且二旦。

L=87.50m萎蕊菱萎萎裟塁
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58号住居

1 黒色土。少量のAs-C粒を均一

に含む。

2 茶褐色土。 1よりも少虻のAs-

c粒を均ーに、ローム大プロ ッ
クが散在。

3 黄褐色土。ローム主体で少砒の

黒色土プロック含む（貼床）。

4 暗褐色土。黒色土プロック、黒

色土粒、ロームプロックの混土

（貼床）。

58号住居炉

l 褐色土。ロームと黒色土の混土。

2 焼土。
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58号住居生活面
言

A' 

上 Lこ］△

58号住居貯蔵穴

1 黒色土。赤黒色の鉄錆の大粒、少址のAs-C粒含む。

2 茶褐色土。灰色土のプロック、少址のAs-C粒含む。

／
 

二、 2

。58号住居出土遺物
1 : 3 10cm 
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58号住居
構築面

I tTl や

E
、

疇

⑤’ 

L=87.70m ゜
Iロ
I : 80 

A' 

2m 

59号住居（PL.71・観察表20頁）

形状 長軸3.7m、短軸3.4mのやや不整形な正方形

を呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム

層を10cm掘り込んで構築面とする。構築面は全体に

ほぽ平坦である。この面に厚さ10cmの貼床を施して

生活面とするが、生活面は掘り込みが浅いため削平

されて平面的には確認できず、土層断面の最上面が

ほぼ生活面と考えられる。 柱穴 壁内に主柱穴は

なく、壁外柱穴も確認できない。 炉生活面が削

平されて平面的に確認できないため、確認できない。

壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物土師器の甕・

壺・高坪が出土。 重複 単独で占地。 方位 29° 

面積 11.72mね 所見 出土遺物から古墳時代前期

中葉と考えられる。

59号住居

l 暗褐色土。少量のAs-C粒、微量のとロームプロッ ク含む。
2 黄褐色土。少量の暗褐色土プロック含む。

B
＿

A
 

B' 

A' 

¥0 59号住居構築面

1 2 1 2 1 

上----I --I」 I-—ー= A' 

。
L =87.50m 

1 : 80 2m 

’’ 
＼
 

／
II 

冒
59号住居出土遺物

゜
1 : 3 10cm 
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形状

60号住居（PL.72・観察表20頁）

住居の東側が調査区域外のため、全形を確認

できない。南北軸7.6mを測る。

ム層を40cm掘り込んで構築面とする。構築面は確認

した各壁際の幅1.0mほどの範囲が、住居の中央部よ

りやや深く掘り込まれる。

を施して平坦な生活面を造る。
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この面に厚さ10cmの貼床

炉

床面

柱穴

基盤のロー

2個を確認し

住居中央から北側

60号住居生活面

に偏して設置。直径70cm、深さ10cmの円形をした浅

い掘り込みに粘土を貼り、

焼けた痕跡を残す。中心部から川原石が出土。

溝

蔵穴

幅10cm、深さ10cmで確認した壁下に全周。

坪・器台が出土。

面積

不明。 遺物

測定不可能。

重複

所見

この中央部に環状に強く

単独で占地。 方位

壁

貯

土師器の甕・台付甕・壺・高

162° 

出土遺物から古墳時代

前期中葉と考えられる。
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L =87.40m 

1 : 40 lm 

60号住居
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60号住居

l 表土。

2 黒褐色土。多旦のAs-C粒を均ーに、少鼠

のロームプロック含む。

3 暗褐色土。 As-C粒を均ーに、多量のロー

ム粒含む。

4 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム

プロックと粒子含む。

5 暗褐色土。 3層に近似するがロームブロ

ックを含まない。

6 黄褐色土。ローム小プロックと黒褐色土

プロックの混土（貼床）。

7 黒褐色土。ローム小プロックと黒褐色土

プロックの混土（貼床）。

8 黄褐色土。ローム小プロックと黒褐色土

プロックの混土（貼床）。

9 暗褐色土。少旦のローム大粒、多載のロ

ーム小粒含む（貼床）。

60号住居炉

1 粘土。

2 黒色土。黒色土と焼土の混土。

3 焼土。

4 茶褐色土。ローム。

／

／
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／
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10cm ¥ ¥ 

60号住居出土遺物

61号住居（PL.71・観察表21頁）

形状 長軸2.8m、短軸2.2mで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈し、超小形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を20cm掘り込んで構築面とする。構築

面は全体に小さな凹凸が多いがほぽ平坦である。こ

の面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造

る。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

できない。 炉 住居中央から北東側に偏して長軸

50cm、短軸30cmの範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。

貯蔵穴無し。 遺物土師器の甑？・鉢が出土。

重複単独で占地。 方位 75゚ 面積 5.80rriね

所見 出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

胃
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61号住居

生活面
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61号住居

1 暗褐色土。多量のAs-C粒を均ーに、微鼠のロームプロック含む。

2 暗褐色土。少鼠のAs-C粒、ロームプロックを 1層よりも多く含む（貼床）。

3 暗褐色土。ロームプロックと黒褐色土プロックの混土（貼床）。

。
1 : 3 10cm 

61号住居炉

1 赤褐色土。多量の焼土粒含む。

2 黒褐色土。少量の焼土粒含む。

3 暗褐色土。多鼠のロームプロック含む。

61号住居出土遺物
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形状

62号住居（PL.71)

一辺1.9mのほぼ正方形を呈し、超小形正方形

に分類。 床面 基盤のローム層を15cm掘り込んで

構築面とする。構築面は住居の西半部が東半部より

深く掘り込まれる。

て生活面とするが、生活面は掘り込みが浅いため削

平されて確認できない。

く、壁外柱穴も確認できない。

できないため、確認できない。

0

0

 

ヽ
~しヽ

し

貯蔵穴 無し。

mね

重複

所見

考えられる。

形状

この面に厚さ15cmの貼床を施し

単独で占地。

呈し、中形正方形に分類。

柱穴

遺物

壁内に主柱穴はな

叫

炉 生活面が確認

壁溝 確認できな

実測可能な遺物はな

方位

床面

86° 面積 3.61 

貼床内の土師器片から古墳時代前期と

63号住居（PL.73・観察表21頁）

長軸4.5m、短軸4.3mの整ったほぽ正方形を

基盤のローム層

を50cm掘り込んで生活面とする。生活面は全体に平

坦で整っている。構築面については湧水のため未調

査。 柱穴

できない。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

住居中央から北東側に偏して長軸

90cm、短軸50cmの範囲に焼土を検出。

貯蔵穴 住居の南西隅に設置。一辺40cm、深さ15cm

のほぼ正方形を呈す。

壺・用•高坪が出土。

46° 面積 18.0lm'o 

遺物

重複

所見

壁溝 無し。

代前期前半と考えられる。

土師器の甕・台付甕・

単独で占地。 方位

出土遺物から古墳時

A
 

:

N

 

こ三ーで A'

且主

ヘ:.. :•: :•::•:::: 

叫
62号住居
1 黒褐色土。微量のAs~C 粒、少鼠のローム粒と小ブロック含む。

2 黄褐色土。ロームブロックと黒褐色土プロックの混土。

A
 
． 

62号住居 構築面。
L=87.40m 

1 : 80 2m 

□ 7 

． A' 

． 
． 

5 

： 冒上

2m 

63号住居 生活面

63号住居
1 暗褐色土。多鼠のAs-C粒、少星のローム大粒含む。

2 黒褐色土。As-C粒は 1層より少量で、多鼠のローム粒と黒褐色土ブロック含む。

3 暗褐色土。微量のAs-C粒、ローム粒を均ーに含む。

4 暗褐色土。ローム粒の量が3層よりも多く、炭化物と焼土粒を部分的に含む。

5 暗褐色土。ローム粒、プロック、黒褐色土の混土。

＼ / 2 
/
 

。
＼
 
3
 1 : 3 10cm 

63号住居出土遺物(I)
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63号住居出土遺物(2)
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ヽ

。
1 : 3 10cm 

63号住居出土遺物(3)

64号住居（PL.75・観察表22頁）

形状 長軸3.5m、短軸3.2mの整ったほぽ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を15cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁の壁

際が住居の中央部より深く掘り込まれる。この面に

厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。 柱

穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

A 

A
 

3 2 

c:11.......し|

i B → 
＼＼五

． ＼＼ 
-1::.__ ¥¥ 

A' 

． 
II― 64号住居
生活面

構築面

． _j/ 
叫3 

A' 
64号住居

3 、

17 / / 

16 

炉確認できない。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。

遺物 土師器の小形甕・台付甕・壺が出土。 重複

他の遺構との重複はないが 9号掘立柱建物と近接

し、同時存在はあり得ない。方位 79゚ 面積 10.58 

mね 所見 出土遺物から古墳時代前期後半と考え

l 黒褐色土。多量のAs-C細粒含む。

2 暗褐色土。黒褐色土プロックとロームの混士。

3 暗褐色土。多鼠のローム粒含む（貼床）。 ゜

可`
L =87.40m 
1 : 80 2m 

＼
 

、ここ：／／／芦言

// 1 64号住居出土遺物

2
 

。
1 : 3 10cm 
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形状

65号住居（PL.75・観察表22頁）

住居の西側が調査区域外のため、全形は確認

できない。南北軸7.4mを測る。 床面

ム層を15cm掘り込んで構築面とし、

基盤のロー

この面に厚さ15

cmの貼床を施して生活面とするが、生活面は掘り込

みが浅いため削平されて平面的には確認できない。

4、

柱穴 2個を確認した。残る 2個は調査区域外。

住居中央から北側に偏して焼土を検出するが、全形

は確認できない。

め、明確には確認できない。

物

地。 方位

土師器の甕 ・壺 ・鉢が出土。

169° 

炉

生活面が確認できないた

貯蔵穴 不明。

重複

測定不可能。

遺

単独で占

所見 出土

65号住居 構築面
遺物から古墳時代前期と考えられる。

三

． 
． ． 3 
◎
 
◎
 

65号住居

l 表土。

2 灰褐色土。多量のAs-B含む。

純層に近い。

暗褐色土。多籠のAs-C粒、微

量のHr-FA軽石含む。

黒褐色土。 As-C粒は 2層より

も僅かに少ない。

黒褐色土。 As-C粒はさらに少

なく、少鼠のローム粒含む。

暗褐色土。暗褐色土プロック、

ロームプロックの混土（貼床）。352  26  23 23  

上旦ム阻 墨 阻 想＾L 攪4—よ入上4-土
3 4 
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1 : 80 2m 
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髯 | 

1 : 3 10cm 

。

66号住居（PL.75)

65号住居出土遺物

居中央から北東側に偏して長軸50cm、短軸30cmの楕

形状 長軸3.6m、短軸3.3mの整ったほぽ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を15cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の西

側が東側より深く掘り込まれる。 この面に厚さ10cm

円形状の範囲に焼土を検出。

穴 無し。 遺物

壁溝 無し。

実測可能な遺物はない。

10号掘立柱建物と重複。 66住が10号掘立を切って

構築する土層断面の所見を得た。 方位

貯蔵

重複

165° 面

の貼床を施して平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内 積 11.21mぢ 所見 覆土内の土師器片から古墳時

に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

88 

炉 住 代前期と考えられる。
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生活面
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66号住居炉

1 焼土。
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67号住居（PL.76・観察表22頁）

形状

66号住居 <t: I 
1 黒褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム小プロック含む。

2 黒褐色土。微量のAs-C粒、多星のロームプロック含む（貼床）。

叫66号住居

67号住居
生活面

長軸4.8m、短軸4.lmで長軸を南北にもつ整 ． 
った長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面 ,,,―̀ I ヽ

ヽ 1
`—·‘ 

盤のローム層を15cm掘り込んで構築面とする。構築

面は西壁と南壁の壁際が、住居の中央部より深く掘

り込まれる。

な生活面を造る。

ったが、構築面で住居の対角線上に確認した4個のピ

ットを柱穴と判断。

cm、短軸60cmの範囲に焼土を検出。

貯蔵穴

正方形のピットを貯蔵穴と判断。

高坪が出土。

積 17.67mね

この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦土＿

柱穴

重複

所見

炉

単独で占地。

61ら］ー：居：：土：：

生活面では確認できなか

住居のほぼ中央に長軸80

。

壁溝

遺物

方位

基

無し。

生活面では確認できなかったが、構築面で

住居の南東隅に確認した一辺50cm、深さ40cmのほぼ

土師器の

23° 面

出土遺物から古墳時代前期と

考えられる。

67号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む。

3 黒褐色土。多量のローム粒含む（貼床）。

4 褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む（貼床）。

67号住居炉 2 1 

；ご言二：用土粒含む。 上―ヘミ三＝ァー互＿

蕊象蕊翁阿：蕊苓象象苓苓蕊：蕊：蕊：蕊：蕊：苓蕊：翁：：：蕊：忍蕊忍蕊忍蕊：
::::：呂：ざ：ど：：：呂：呂：：ぇ：5：呂：呂：名：名：名：呂；名：呂：名：呂：呂；名：：
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形状

68号住居（PL.76・観察表22頁）

長軸4.2m、短軸3.9mの整ったほぼ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の中

央部が島状に高く掘り残される。 この面に厚さ10cm

の貼床を施して平坦な生活面を造る。

住居は焼失住居で、住居の東半部に垂木と考えられ

る炭化材と焼土を検出。

焼失

これらの出土レベルは、住

居中央部のものは床面に密着し、壁際のものも床面

A
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災
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壼
[
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象匁5 
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I ► 

この

68号住居

に近い。

柱穴と判断。

壁溝

面積

柱穴

無し。

高坪・甑が出土。

生活面では確認できなかったが、

構築面で住居の対角線上に確認した 4個のピットを

炉 住居中央から西側に偏して長軸

80cm、短軸40cmの楕円形状の範囲に焼土を検出。

貯蔵穴

重複

15. 9lrri刈推定）。

無し。

単独で占地。

所見

遺物 土師器の甕・

方位 162° 

出土遺物から古墳時

代前期中葉と考えられる。

生活面

，
 

． 
• 5 

ゑ＞ ,
3

芦

4
●

、
‘
}

B

l

一
、

9
9
 

•• 
、．
2
 c
 

●
囀

ぐ

I>: I =Q7 1nm O 'L=87.10m 

68号住居

1 黒褐色土。多鼠のAs-C粒、少星のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量の焼土と炭化物含む。

3 黒褐色土。少量のAs-C粒、多駄のローム粒含む。

4 黄褐色土。黒褐色土プロックとロームプロックの混土（柱穴覆上）。

5 暗褐色土。多埜のローム小プロックと粒子含む（貼床）。

68号住居炉

l 赤褐色土。焼土。

2 暗褐色土。焼土粒、少鼠のローム粒含む。

1 : 80 

◎ 

2m |>、 ¥to.
2 1 2 

L=86.90m 
I : 40 

c
 

lm 

／ 

1 : 3 10cm 

98号住居出土遺物
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69号住居（PL.77・観察表22頁）

形状

確認したのみで、形状、規模は不明。

のローム層を10cm掘り込んで構築面とする。

に厚さ10cmの貼床を施して生活面とする。確認し

範囲の生活面は平坦で整っている。

炉 不明。 壁溝 無し。

土師器の壺・高坪が出土。

位

69号住居

住居の大半が調査区域外のため北壁の東側を ••• •l i II I 生活面

基盤

この面

た

1。

遺物

方

出測定不可能。 面積

貯蔵穴

重複

柱穴

不明。

単独で占地。

測定不可能。

床面

不凡

所見

I ► 

調
査
区
域
外

土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

|乏

三 50r
0 1 : 80 2m 

69号住居

l 表土。

2 黒褐色土。多鼠のAs-C粒、微最のHr-FAまたはHr-FP軽石含む。

3 黒褐色土。多籠のAs-C粒とローム粒を均ーに含む。

4 暗褐色土。ロームと黒色土との混土（貼床）。

'
|
 

-
]
I
 

‘ヽ

＼
 

3
 

。
1 : 3 10cm 

形状

69号住居出土遺物

70号住居（PL.78)

住居の北東部が調査区域外のため全形は確認

できないが、一辺長軸3.2mのほぼ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 全体にトレンチャーによ

る耕作攪乱を受けて確認した部分は少ないが、基盤

のローム層を 5cm掘り込んで構築面とする。 この面

に貼床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが

調竺外

0,¥¥, 

。こジ上
;:, 
ータク/::.，，

る／

浅いため生活面は削平されて確認できない。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

生活面が確認できないため、確認できない。

柱穴

炉

壁溝
A A' 

無し。

ない。

貯蔵穴

重複

面（推定）。

無し。

単独で占地。

遺物

所見

方位

実測可能な遺物は

54° 面積 9.75 

貼床内の土師器片から古墳時代 ゜
1 : 80 2m 

前期と考えられる。 70号住居 構築面
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71号住居（PL.78・観察表23頁）

形状 長軸6.3m、短軸5.4mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 全体にト

レンチャーによる耕作攪乱を受けて確認した部分は

少ないが、基盤のローム層を30cm掘り込んで構築面

とする。この面に貼床を施して生活面を造るが、全

体に掘り込みが浅いため生活面は削平されて部分的

にしか確認できない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、

＜
 : 1• ¥¥ 1/ 

壁外柱穴も確認できない。 炉 住居中央から北東

側に偏して長軸90cm、短軸70cmの楕円形状の範囲に

焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺

物 土師器の小形壺、砥石が出土。 重複 72号住

居と重複。攪乱のため平面精査、土層断面による判

定ができず、新旧関係を判定する資料を欠く。 方

位 156゚ 面積 33.46rri'。 所見 出土遺物から古

墳時代前期と考えられる。

口

▲ ． 

゜
0 1 : 3 

2
 

10cm 

71号住居出土遺物
C, 

71 • 72号住居
1 黒褐色土。少量のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多量のローム小ブロック、ローム粒含む。

＜、9

L=88.10m 

生活面 焼土 l

上—-一—ニ ー1-I--‘ 2／ニテ△攪 2

゜
1 : 80 2m 

71号住居 72号住居

72号住居（PL.78)

形状 住居の西半部が重複のため確認できず、全形

は確認できない。計測し得た南北軸の2.2mは、この

遺跡では最も小さい部類に属す。 床面 全体にト

レンチャーによる耕作攪乱を受けて、床面は確認で

きない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も

確認できない。 炉不明。 壁溝不明。 貯蔵

穴無し。 遺物実測可能な遺物はない。 重複

71号住居と重複。攪乱のため平面精査、土層断面の

いずれも判定ができず、新旧関係を判定する資料を

欠く。 方位 154゚ 面積測定不可能。 所見貼

床内の土師器片から古墳時代前期と考えられる。
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73号住居（PL.78)

形状

整長方形を呈し、中形長方形に分類。

73号住居 ＝⇒＝==============‘ <̀ 
長軸4.6m、短軸4.2mで長軸を東西にもつ不構築面re~--~------ -)芝

] /‘¥, li 

l ¥_J ]) 

ジ：1 ）11~\
¥¥ ----；ノ

｀＝乏：：：ニこニニ1口［二溝
73号住居

1 黒褐色土。ローム粒をまばらに含む。

2 灰褐色土。大小のローム粒を均ーに含む。

3 黄色土。ローム。

4 黒褐色土。ローム粒を均ーに含む。

5 貼床。

床面 全体

にトレンチャーによる耕作攪乱を受けて確認した部

分は少ないが、基盤のローム層を15cm掘り込んで構

築面とする。

面とする。

この面に厚さ10cmの貼床を施して生活

柱穴

も確認できない。

直径70cmの範囲に焼土を検出したが、中央部の大半

は攪乱されている。

遺物

方位

形状

46° 面積

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

炉 住居中央から北側に偏して

壁溝

実測可能な遺物はない。

19. 32rriね

無し。

重複

所見

器片から古墳時代前期と考えられる。

74号住居（PL.78)

掘り込みが浅いため、住居北壁を確認したの

みで、形状、規模は不明。 床面

よる耕作攪乱を受けて確認した部分は少ないが、基

盤のローム層を10cm掘り込んで構築面とする。

面に貼床を施して生活面を造るが、全体に掘り込み

上／＝＝—三又、
Iク／

74号住居

形状

分類。

穴

75号住居（PL.79)

一辺4.0mのほぼ正方形を呈し、小形正方形に

床面 基盤のローム層を10cm掘り込んで構

築面とする。この面に貼床を施して生活面を造るが、

全体に掘り込みが浅いため生活面は削平されて確認

できない。

も確認できない。

方形を呈す。

単独で占地。

柱穴

遺物

方位

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

炉

きないため、確認できない。

108° 

構築面

壁溝

面積

貯蔵穴

不明。

実測可能な遺物はない。

15. 15mね

無し。

単独で占地。

覆土内の土師

トレンチャーに

この

生活面が削平されて確認で

貯蔵

住居の南西隅に設置。一辺50cm、深さ30cmの正

重複

所見

貼床内の土師器片から古墳時代前期と考えられる。

が浅いため生活面は削平されて部分的にしか確認で

きない。

貯蔵穴

複

柱穴

不明。

単独で占地。

定不可能。

不明。

遺物

所見

前期と考えられる。
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不明。 壁溝 無し。

実測可能な遺物はない。

測定不可能。 面積

重
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貼床内の土師器片から古墳時代
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77号住居（PL.Bl・観察表23頁）

形状 長軸3.lm、短軸2.8mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、超小形長方形に分類。 床面 基盤の

ローム層を40cm掘り込んで構築面とする。構築面は

住居の北西隅と南西隅が、住居の中央部より深く掘

り込まれる他は平坦である。この面に厚さ15cmの貼

77号住居

1 茶褐色土。ロームを僅かに含む。

2 黒褐色土。火山灰を均ーに含む。

3 黒褐色土。中央部を中心に火山灰をまばらに含む。

4 暗褐色土。非常に多醤のロームプロック含む（貼床）。

5 黄褐色上。ロームを主体とし少鼠の黒色土粒含む（貼床）。

6 倒木痕。

床を施して平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内に主

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉 不明。

壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物土師器の台

付甕・用が出土。 重複 単独で占地。 方位 45° 

面積 8.19m'o 所見 出土遺物から古墳時代前期

後半と考えられる。

三三三上

生活面 構築面
L=87.20m 
0 1 : 80 2m 

／
 

立

口
只 2

し

ヽ
10cm 

77号住居出土遺物 ゜
1 : 3 

78号住居（PL.82・観察表23頁）

形状 長軸6.5m、短軸5.7mで長軸を東西にもつや

や不幣形な長方形を呈し、超大形長方形に分類。 床

面基盤のローム層を15cm掘り込んでそのまま生活

面とする。生活面は全体に平坦で整っている。 柱

穴壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

炉住居中央から北側に偏して長軸1.5m、短軸50cm

の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴

無し。 遺物 土師器の甕・台付甕・小形壺が出土。 △ー

重複 76 • 79・100• 101号住居と重複。 76住が78住

を切り、78住が100住を切って構築する平面精査の所

見を得た。また、 78住の床面が101住の上位に構築さ

れている土層断面の所見を得た。 79住との新旧関係

を判定する資料を欠く。なお、住居の西側と東側を

南北に走行する溝は後世のもの。 方位 49゚ 面積

35.85m刈推定）。 所見

76号住居

、三＼

． ． ． ． ． 
ジ：ロ・
． ． ．． 
．
 ．
 

．． ．
 
．
 ．
 

●

●

4
 

．
 

A' 

中葉と考えられる。

阜 三 B

:t• O 

出土遺物から古墳時代前期

ロニ------：立
L=87.30m 

1 : 40 lm 

。
L=87.50m 
1 : 80 2m 

78号住居生活面
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78号住居

1 黒褐色土。多絨のAs-C粒含む砂質土。

2 暗褐色土。少籠のローム粒含む。

78号住居炉

1 暗褐色土。微屈のAs-C粒、少星の焼土粒含む。

2 赤褐色土。焼土主体で僅かに暗褐色土プロック含む。

3 暗褐色土。暗褐色土とロームプロックの混土。

’̀ 。 I : 3 10cm 

79号住居（PL.82・観察表23頁）

3 78号住居出土遺物

も確認できない。 炉 住居中央から北側と南側に

形状 住居の南西部は80号住居と重複するため全形

は確認できないが、長軸6.5m、短軸5.6mで長軸を南

北にもつ長方形を呈し、超大形長方形に分類。 床

面 基盤のローム層を10cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は全体に凹凸が多く、確認した各壁の壁

際幅 lmほどの範囲が、住居の中央部より深く掘り

込まれる。この面に貼床を施して生活面を造るが、

全体に掘り込みが浅いため生活面は削平されて確認

できない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

偏した 2箇所に焼土の痕跡を検出。 壁溝 不明。

貯蔵穴 住居の北東隅に設置。長軸60cm、短軸50cm、

深さ30cmの長方形を呈す。 遺物 土師器の甕・高

坪が出土。 重複 78 • 80 • 100号住居と重複。 79住

が100住を切り、80住が79住を切って構築する平面精

査の所見を得た。 78住との新旧関係を判定する資料

を欠く。なお、住居の東側を南北に走行する溝は後

世のもの。 方位 43゚ 面積 34.37rri刈推定）。 所

見 出土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。

|ご

B
、

80号住居

__Q__C)旦

L =87.40m 

0 l : 80 2m 

二三三上

Dーニこここ／一
L =87.40m 

0 1 : 40 lm 

79号住居構築面
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土 A
六一ー．言ニー・•一

L =87.40m 
1 : 80 

゜
／ 

2m 
79号住居

1 暗褐色土。暗褐色土とロームプロックの混土。

79号住居炉

1 暗褐色土。少鼠のAs-C粒、僅かな焼土粒含む。

2 赤褐色土。焼土。
3 暗褐色土。暗褐色土とロームプロックの混土。

形状

呈し、大形正方形に分類。

柱穴

80号住居（PL.83・観察表24頁）

長軸5.7m、短軸5.5mの整ったほぽ正方形を

床面 基盤のローム層

を50cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅lmほどが住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面を造る。

生活面は構築面と同様に各壁の壁際がやや低い。

住居の対角線上に4個を確認。貼床が柱痕の際

まで及んでいることから、立柱後に貼床を施す。 炉

住居中央からやや北東側に偏した直径90cmの浅い窪
80号住居生活面

。。
A
 

叫

□T
B

l

 

゜こ
凡
貸
恨
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0 

し
＼
丁
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A' 

6 
3 

4 

5 
12 
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B' 

： ヽ I O / 1 : 3 10cm 
79号住居出土遺物 、

みの中央部に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴

住居の南東隅に設置。長軸60cm、短軸55cm、深さ25

cmのほぼ正方形を呈す。

壺・高坪・坦が出土。

ため確実性を欠く。

所見

c
 

A
 

D
 

ク—―‘
’’‘ 

＞ク

81号住居
4 2 8 5 4 

, .— 
E I ＇ 
l 

｀ 
ヽ
` ̀ 

遺物

重複

土師器の台付甕．

79 • 81号住居と重複。

80住が79住を切り、 81住が80住を切って構築する平

面精査の所見を得たが、 81住については覆土が浅い

方位 7° 面積

出土遺物から古墳時代前期後半と考えられ

O)  

30. 96rri’。

立

A' 

9 5 

D' 

E' 

C' 

B

[

盛
臨
総

~ 5 9 8 
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蕊翁
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綾裟裟婆裟裟裟翁婆器：忍：落裟裟翁婆裟翁裟忍：忍：恣：忍：さ荼褻裟さ裟裟裟裟忍：忍：恣：婆翁
疇疇翁萎疇攀疇疇疇疇攀疇疇疇疇疇疇裟疇疇疇疇萎：苓疇：蒸疇疇娑疇疇翁：蕊疇萎

O 1 : 80 2m 
L=87.60m 80号住居
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E
 

L=87.50m 三ここ二上
0 1 : 40 lm 

。
1 : 80 2m 

80号住居 A-A'

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のAs-C粒、ローム粒含む。

3 黒褐色土。多量の炭化物粒、少量の焼土粒含む。

4 貼床。

80号住居 D-D'

1 暗褐色土。多量のAs-C粒、ローム粒含む。

2 赤褐色土。ブロック状。

3 暗褐色土。 1層と同じ。

4 黄褐色土。ロームプロックと暗褐色土の混土（貼床）。

5 黄褐色土。ロームプロック主体。

6 黄褐色土。やや濁ったローム粒主体。

7 暗褐色土。 As-C粒を含まず、ローム粒を僅かに含む。

80号住居炉

l 暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒、ローム小ブロック含む。

2 赤褐色土。焼土層。

3 暗褐色土。ローム主体。

80号住居C-C'

1 黒褐色土。ローム粒を僅かに含む。

2 黄褐色土。多最のローム粒とブロック含む。

3 暗褐色土。 1層に近いが多量のローム粒と小プロック含む。

4 黄褐色土。暗褐色土とロームプロックの混土（貼床）。

5 暗褐色土。黒褐色土主体で少量のローム粒と小プロック含む。

6 暗褐色土。ローム粒主体で暗褐色土粒を均ーに含む。

7 暗褐色土。多量のロームプロック含む。

8 暗褐色土。 5層と類似。

9 黄褐色土。ローム主体で少量の暗褐色土粒含む。

ー

。
¥ I 
1 : 3 10cm 

＼
 

I/ 

／
 

り 7
 

80号住居出土遺物(I)
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゜
I : 3 10cm 

ヽ 10 

12 

81号住居（PL.85)

形状 住居の南側を試掘調査のトレンチで切られる

80号住居出土遺物(2)

外柱穴も確認できない。 炉 生活面が削平されて

確認できないため、確認できない。 壁溝無し。

貯蔵穴無し。 遺物 実測可能な遺物はない。 重

複住居の北東部で80号住居と重複。 81住が80住を

が、長軸3.6m、短軸3.5mのほぽ正方形を呈し、小形

正方形に分類。 床面 基盤のローム層を15cm掘り

込んで構築面とする。構築面は住居の東側がやや深

く掘り込まれる。この面に貼床を施して生活面を造

るが、全体に掘り込みが浅いため生活面は削平され

て確認できない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁

98 

切って構築する平面精査の所見を得たが、 81住の覆

土がないため確実性を欠く。 方位 85゚ 面積

13.02m'（推定）。 所見 貼床内の土師器片から古墳

時代前期と考えられる。



□三三ニー△
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旦 旦

。
L =87.50m 

1 : 80 2m 
{,1[ 

三 l/
---II 

81号住居

1 暗褐色土。少鼠のAs-C粒、多量のローム粒、

ローム小プロック含む（貼床）。

暗褐色土。非常に多量のロームプロック含む（貼床）。2
 

形状

81号住居

82号住居（PL.86・観察表24頁）

長軸3.8m、短軸3.7mのほぽ正方形を呈し、小

叫

⑥
 

R 

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を35cm掘

り込んで構築面とする。構築面は南壁の西側がやや

深く掘り込まれる他は、ほぼ平坦である。 この面に

厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。住居

北西隅の床面直上から炭化物と焼土が出土するが、

全体的には焼けた痕跡がない。

82号住居生活面

．
 

． ． 

柱穴

I trj 

゜E、

壁内に主柱

QI 
構築面

穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

央から北東側に偏して直径25cmの円形の範囲に焼土

を検出。

す。

IJ 

～＝＝：：： I/ 
：：：：：：‘＝==!J 

トレンチ

壁溝

遺物

で占地。 方位

無し。

78° 面積

貯蔵穴

炉 住居中

住居の南東隅に

設置。長軸80cm、短軸60cm、深さ50cmの長方形を呈

土師器の台付甕が出土。

14. 04rriね

重複

所見

単独

出土

i
 

遺物から古墳時代前期と考えられる。

¥o 

喜
A' 

A' 

＼三三二三上
旦―...!L

82号住居

1 黒色土。多屈のAs-C粒含む。

2 褐色土。多此のAs-C粒含む。

3 褐色土。少屈のロームブロック含む。

4 暗褐色土。ローム主体で多量の黒色土小プロック含む（貼床）。

L=87.20m 

1 : 80 2m 

5 4 1 3 2 

'た上。三下よ°イ王m居炉;99言:;蕊: | | | 1 焼土。

82号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。

2 黄褐色土。焼土含む。

3 黄褐色土。 ローム中に赤褐色土含む。

4 灰褐色土。 中央部に黒褐色土含む。

5 黄褐色土。

6 灰色土。粘土質。

82号住居

82号住居出土遺物

、／］＼多l

。
1 : 3 10cm 
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形状

83号住居(PL.86・観察表24頁）

長軸4.2m、短軸3.9mのほぼ正方形を呈し、小

形正方形に分類。

り込んで構築面とする。構築面は住居の北半部がや

や深く掘り込まれる。

して平坦な生活面を造る。北壁沿いの床面直上から

炭化材が出土するが、全体的には焼けた痕跡がない。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

I► 
-. •.:•: • 

A
、

I► 

°‘ 

床面 基盤のローム層を50cm掘

この面に厚さ10cmの貼床を施

• p` 
4 s'5 

上。▲立

2

・

し＼。

ほぼ円形の範囲に焼土を検出。

蔵穴

ほぽ正方形を呈す。

高坪が出土。

積

c
 

炉 住居中央から北西側に偏して直径50cmの

16. 25rriぢ

重複

所見

遺物

壁溝

単独で占地。

無し。

方位 81° 

貯

住居の南西隅に設置。一辺50cm、深さ40cmの

土師器の台付甕・用・

面

出土遺物から古墳時代前期後

半と考えられる。

I ► 10:I 

A
、

83号住居

l

|
丁＇

c
 

生活面
A
、

B
、

構築面

83号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 黒色土。多量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。少量のAs-C粒含む。

4 褐色土。ロームプロック、少量のAs-C粒含む。

5 黒褐色土。

6 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土小プロック含む（貼床）。

｀；上

:1裟疇奇奇蕊萎疇条多萎：蕊忍：：ざ：さ：ど：：ぇ：;:;:;:;:;:;:;:;:

L =87.00m 

旦一 旦

]-----」

83号住居炉

1 赤褐色土。焼土層。少量の黒色土粒含む。

2 黄褐色土。ローム主体で少量の焼土粒含む。

83号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。 As-C粒、少星のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム小プロック含む。

3 暗褐色土。非常に多量のローム粒含む。
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83号住居出土遺物
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84号住居（PL.87・観察表24頁）

形状 住居の南側を試掘調査のトレンチで切られる

が、長軸5.7m、短軸4.9mで長軸を南北にもつ長方形

を呈し、大形長方形に分類。 床面 基盤のローム

層を10cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の

中央部が不整形なピット状に掘り込まれる他は、ほ

ぼ平坦である。この面に厚さ10cmの貼床を施して、

ほぼ平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内に主柱穴は

なく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居中央か

ら南側と北東側に偏した、 2箇所に焼土を検出。 壁

溝 無し。 貯蔵穴 住居の南東隅に設置。直径55

cm、深さ20cmの円形を呈す。 遺物 土師器の甕が

出土。 重複 単独で占地。 方位 167゚ 面積

26.38mね 所見 出土遺物から古墳時代前期と考え

られる。
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F 2 F' 

2324 1234  ―芯ゲ―
三下三上 ：：］:1：：：妥'9]:::]::]:：：：： 言：色土とロームの混土。黒褐色土内に火山灰を均ーに含む（貼床）。

忍ぼ：：：：：：苓：吝§各苓娑苓：：：痣各：：奇奇：：：：：：姿忍姿姿奇忍：：：：：：忍姿；：奇姿：忍店苓t::::：；奇支：；：：：ぎ：苓姿苓苓吝吝姿姿忍：：苓忍姿姿忍苓
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L=87.60m 84号住居炉
l : 40 1m 1 暗褐色土。多蘇のAs-C粒、焼土粒含む。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、炭化物、多且の焼土小プロックと粒子含む。

3 赤褐色土。焼土。

4 暗褐色土。多只の焼土小プロックと粒子、微量のAs-C粒含む。

゜

ー

/、一澤巡

‘
 

／
 

84号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。多位のAs-C粒含む。

2 黒褐色土。少量のAs-C粒、多祉のローム粒含む。

゜
1 : 3 』0cm

84号住居出土遺物
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87号住居（PL.90・観察表25頁）

形状 住居の南側が試掘調査のトレンチで切られる

ため全形は確認できない。東西短軸5.lmを測る。

床面 基盤のローム層を10cm掘り込んで構築面と

し、この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面とする。』一

住居の北東部に土坑状のピットを確認したが、住居

の覆土が浅いためこの住居に伴うか否かの判定がで

きない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も

87号住居生活面

。追

虔

確認できない。 炉 住居中央から北東側に偏して

長軸1.0m、短軸70cmの範囲に焼土を検出。 壁溝
I 2 1 2 1 2 

無し。 貯蔵穴不明。 遺物土師器の甕が出土。 △- II--—-----.9--I — ―L=87 80口A'
重複 単独で占地。 方位 28゚ 面積 測定不可 87号住居

能。 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考え 2 黒褐色土。一部にローム含む。
1 灰褐色土。一部にローム、焼土含む。 0 1 : 80 2m 

． 

られる。 2 5 87号住居 B-B'
且＿ 旦 1 灰褐色土。上部にAs-C粒含む。

口 ：旦！三ロロこ□む。
ー←一

-

87号住居出土遺物
I J l／ロニロ‘¥2 1 310cm  

89号住居（PL.90)

形状 一辺3.6mの正方形を呈し、小形正方形に分

類。 床面 基盤のローム層を10cm掘り込んで構築

面とする。構築面は住居の北西隅が中央部よりやや

深く掘り込まれる他はほぼ平坦である。この面に貼

床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅い

ため生活面は削平されて確認できない。 柱穴 壁

内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉

生活面が削平されて確認できないため、確認できな

ぃ。 壁溝不明。 貯蔵穴住居の南東隅に設置。

直径40cm、深さ30cmの円形を呈す。 遺物 実測可

能な遺物はない。 重複 88号住居と重複。 88住が

89住を切って構築する平面精査の所見を得た。住居

中央部の溝は後世のもの。 方位 60゚ 面積 12.26 

吋（推定）。 所見 貼床内の土師器片から古墳時代

前期と考えられる。
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L=87.90m 

89号住居構築面

A' 

゜
I : 80 2m 

89号住居
1'黄褐色土。少量の焼土粒含む（貼床）。
2 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む（貼床）。



形状

90号住居（PL.90)

長軸3.lm、短軸2.5mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、超小形長方形に分類。 床面

ローム層を 5cm掘り込んで構築面とする。

貼床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅

いため生活面は削平されて炉を除いて確認できな

し％。 柱穴

基盤の

この面に

できない。

70cm、短軸50cmの楕円形状の範囲に焼土を検出。

溝 不明。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

炉 住居中央から南西側に偏して長軸

貯蔵穴 無し。 遺物

壁

実測可能な遺

物はない。 重複 91号住居と重複。 90住が91住を切

って構築する平面精査の所見を得た。 方位 1 58° 

面積 7.4lrriね 所見 貼床内の土師器片から古墳

時代前期と考えられる。

形状

92号住居（PL.92・観察表27頁）

長軸4.6m、短軸4.3mのほぼ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を10cm掘

り込んで構築面とする。構築面は北壁沿いが住居の

中央部よりやや深く掘り込まれる。

cmの貼床を施して生活面を造る。

この面に厚さ 5

柱穴 住居のほ

ぼ対角線上に 4個を確認した。直径25~40cm、深さ

50~80cmの単純円形掘り方を呈し、土層断面で柱痕

を検出。

し。 遺物

炉 不明。 壁溝 無し。

土師器の甕・壺が出土。

貯蔵穴

重複

無

91号

住居と重複。 92住が91住を切って構築する平面精査

の所見を得た。 方位 80° 面積 19. 23rriね

出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

所見

攪乱 2 4 1 3 4 4 

上―__L I-I¥__/-=--ー
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90号住居
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 A' 
王 三上
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L=87.90m 

1 : 40 

。
lm 

A / A' 

。
2m 90号住居
1 暗褐色土。多鼠のロームプロック、

少鼠の焼土粒含む（貼床）。

90号住居炉

1 赤褐色土。炉使用面下の層。

2 暗褐色土。 As-C粒と焼土細粒含む。

3 黄褐色土。ロームプロック主体。

92号住居

B
 

A 

構築面

． 

．
 

◎ @ .. 

土

①
 

2

・

ー・
の

生活面

゜゚L=87.80m 1 : 80 

B' 

A' 

c
 

2m 

92号住居
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92号住居 A-A'

1 黒褐色土。少量のAs-C粒、多量のロームプロック含む。

2 黄褐色土。ローム主体で少旦の黒色土粒含む（貼床）。

3 暗褐色土。多量のローム粒、ロームプロック含む（貼床）。

4 黄褐色土。ローム主体で僅かに黒色土粒含む（貼床）。

92号住居 B-B',C-C' 

1 暗褐色土。砂質土。柱痕跡。

2 暗褐色土。ロームプロック、黒色土（As-C粒含む）プロックの混土。
3 貼床。

： 口ど2

。
1 : 3 10cm 

I 192号住居

出土遺物

93号住居（PL.92)

形状 住居の東側を南北に後世の溝に切られるため

全形は確認できないが、長軸3.4m、短軸2.9mで長軸

を東西にもつ長方形を呈し、小形長方形に分類。 床

面 基盤のローム層を20cm掘り込んで構築面とす

る。構築面は小さな凹凸が多く、各壁の壁際が住居

の中央部よりやや深く掘り込まれる。この面に厚さ

10cmの貼床を施して生活面を造る。確認した範囲の

I ► 

93号住居 93号住居 生活面

1 暗褐色土。多量のAs-B、微量のAs-C粒含む。攪乱。

2 黄褐色土。ローム粒・プロックと少量のAs-C粒含む。
3 黒褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム大粒と小プロック含む。
4 黄褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム粒と小プロック含む。
5 黄褐色土。暗褐色土とロームの混土（貼床）。

93号住居炉
1 暗褐色土。少量の焼土粒含む。

2 暗褐色土。多量の焼土プロック含む。

3 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒、焼土粒含む。

94号住居（PL.93・観察表27頁）

形状 住居の大半が調査区域外のため、全形は確認

できない。 床面 基盤のローム層を20cm掘り込ん

で構築面とする。この面に厚さ10cmの貼床を施して

平坦な生活面を造る。住居北側の溝は後世のもの。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

生活面は平坦でよく整っている。 柱穴 壁内に主

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から北東側に偏して直径50cmの円形の範囲に焼

土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺物

実測可能な遺物はない。 重複 単独で占地。 方

位 112゚ 面積 9.65m'o 所見覆土内の土師器

片から古墳時代前期と考えられる。

I► 

B

＿
 

二三上

＼
 

、Ii
I
I
I
I
I
I
I
I
I

一一
｛

攪
乱

構築面

B_ 
B' 

L =87.70m 

0 1 : 80 2m 

L =87.60m 

0 1 : 40 lm 

い。 炉 確認した床面の中央部に直径50cmの円形

に焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴不明。 遺

物土師器の甕・壺が出土。 重複単独で占地。

方位測定不可能。面積測定不可能。所見出

土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。
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：ロ・ー・マ： L=87.30m 

1 : 40 lm 

祉

94号住居

l 表土。

2 暗褐色土。多量のAs-C粒、少輩のローム粒含む砂質土。

3 暗褐色土。少星のAs-C粒、多量のローム粒含む（貼床）。

4 暗褐色土。 3層に類似するがローム粒の量が多い（貼床）。

94号住居炉

1 黒褐色土。少量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量の焼土粒含む。

3 暗褐色土。多量の焼土粒、ローム粒含む。

。

L=87.50m 

1 : 80 2m 

94号住居出土遺物

゜
1 : 3 10cm 
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形状

96号住居（PL.95・観察表27頁）

長軸5.8m、短軸5.lmで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、大形長方形に分類。

ーム層を35cm掘り込んで構築面とする。構築面は住

居の北東部が中央部より深く掘り込まれる。

に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。炉

の南側の床面直上から炭化材が出土するが、全体的

には焼けた痕跡がない。

断判と穴柱

A
 

を卜ツ
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魯

総
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個
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~
露
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：

5
~

い

4
 

柱穴

床面 基盤のロ

この面

生活面では確認で

きなかったが、構築面で住居の対角線上に確認した

炉

3
 

5
 

97号住居

覧〉
鯰

住居中央から北東

I► 
:....:: 

► ． 
5 

9 ―--、
f ► 、
I I 
1 、9
ヽク――

． 

ヽ

ノ

ヽ

ノ

l

-

．
 

側に偏した直径70cmの範囲にロームを主体とした土

を貼り、

溝 無し。

が、構築面で住居の南東隅に確認した長軸80cm、短

軸55cm、深さ45cmの不整方形ピットを貯蔵穴と判断。

遺物

出土。

住が96住を切って構築する平面精査の所見を得た。

方位

E' 
一

この中央部に強く焼けた痕跡を確認。

土師器の小形甕 ・台付甕 ・壺・高坪、砥石が

重複

69° 

゜
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I

‘

/

I

ー

（

／

｀

／

一
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鼠

閾

ー
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貯蔵穴

住居の南西部で97号住居と重複。 97

面積

生活面では確認できなかった

28.95m刈推定）。 所見

壁

出土遺

物から古墳時代前期前半と考えられる。

A
、

口

／
 27号溝

2 41324  

三一｀三—上

96号住居

IO 

゜

L=86.70m 

1 : 40 lm 

生活面

|0 Ito 

97号住居

27号溝

D' 

構築面
●一

゜

10 
L=87.00m 

1 : 80 

B
、

2m 

96号住居
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96号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む砂質上。

2 暗褐色上。非常に多絨のAs-C粒、多量のローム粒含む。

3 黒褐色土。少量のAs-C粒、直径2cm程度の炭化物含む粘土質。

4 褐色土。ローム主体で非常に多量の黒色土粒含む。

5 暗褐色上。多量のAs-C粒、少量のローム粒・小ブロック含む（貼床）。

6 暗褐色土。 As-C粒は 5層よりもやや少なく、ロームは微量（貼床）。

96号住居炉

1 焼土。

2 ローム。

3 赤褐色土。焼土を含む粘土質。

4 黄褐色土。ローム、 一部に焼土含む。

ク ミ

/ 1 ¥ ¥ 3 

□』／
 

¥ ¥ 

口 8
 

7
 

96号住居出土遺物

。
1 : 3 10cm 

97号住居（PL.94・観察表27頁）

形状 住居の南側が調査区域外のため全形は確認で

きない。東西軸5.0mを測る。 床面 基盤のローム

層を50cm掘り込んで構築面とする。確認した範囲の

構築面は平坦であるが、後世の地滑りのため東西方

向に段差ができ、その南側が低い。厚さ10cmの貼床

を施して生活面を造るが、生活面も地滑りによる段

差ができて平面的に確認できず、土層断面でのみの

確認。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確

認できない。 炉不明。 壁溝不明。 貯蔵穴

不明。 遺物 土師器の台付甕・小形壺が出土。

重複 96号住居と重複。 97住が96住を切って構築す

る平面精査の所見を得た。 方位 84゚ 面積測定

不可能。 所見 出土遺物から古墳時代前期後半と

考えられる。
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97号住居

構築面

I ► 叫 ／ 

2m 

砥
I>、

C C' 

し

ご

97号住居

l 表土。

2 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

3 黒褐色土。 As-C粒は 1層よりやや少なく、少量の炭化物、焼土粒含む。

4 黒褐色土。 As-C粒を微量含む粘質土（貼床）。
97号住居

ノ

2 

¥ 97号住居出土遺物

゜
1 : 3 10cm 

形状

99号住居（PL.97)

長軸4.8m、短軸3.8mで長軸を南北にもつ不

整長方形を呈し、中形長方形に分類。

のローム層を10cm掘り込んで構築面とする。構築面

は南壁沿いに直径l.Om、深さ10cmほどの浅いピット

がある他は平坦である。

面を造るが、全体に掘り込みが浅いため生活面は削

平されて確認できない。

この面に貼床を施して生活

柱穴

く、壁外柱穴も確認できない。

されて確認できないため、確認できない。

明。 貯蔵穴 無し。

し＼。 重複

面（推定）。

単独で占地。

所見

遺物

方位

炉

177° 

床面

面積

基盤

壁内に主柱穴はな

生活面が削平

壁溝 不

実測可能な遺物はな

17.77 

貼床内の土師器片から古墳時代

ロ：！ 5:! 

攪
乱i
 

◎ 

A 

◎
 

B
、

B
、

99号住居

構築面

A 

前期と考えられる。

1 

こ上

99号住居

l 黒褐色土。少損のAs-C粒、ローム粒含む（貼床）。

2 暗褐色土。多量のロームプロック含む（貼床）。 。
2m 

99号住居
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IO I号住居（PL.97)

形状 長軸5.5m、短軸5.2mのやや不整形な方形を

呈し、大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の北

西部を除く各壁際の幅 lmほどの範囲が住居の中央

部より深く掘り込まれ、特に東壁沿いは他の部分よ

り深く掘り込まれる。この面に厚さ10cm以上の貼床

を施して生活面を造るが、生活面の上面は上位に重

複する78号住居によって削平されて確認できない。

柱穴 住居のほぼ対角線上に 4個を確認した。柱穴

の芯々を結ぶ四角形は住居の外形とほぼ相似形で、

長軸3.6m、短軸2.8mの整った長方形を示す。柱穴は

生活面で直径50~80cm、深さ70~80cmの楕円形状掘

り方を呈す。 炉 生活面が削平されているため、

確認できない。 壁溝無し。 貯蔵穴無し。 遺

物 実測可能な遺物はない。 重複 76• 78 • 100号

住居と重複。 76住が101住を切って構築する平面精

査の所見を得、 78住の床面が101住の上位に構築さ

れている土層断面の所見を得た。 79住との新旧関係

を判定する資料を欠く。なお、住居の西側と東側を

南北に走行する溝は後世のもの。 方位 45゚ 面積

28.03m'o 所見 覆土内の土師器片から古墳時代前

期と考えられる。
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ID I号住居生活面

101号住居 B-B'

1 暗褐色土。微量のAs-C粒、多量のローム粒 ．

小プロック含む。

2 暗褐色土。少量のローム、微量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。黒褐色土とロームの混土。

101号住居 A-A'

1 暗褐色土。少量のローム粒含む。

2 黒褐色土。少量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。暗褐色土とローム小プロックの混土（貼床）。 A 78号住居 2
△ 

L=87.40m 

0 1 : 80 2m 

IOI号住居
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Itri 

IOI号住居構築面

。
L=87.30m 

1 : 80 2m 

102号住居（PL.99・観察表28頁）

形状 一辺4.7mの整った正方形を呈し、中形正方形

に分類。 床面 基盤のローム層を60cm掘り込んで

構築面とする。構築面は北壁を除く各壁際の幅70cm

ほどが住居の中央部より深く掘り込まれる。この面

に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

柱穴 住居のほぼ対角線上に4個の主柱穴を確認し

た他、東壁の南側と南壁の東側に合計2個の壁柱穴を

確認。主柱穴は直径25~40cm、深さ50~60cmの単純

円形掘り方を呈す。壁柱穴は直径40cm、生活面から

の深さ20cmで、壁を半円形状に掘り込む。 炉 住

居中央から北側に偏して直径80cmの円形の範囲に焼

土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴住居の南西隅

に設置。直径35cm、深さ35cmの円形を呈す。 遺物

土師器の台付甕・壺が出土。 重複 単独で占地。

方位 72゚ 面積 21.47m刈推定）。 所見 出土遺

物から古墳時代前期中葉と考えられる。この遺跡で

はll• 32 • 127号住居に壁柱穴が認められるが、この

住居の壁柱穴は径が大きく、壁に 1個のみ存在。

＝ 叫
•• 2 ヽ

◎ 
A II. 
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I 

7号溝i
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゜
坑
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． ． ◎ 
こ

102号住居
|ご 叫生活面

5 1 7 9 10 6 8 

ロニ□□上

o 1 : 80 2m 

102号住居
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102号住居

l 灰褐色土。多星のAs-B含む表土の残存。

2 暗褐色土。多星のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。多最のAs-C粒含み、 2層よりも明るい。

4 暗褐色土。少鼠のAs-C粒、ローム大粒含む。

5 暗褐色土。 4層に類似するが黒色土粒より多く含む。

6 黄褐色土。ローム主体でローム大プロックと黒褐色土の

混土（貼床）。

Iロ q̀ 

7 黒褐色土。黒褐色土主体でローム大プロック ・小プロック

と黒褐色土の混土（貼床）。

8 黒褐色土。多量のローム小ブロック ・ローム粒含む（貼床）。

9 黄褐色土。ロームプロック主体（貼床）。

10 黄褐色土。ローム粒と黒褐色土粒の混土（貼床）。

＼ q̀ 乱

B
、

102号住居構築面 叫 2| 叫

E
 

E'F  

L =87.70m 

0 1 : 80 2m 

102号住居炉

l 暗褐色土。少量のローム大粒と焼土粒含む。

2 暗褐色土。多星の焼土プロックとローム小プロック含む。

I 2 

三一ゞジj―-旦
L=87.10m 

O 1 : 40 lm 

1 : 3 

// 2 

10cm 

102号住居出土遺物(I)
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102号住居出土遺物(2)

103号住居(PL.101)

形状長軸5.lm（推定）、短軸4.lmで長軸を南北に

もつ長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を15cm掘り込んで構築面とする。この

面に貼床を施して生活面を造るが、全体に掘り込み

が浅いため生活面は削平されて炉を除いて確認でき

ない。重複する溝は後世のもの。 柱穴 壁内に主

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉 住居

中央から南東側に偏して 3箇所に焼土を検出。 壁

溝不明。 貯蔵穴 無し。 遺物実測可能な遺

物はない。 重複 単独で占地。 方位 141゚ 面積

20. 6lrri刈推定）。 所見 貼床内の土師器片から古墳

時代前期と考えられる。

［ 三上
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103号住居炉

l 焼土と黒褐色土含む。

2 黄褐色土。

1 1 □戸三上 L=8770m 
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103号住居生活面

3 7号溝 3 1 2 

_A_ I I I I I立

103号住居

1 焼土。

2 黒褐色土。少鼠のAs-C粒含む。

3 黄褐色土。少旦の黒褐色土含む。 L=87.80m 

0 I : 80 2m 

103号住居
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105号住居（PL.104・観察表29頁）

形状 長軸6.9m、短軸5.8mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、超大形長方形に分類。 床面 基盤の

ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は

全体に小さな凹凸が多く、各壁際の幅70cmほどの範

囲が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。この

面に厚さ10cmの貼床を施して生活面を造る。重複す

る溝は後世のもの。 柱穴 住居のほぼ対角線上に

4個を確認。直径55~70cm、深さ1.0mの単純円形掘

り方を呈す。 炉 住居中央から北西側に偏して長

軸1.3m、短軸60cmの不整楕円形状の範囲に焼土を検

出。 壁溝無し。 貯蔵穴生活面では確認でき

なかったが、構築面で住居の北東隅に確認した直径

50cm、深さ60cmの円形ヒ゜ットを貯蔵穴と判断。 遺

物 土師器の台付甕・器台が出土。 重複 15号掘

立柱建物と重複。新旧関係を判定する資料を欠く。

方位 32゚ 面積 36.67m'o 所見出土遺物から

古墳時代前期中葉と考えられる。

|の 叫

． ゜
． 2 
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ロロ上

A-
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ぷ

A-

N-

言

叫 105号住居

三こュこしこ＝＝＝＝＼30号溝］」」」一云△
105号住居

l 茶褐色土。 As-C粒含む。

2 貼床。

3 黄褐色土。僅かにローム細粒含む（貼床）。

゜L=87.70m 
1 : 80 2m 

105号住居炉

1 赤褐色土。焼土主体で少量の黒色土粒含む。

_Q_ 1 攪乱 l 

下三一一旦

L=87.60m 
0 I : 40 lm 

105号住居
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105号住居出土遺物

形状

106号住居（PL.105・観察表29頁）

長軸4.5m、短軸4.2m（推定）のほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。

を20cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁際の

幅70cmほどの範囲が住居の中央部よりやや深く掘り

込まれる。

を造る。

構築面で住居のほぽ対角線上に確認した 4個のピッ

この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面

柱穴 生活面では確認できなかったが、
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トを柱穴と判断。

長軸75cm、短軸50cmの楕円形の範囲に焼土を検出。

壁溝 無し。 貯蔵穴

壺・高坪が出土。

住居の南東隅で15号掘立柱建物と重複。重複部に攪

乱を受けて、いずれも新旧関係を判定する資料を欠

く。 方位
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89° 

炉

重複

面積

住居中央から北側に偏して

無し。 遺物

住居の北側で131号住居と、

18.09m'o 

土師器の甕・

所見 出土遺物

から古墳時代前期中葉と考えられる。

¥o, I 凶
一―
----------:: 

106号住居

生活面 構築面

2 4 5 

_A_ I I I Ill 企

106号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 茶褐色土。ローム粒含む。

3 暗褐色土。多星のローム小プロック、ローム粒含む（貼床）。

4 黄褐色土。ローム主体で少鼠の黒色土粒含む（貼床）。

5 暗褐色土。非常に多鼠のローム粒含む（貼床）。

6 貼床。

D D' L=87.80m 

1 : 40 
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1 2 106号住居炉 0 

一三 ： ：；：土。僅かに焼土含む。
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107号住居（PL.106・観察表29頁）

形状長軸4.4m、短軸4.2mのほぽ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を35cm掘

り込んで構築面とする。構築面は確認した壁の壁際

の幅70cmほどの範囲が住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に厚さ15cmの貼床を施して生活

面を造る。住居の南西部は倒木痕と攪乱。 柱穴 生

活面では確認できなかったが、構築面で住居のほぽ
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107号住居生活面

3 2 4 

A' 

A' 

心 ＿

107号住居

1 黒褐色土。多輩のAs-C粒、少星のローム大粒含む。

2 黒褐色土。多量のローム大粒と焼土粒、少量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。ローム小ブロック ・粒と暗褐色土の混土。

4 暗褐色土。多量のローム粒含む（貼床）。

対角線上に確認した 3個のピットを柱穴と判断。

炉 住居中央から北東側に偏して直径70cmの円形の

範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴 生活

面では確認できなかったが、構築面で住居の南東隅

に確認した直径30cm、深さ25cmの円形ピットを貯蔵

穴と判断。 遺物 土師器の甕 ・高坪が出土。 重

複単独で占地。 方位 67゚ 面積 17.30m'o 所

見 出土遺物から古墳時代前期後半と考えられる。

凶 ul 

可
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107号住居炉

l 暗褐色土。暗褐色土、ロームプロック、焼土の混土。

2 暗褐色土。暗褐色土とロームプロックの混土。

2 1 2 
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L=87.70m 

0 1 : 40 lm 

倒木痕

l 暗褐色土。少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 暗褐色土。 2層より多量のローム粒含む。

4 暗褐色土。ロームと黒色土の混土。

5 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色粒含む。

6 黄褐色土。ローム。

7 黄褐色土。ローム暗色帯漸移層。

8 黄褐色土。ローム暗色帯。

9 黄褐色土。ロームと暗色帯土の混土。

L=87.90m 

0 1 : 80 2m 

¥ I f 
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107号住居出土遺物
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O 1 : 3 10cm 
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形状

108号住居（PL.107・観察表30頁）

長軸6.6m、短軸6.4mのほぽ正方形を呈し、超

大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を25cm

掘り込んで構築面とする。構築面は確認した壁の壁

際が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。

壁際の部分にのみ厚さ10cmの貼床を施して平坦な生

活面を造る。 柱穴

この

住居のほぼ対角線上に 4個を

確認した。直径80~100cm、深さ40~80cmの単純円形

掘り方を呈し、北東に位置する柱穴には直径10cmの

柱痕を検出。

偏した2箇所に焼土を検出。

無し。

2 m。

遺物

所見

炉 住居中央から北東側と南西側に

壁溝

土師器の甕・台付甕が出土。

129号住居と重複。 129住が108住を切って構築する

土層断面の所見を得た。 方位

無し。

74° 面積

貯蔵穴

重複

41.85 

出土遺物から古墳時代前期中葉と考え

られる。
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生活面 D
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108号住居A-A' 2 3 

1言：：虹A口:ノcロニ量□亨三＝＝＝＝＝ニ..A 
黄褐色土。ロームプロックと暗褐色土プロッ

クの混土。

黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む

（貼床）。

2
 

I 

土—==立
多多苓苓多多：：多多苓：忍忍忍姿苓忍忍洛奇奇姿姿姿姿忍忍姿奇忍姿

褻ささささささささささ：：とさ：：さとささとと：；各さ各：：さ各さも

108号住居H-H'
l 暗褐色土とローム小プロックの混土。

微量の焼土粒含む。

108号住居 G-G'

l ロームが焼けた焼土。

且 ---止:'f':',::::::::::::::=:;:::=:;:;::::;,:':::W,,:;:,t/t?t,:f}:':::::':::::'::::; 
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108号住居 B-B',C-C' 

1 暗褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム大粒含むローム粒と

暗褐色土粒の混土。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒と黒褐色土プロック含む。

3 黄褐色土。ローム粒・小プロック主体。

4 暗褐色土。多量のAs-C粒含むローム大粒と暗褐色土の混土。

目
108号住居構築面

5 黒褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム大粒・細粒含む。

6 暗褐色土。 2層に類似。少量のAs-C粒含むローム粒と暗褐色

土の混土（柱痕）。

7 暗褐色土。多量のAs-C粒、少旦のローム大粒、ローム粒、多

盤の暗褐色土小プロック含む。

8 暗褐色土。少量のAs-C粒含む暗褐色土とロームブロックの混土。

9 黄褐色土。ロームブロック主体。

0 1 : 80 2m 

108号住居出土遺物
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109号住居生活面
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゜
1 : 80 2m 

109号住居（PL.108)

形状 長軸5.5m、短軸4.5mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基盤のロ

ーム層を10cm掘り込んで構築面とする。この面に貼

床を施して生活面を造るが、全体に掘り込みが浅い

互ため生活面は削平されて炉を除いて確認できない。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

ぃ。東壁際に 1個、西壁際に 2個の直径40cm、深さ

10~30cmほどのピットを確認したが、柱穴とは判断

せず。 炉 住居中央から南西側に偏して長軸80cm、

短軸40cmの範囲に焼土を検出。 壁溝 北壁に幅15

cm、構築面からの深さ 5cmの溝を確認。 貯蔵穴

無し。 遺物実測可能な遺物はない。 重複単

独で占地。 方位 58゚ 面積 23.67rriね 所見貼

床内の土師器片から古墳時代前期と考えられる。

109号住居
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攪乱 2 

上 ___}‘I--

l 攪乱 2 1 

J_- 1_j_Jー 立。
109号住居炉

l 暗褐色土。非常に多鼠のローム粒、焼土粒含む。

L=87.90m 
1 : 80 2m 

109号住居

l 暗褐色土。少旦のAs-C粒、非常に多最のローム粒含む（貼床）。

2 黄褐色土。ローム主体で少旦の黒色土粒含む（貼床）。

110号住居(PL.109・観察表30頁）

形状 住居の南東部で他の住居と重複し、住居の西

側に攪乱を受けるため全形は確認できない。

基盤のローム層を20cm掘り込んで構築面とする。構

築面は確認した壁の壁際が住居の中央部よりやや深

く掘り込まれる。 この面に厚さ10cmの貼床を施して

平坦な生活面を造る。 柱穴

床面

生活面では確認でき

なかったが、構築面で確認した2個のピッ トを柱穴

゜
L=87.80m 
1 : 40 lm 

と判断。

蔵穴

重複

面積

炉

不明。 遺物

測定不可能。

攪乱 l 

□←—←王:・: 

住居中央部に長軸1.4m、短軸70cmの

楕円形状の範囲に焼土を検出。

示す土層断面の所見を得た。

所見

壁溝

方位

無し。 貯

土師器の甕 ・壺・高坪が出土。

住居の南側で111号住居と、住居の東側で128

号住居とそれぞれ重複。llO住→128住→lll住の順を

測定不可能。

出土遺物から古墳時代

前期後半と考えられる。
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111号住居

C' 

128号住居

構築面

゜
L=87.80m 

I : 80 2m 

ジ
A 

ー ニ ― lll0号二。暗褐色土とローム小プロック、焼土大粒の混土。

穿：：姿：翠：：：菱：菱：翌：5淡：差：菱：菱：五：淡：歴：菱：：弱：翠：菱：差：菱：菱：足：：t：菱：・:菱：・：:::: 2 貼床。

゜

110号住居炉
1 焼土。

L=87.70m 

1 : 40 lm 

B 1 B' 

蓼
誌蕊．：：：； 
惑楽：葵：；•へ•••へ·.·,·.·.·.·,·.·.•が·.·.·.·.·.

I¥ 
1 : 3 

!J 
10cm 

110号住居出土遺物
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112号住居（PL.108)

形状長軸4.3m、短軸4.lmのほぼ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を15cm掘

り込んで構築面とする。この面に貼床を施して生活

面を造るが、全体に掘り込みが浅いため生活面は削

平されて確認できない。 柱穴 壁内に主柱穴はな

く、壁外柱穴も確認できない。 炉 生活面が削平

されて確認できないため、確認できない。 壁溝 無

し。 貯蔵穴無し。 遺物 実測可能な遺物はな

い。 重複単独で占地。 方位 156゚ 面積 17.30

吋（推定）。 所見 貼床内の土師器片から古墳時代

前期と考え られる。

112号住居

1 黒褐色土と黄褐色土の混土（貼床）。

2 黄褐色土（貼床）。

A
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L=87.80m 

3 黄褐色土と黒褐色土の混土（貼床）。

4 黄褐色土。僅かに黒褐色土含む（貼床）。 112号住居 構築面。

攪乱

1 : 80 

／
 
A' 

4 攪乱 A'

2m 

113号住居（PL.112)

形状長軸3.5m、短軸3.4mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を15cm掘

り込んでそのまま生活面とする。生活面は全体にほ

ぼ平坦。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、 壁外柱穴も

確認できない。 炉不明。 壁溝無し。 貯蔵

穴無し。 遺物実測可能な遺物はない。 重複

住居の北西部で114号住居と重複。 113住が114住を

切って構築する平面精査の所見を得た。 方位 l19° 

面積 11.34mぢ 所見 覆土内の土師器片から古墳

時代前期と考えられる。

113号住居

1 暗褐色シルト。少鼠のAs-C粒、多童のローム小プロック、ローム粒含む。

2 褐色土。ロームと黒色土との混土。

3 明褐色シルト。非常に多星のローム粒含む。
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113号住居生活面゜
I : 80 2m 

114号住居（PL.113・観察表30頁）

形状 長軸4.6m、短軸4.5mの整ったほぼ正方形を

呈し、中形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を40cm掘り込んで構築面とする。構築面は西壁と南

壁に沿った幅1.0mほどの範囲が、住居の東側より深

く掘り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床を施して

生活面を造る。生活面は全体に平坦で整っており、

炉を含む住居の東側を中心とした部分は、踏み固め

られて硬い。柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

も確認できない。 炉 住居中央から北東側に偏し

て長軸70cm、短軸50cmの楕円形状の範囲に焼土を検

出。壁溝 幅10cm、深さ10cmで南西隅を除いて全周。

貯蔵穴住居の南東隅に設置。長軸85cm、短軸80cm、

深さ30cmのほぼ正方形を呈す。 遺物 土師器の甕・

小形甕・台付甕・壺・用・ 高坪 ・器台が出土。 重

複住居の南東部113住と、住居の西側で115号住居
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とそれぞれ重複。 114住が115住を切り、 113住が114

住を切って構築する平面精査の所見を得た。 方位

114号住居
ヽ
ヽ

A
 

1ー

1

9

0

／
 

ヽ

ー

／

‘

＼

l

ヽ

I

ー

[

I

 

ノ

＼

・．．
 
：こー3 
羞
人
/

/

1

ー

I

、

ーー

・

•
い

！

9

ー
／
1

j

ー

・

・
ー，
 
l

.

 ．
 
．
 

＼
 
A' 

113号住居

118゚ 面積 20.67mね 所見出土遺物から古墳時

代前期中葉と考えられる。

＼ロ

A 

c
_
c
 

3 

｀三二三上
114号住居及び貯蔵穴 4 5 7 6 D 

： ：：::：；；立ロニコ含む。上べ五主
3 茶褐色土。 ．：・:：食活淡翁痰：：翌怒
4 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。 恣翠唆象：蕊恣落葵婆 L=87.50m

5 黒褐色土。直径 1cm大のローム粒を均ーに含む。

6 茶褐色土。ローム粒を均ーに含む。 1 2 E' 

; :::!：竺;::言冨色土の混土（貼床）。 上＿一ーミ＝＝シ一―
。口：誓 lm

D' 

114号住居炉

1 焼土。少旦の黒褐色土含む。

2 黄褐色土。
L=87.50m 

0 1 : 40 2m 
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114号住居出土遺物（I)
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115号住居（PL.112)

形状住居の東側が重複のため全形は確認できない。

南北軸5.2mを測る。 床面 基盤のローム層を10cm

掘り込んで構築面とする。構築面は確認した壁の壁

際70cmほどの範囲が住居の中央部よりやや深く掘り

込まれる。この面に貼床を施して生活面を造るが、

全体に掘り込みが浅いため生活面は削平されて確認

できない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

も確認できない。 炉 生活面が削平されて確認で

きないため、確認できない。 壁溝不明。 貯蔵

穴 住居の南西隅に設置。長軸60cm、短軸40cm、深

さ15cmの楕円形状を呈す。 遺物 実測可能な遺物

はない。 重複 114号住居と重複。 114住が115住を

切って構築する平面精査の所見を得た。 方位 8 0 

面積 測定不可能。 所見 貼床内の土師器片から

古墳時代前期と考えられる。

南西隅に設置。長軸80cm、短軸70cm、深さ25cmの方

形を呈す。 遺物 土師器の小形甕 ・台付甕が出土。

重複 単独で占地。 方位 16゚ 面積 25.59m'o所

見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

116号住居炉
1 赤褐色焼土。 As-C粒を憧かに含む。

2 暗褐色土。多輩のAs-C粒、ローム粒、焼土プロック含む。

3 暗褐色土。ロームプロック、暗褐色土、 As-C粒の混土。

。
L =87.80m 

1 : 40 

2 1 3 

：／上

114号

： 三居:5号二王上色土。焼土:';号；讐
2 黄褐色土。ローム主体で少

屈の黒色土粒含む（貼床）。

116号住居（PL.115・観察表31頁）

形状 長軸5.3m、短軸5.lmのほぽ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を10cm掘

り込んで構築面とする。構築面は全体にほぼ平坦で

ある。この面に貼床を施して生活面を造るが、全体

に掘り込みが浅いため生活面は削平されて炉の底面 A 

を除いて確認できない。 柱穴 壁内に主柱穴はな

く、壁外柱穴も確認できない。 炉住居中央から

北東側に偏して長軸l.lm、短軸80cmの楕円形状の範

囲に焼土を検出。 壁溝 不明。 貯蔵穴住居の

116号住居構築面

． 

攪乱

114号住居

0 1 : 80 2m 

ロ 。 且

⑤ど
-------------

1 3 3 2 3 3 
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116号住居
1 黒褐色土。 As-C粒をまばらに含む（貼床）。

2 ロームと黒褐色土の混土で、 As-C粒を均ーに含む（貼床）。

3 黄褐色土（貼床）。

116号住居
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L =87.90m 

皇言三三夏
0 1 : 3 10cm 
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116号住居出土遺物
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117号住居（PL.116・観察表31頁）

形状 長軸6.lm、短軸5.2mで長軸を南北にもつ整

った長方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を20cm掘り込んで構築面とする。構築

面は各壁際の幅l.Omほどの範囲が住居の中央部よ

りやや深く掘り込まれる。この面に厚さ10cmの貼床

を施して生活面を造る。住居南西隅のピットは攪乱。

柱穴 生活面では確認できなかったが、構築面で住
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117号住居

生活面

居のほぽ対角線上に確認した 4個のピットを柱穴と

判断。 炉 住居中央から南西側に偏して長軸1.0

m、短軸60cmの範囲に焼土を検出。 壁溝無し。

貯蔵穴 住居の南東隅に設置。直径60cm、深さ35cm

の不整円形を呈す。 遺物 土師器の甕・台付甕．

壺・器台が出土。 重複 単独で占地。 方位 173° 

面積 28.98m'。 所見 出土遺物から古墳時代前期

中葉と考えられる。

¥'Tlに

A' 

E' 

B
 

B' 

117号住居

l 暗褐色シルト。多量のAs-C粒、ロームプロック、ロー

ム粒含む。

2 黄褐色土。ローム主体で暗褐色土プロック含む（貼床）。

3 黄褐色土。 2層よりもロームの羅が極めて多い（貼床）。

4 暗褐色土。 As-C粒、ローム粒・小プロック含む（貼床）。

E' 
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主＿ // L =87. 90m / / / !:.ニ

c
 

C'E  
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三＼三_Q__

117号住居炉

1 赤褐色土。焼土層。多量のローム粒含む。

2 黄褐色土。焼土層。少量の黒色上粒含む。

L=87.70m 
0 I : 40 lrn 

G
 

L=87.90m G' 

117号住居
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117号住居出土遺物

118号住居（PL.115・観察表32頁）

形状長軸4.0m、短軸3.9mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を 5cm掘

り込んで構築面とする。構築面は北壁と西壁の壁沿

いが幅1.0mの範囲に住居の中央部よりやや深く掘

り込まれる。この面に貼床を施して生活面を造るが、

全体に掘り込みが浅いため生活面は削平されて炉の

底面を除いて確認できない。したがって、生活面と

して図示した平面図は、生活面と構築面の中間、つ

まり貼床の中位のもの。 柱穴 壁内に主柱穴はな

124 

く、壁外柱穴も確認できない。 炉 住居中央から

北東側に偏して長軸90cm、短軸60cmの範囲に焼土を

検出し、一部は白色粘土が焼土化。 壁溝 無し。

貯蔵穴 住居の南東隅に設置。直径55cm、深さ50cm

の円形を呈す。 遺物 土師器の小形粗製土器が出

土。 重複住居の北西隅で119号住居と重複。平面

精査から118住が119住を切って構築するとの所見を

得たが、重複部が極めて少ないため確実性を欠く 。

方位 163゚ 面積 15.59m'o 所見出土遺物から

古墳時代前期と考えられる。



119号住居
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118号住居生活面
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構築面
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118号住居

l 暗褐色土。多量のローム小プロック、ローム粒含む。

2 貼床。

／`口18号；言s言心竺゜多く含み、

.....................t:·:·ふ：••• 3 暗褐色土。非常に多量のローム粒含む。

L=87.80m 

゜
I : 80 2m 

゜

4 暗褐色土。多量のローム小プロック含む。

1 : 3 10cm ： 
118号住居出土遺物

119号住居（PL.117・観察表32頁）

形状長軸5.2m、短軸4.9mのほぽ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を20cm掘

り込んで構築面とする。構築面はほぼ4個の柱穴を結

ぶ線の外側が住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面を造る。

生活面は全体に平坦で整っており、炉を含む住居の

東側を中心とした部分は、踏み固められて硬い。 焼

失 この住居は焼失住居で、住居のほぽ全面にわた

って多量の垂木の他、梁・桁材の炭化材と焼土を検

出。これらの出土レベルは、住居中央部のものは床

面に密着しているが、壁際のものは床面からの位置

が僅かに高い。一方、貯蔵穴の上位には貯蔵穴の埋

没後に炭化材が位置し、貯蔵穴の埋没土には人為的

に埋めた痕跡がない。したがって、火災は住居の使

c
 

L =87.90m C' 

118号住居炉

l 暗褐色シルト。全体に砂質。

2 赤褐色シルト。焼土。

3 赤褐色シルト。焼土を主体とし、多鼠の黒色土粒含む。

4 黒褐色シルト。少量のAs-C粒、ローム粒含む。

□三上。 L=87.80m 

1 : 40 lm 

118号住居

用時ではなく、少なくとも貯蔵穴の埋没が終了した

時点で、住居の埋没過程のものと考えられる。 柱

穴 生活面では確認できなかったが、構築面で住居

のほぽ対角線上に確認した 4個のピットを柱穴と判

断。 炉 住居中央からやや北東側と南西側に偏し

た2箇所に焼土を検出。北東のものは長軸70cm、短

軸60cm、南西のものは長軸50cm、短軸30cmで、いず

れも楕円形状を呈す。 壁溝無し。 貯蔵穴住

居の南東隅に設置。一辺70cm、深さ40cmのほぼ正方

形を呈す。 遺物 土師器の台付甕・壺・高坪・器

台・蓋・用が出土。 重複 住居の南側で118号住居

と重複。平面精査から118住が119住を切って構築す

るとの所見を得たが、重複部が極めて少ないため確

実性を欠く。 方位 157゚ 面積 23.98mね 所見

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

125 



臼□皇星

19号住居

生活面

8 

怜
構築面

D
 

D' 

A
 

E
 

A' 

E' 

B' 

B
 3 4 18 2 4 

上 -- -ニ こ 戸△
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119号住居 A-A'

1 暗褐色土。多鼠のAs-C粒、ローム粒 ・大粒、少戴の炭化物含む。

2 黒褐色土。焼土粒と炭化物主体。

3 黄褐色土。ローム小プロック、暗褐色土、 As-C粒の混土。

4 黄褐色土。ローム主体で少址の黒色土粒含む（貼床）。

D
 

D' 

E
 

E
 

B
 

2 3 B' 

119号住居 B-B＇（貯蔵穴）

l 暗褐色土。 As-C粒、炭化物、少鼠の焼土粒、微星の

ローム大粒、多絨のローム粒含む。

2 暗褐色土。ローム粒 ・小プロックと暗褐色土の混土。

3 暗褐色土。 2層よりも暗褐色土の量が多い。

4 貼床。

1 3 2 

F
 

L=87.80m 

0 I : 80 2m 

c
 

C' 
L=87.60m 

0 1 : 40 lm 

119号住居炉

1 黒褐色土。微星のAs-C粒、ローム粒、少撮の焼土大粒含む。

2 暗褐色土。ローム大粒と暗褐色土の混土。

3 焼土。焼けた基盤層。

冒胃冒9
亨彎］、三
¥ ¥、 A

ヽ I / 

1:3 10cm 

119号住居出土遺物（I)
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120号住居(PL.119・観察表33頁）

形状 住居の北東部に攪乱を受けて、全形は確認で

きない。東西軸3.8mを測る。 床面 基盤のローム

層を10cm掘り込んで構築面とする。構築面は確認し

た壁の壁際が住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面

を造る。生活面は炉を含む住居の中央部分が踏み固

められて硬い。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外

柱穴も確認できない。 炉 住居中央部に直径50cm

の円形の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵

穴無し。 遺物土師器の甕・壺・器台が出土。

重複 単独で占地。 方位 133゚ 面積測定不可

能。 所見 出土遺物から古墳時代前期と考え られ

る。

120号住居出土遺物
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生活面

1 3 攪乱 2 1 攪乱 3 1 

． 至~'
玲：：落：翠

120号住居

1 暗褐色シルト。多量のAs-C粒含む砂質土。

2 焼土。

3 貼床。

...... 
L=87.70m 

゜

B
-I

I
I
Ocm 

加

ー

120号住居

L=87.80m 

構築面

I 
I 
I 

¥ A' 

B' 

B' 

゜
1 : 80 2m 

121号住居（PL.119)

形状 長軸3.5m、短軸3.3mのほぼ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 住居の大半を攪乱で切ら

れるが、基盤のローム層を10cm掘り込んで構築面と

する。この面に貼床を施して生活面を造るが、全体

に掘り込みが浅いため生活面は削平されて確認でき

ない。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確

認できない。 炉 生活面が削平されて確認できな

いため、確認できない。 壁溝 不明。 貯蔵穴無

し。 遺物実測可能な遺物はない。 重複 単独

で占地。 方位 155゚ 面積 10.80m'。 所見貼

床内の土師器片から古墳時代前期と考えられる。

A
 

攪乱

I I 
¥ I 
¥ I 
ヽ ／----------

攪乱 攪乱 l 

上函—,-_ / -」-上
::::::::::::::::,:,:,:,::❖;:,:, 
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忍苓：；；多忍斎忍斎虔忍斎条：言：忍：；

121号住居

1 暗褐色土。微量のAs-C粒、少量のローム大粒含む。
L =87.70m 

0 1 : 80 2m 

121住居構築面
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形状

122号住居(PL.119・観察表33頁）

長軸8.9m、短軸8.0mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、超大形長方形に分類。

中央部より深く掘り込まれる。

床面 基盤の

ローム層を35cm掘り込んで構築面とする。構築面は

南壁を除く各壁の壁際が幅80cmほどの範囲が住居の

この面に厚さ 5cmの

貼床を施して平坦な生活面を造る。生活面はほぼ4

個の柱穴を結ぶ線の内側が踏み固められて硬い。

柱穴 生活面では北東に位置する 1個を確認したの

確認した。生活面で確認した 1個は直径20cm、深さ

60cmの単純円形掘り方を呈す。

北東側に偏して長軸90cm、短軸50cmの楕円形状の範

囲に焼土を検出。

すると考えられるが、西壁と南壁部は未確認。

蔵穴 住居の南東隅に設置。長軸90cm、短軸80cm、

深さ60cmの長方形を呈す。

高坪・器台が出土。

面積 69. OOrriね

壁溝

重複

所見

遺物

炉 住居中央から

幅15cm、深さ10cmで全周

土師器の台付甕・

単独で占地。 方位

貯

68° 

出土遺物から古墳時代前期
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122号住居 生活面
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6
 

A
、

゜
1 : 80 2m 

c
 

゜
L=87.50m 

1 : 40 lm 

2 1 2 2 

ペ

122号住居

1 攪乱。

2 茶褐色土。ローム粒含む。

3 黒色土と茶褐色土の混土。ローム粒含む。

4 茶褐色土。多量のAs-C粒、ローム粒含む。

5 茶褐色土。少鼠のAs-C粒、多量のローム粒・大粒含む。

6 黒褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒含む。

7 暗褐色土。微量のAs-C粒、多量のローム粒、少皇のローム大粒含む。

8 黒褐色土。多籠のローム大粒、少量のAs-C粒含む。

9 黄褐色土。ローム小プロックと黒褐色土の混土（貼床）。
C' 

122号住居炉

l 黄褐色土。ローム主体で少量の焼土粒、多星の黒色土小プロック含む。

2 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む。

122号住居
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122号住居出土遺物
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123号住居（PL.119・観察表33頁）

形状 長軸4.2m、短軸4.0mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 韮盤のローム層を10cm掘

り込んで構築面とする。この面に貼床を施して生活

面を造るが、全体に掘り込みが浅いため生活面は削

平されて炉の底面を除いて確認できない。 柱穴

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉

住居中央から北東側に偏した直径50cmの円形の窪み

を確認し、この南縁に焼土を検出。 壁溝 不明。

貯蔵穴 住居の南東隅に設置。長軸80cm、短軸50cm、

深さ50cmの不整方形を呈す。 遺物 土師器の台付

甕・器台が出土。 重複 単独で占地。 方位 102° 

面積 15.86rriね 所見 出上遺物から古墳時代前期

後半と考えられる。

|° ¥ 

I。：ペ

．◎ 口
It/ I立攪乱 ） 

123号住居生活面

B' 

゜
1 : 3 10cm 

123号住居出土遺物

124号住居（PL.120・観察表33頁）

形状 長軸4.9m、短軸3.9mで長軸を東西にもつ歪

んだ不整長方形を呈し、中形長方形に分類。 床面

基盤のローム層を20cm掘り込んで構築面とする。構

築面は各壁の壁際が深く掘り込まれることなく、全

体にほぼ平坦である。この面に厚さ 5cmの貼床を全

面にほぼ均ーに施して生活面を造る。生活面は全体

に平坦でよく整っている。 柱穴 壁内に主柱穴は

なく、壁外柱穴も確認できない。 炉 住居中央か

2 I 2 2 2 
A I / / / / A' 

123号住居

_ ---I9 /-

1. 黒褐色土。少望のローム粒含む。攪乱か？。

2 暗褐色土。微載のAs-C粒含む黒褐色土とロームの混土（貼床）。

B 

123号住居炉
1 黒褐色シルト。少量のAs-C粒、焼土粒含む。

2 赤褐色シルト。焼土を主体とし少鼠のロームプロック含む。

3 赤褐色土。焼土粒、ロームプロック、黒色土プロックの混土。

4 暗褐色シルト。多鼠のローム粒含む。

5 褐色シルト。ローム主体とし多星の黒色土小ブロック含む。

L=87.80m 

凸三上

0 1 : 80 2m 

L=87.80m 

0 1 : 40 lm 

123号住居

ら南西側に偏して長軸l.lm、短軸70cmの不整楕円形

状の範囲に、強く焼けた痕跡を残す焼土を検出。 壁

溝無し。 貯蔵穴住居の南東隅に設置。長軸80

cm、短軸70cm、深さ35cmの方形を呈す。 遺物 土

師器の甕・台付甕・壺・用が出土。 重複 単独で

占地。 方位 66゚ 面積 18.76m'。 所見 出土遺

物から古墳時代前期中葉と考えられる。近接する

118 • 119 • 120 • 121・122号住居に軸線の傾きが近似

するが、規模はそれぞれ異なる。
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124号住居生活面 叫/1Q 
2 3 1 2 3 攪乱 1_3 2 • 4 

王＝二立

L=87.80m 

B
 

L =87.70m 

B D 

124号住居

1 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 黒褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム粒を均ーに含む。

3 黄褐色土。黒褐色土とロームの混土。

4 黄褐色土。ロームを主体で多且の黒色土小プロック、黒

色土粒含む（貼床）。

124号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。住居覆土 2層と同じ。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム 。
細粒と大粒含む。

D' 

亨
冒］言冒疇言疇言言言 C 2 12 2 1 C' 

L=87 60mーー支乙三へ＝＝シj-
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124号住居炉

1 黒褐色土。

2 焼土。

L=87.70m 
1 : 40 lm 

ロ＼

_,一 - 124号住居出土遺物 ゜
I : 3 10cm 

125号住居(PL.120・観察表33頁）

形状 住居の南西部は他の住居と重複して確認でき

ないが、長軸7.0m、短軸5.9mで長軸を南北にもつ

長方形を呈し、超大形長方形に分類。 床面 基盤

のローム層を35cm掘り込んで構築面とする。構築面

は住居の中央部が島状に高く掘り残され、西壁と東

壁の壁際は溝状に深く掘り込まれる。この面に厚さ

10cmの貼床を施して生活面を造る。生活面は全体に

平坦でよく整っている。 柱穴 住居のほぼ対角線

上に 4個を確認した。柱穴の芯々を結ぶ四角形は住

居の外形と相似形ではなく、一辺3.0mの整った正方

形を示す。柱穴は生活面で直径20~30cm、深さ40~50

cmの単純円形掘り方を呈す。 炉 住居中央から北

側に偏して長軸1.0m、短軸60cmの範囲に焼土を検

出。 壁溝無し。 貯蔵穴生活面では確認でき

なかったが、構築面で住居の南東隅に確認した長軸

80cm、短軸60cm、深さ50cmの方形ピットを貯蔵穴と

判断。 遺物 土師器の甕・台付甕・小形甕・壺．

鉢・高坪が出土。 重複 住居の南西部で126号住

居と重複。 126住が125住を切って構築する平面精査

の所見を得た。 方位 0゚ 面積 40. 83rri刈推定）。

所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられ

る。この住居は126号住居と重複するが、古墳時代前

期の住居同士が重複する類例が比較的少ないこの遺

跡のなかにあって、新旧関係が明確に判定でき、な

おかつ両者に伴出遺物を伴う良好な資料。
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125号住居

1 黒色土。ロームプロック、一部にAs-C粒含む。

2 黒色土。多星のAs-C粒含む。

3 黄褐色土。ロームプロック含む。

4 黒色土。ロームプロック含む。

5 焼土。

6 褐色土。ロームを塊状に、焼土含む。

7 茶褐色土。少量のローム含む（貼床）。

8 ローム塊（貼床）。

：三三三亘上
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125号住居炉

1 赤褐色土。焼土。

2 黒褐色土。ローム大粒を均ーに含む。゚

L=87.70m 

1 : 80 2m 

B 1 2 B' 
_ ~ -

:::;:;;;:::::;:;:::;:;:::;:::::;:;:::;:;:::::;;::;:;;::::::;:::::::;:::::::;::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ° 
::::::::::::::::::::::::::;;::::::::::::;::::::::::::;;:::;:::::::;:::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::: 

5
• ．
 

，
 ．． ．
 

9

)

7
 
．
．
．
 

芍
．g

ぃ．． 
．
 ．
 

．．
 ．
 

23 

．
 
．
 
．
 

ー
・
2
 

L=87.50m 

1 : 40 lm 

ふ4.. [ 

I(") 

や In 

C
、

ー

1
ー

ー

ー

1
ー

ー

ー

ー

／

ー

ー

Fl

E
.
 

E
 

/-----

ヽ
ヽ

10◎ 
E
 

A' 

F' 

構築面

I t:1に E' 

D
、

F
 

F' 

L=87.80m 

0 1 : 80 2m 

125号住居
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口

゜
1 : 3 10cm 

125号住居出土遺物(2)

形状

126号住居（PL.122・観察表34頁）

長軸5.lm、短軸4.8mの整ったほぽ正方形を

呈し、 中形正方形に分類。

込まれる。

跡がない。 柱穴

も確認できない。 炉

床面 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は東壁に沿

った幅1.5mほどの範囲が住居の西側より深く掘り

この面に厚さ 5cmの貼床を施して平坦な

生活面を造る。生活面は炉を含む住居の中央部分が

踏み固められて硬い。住居北東隅と東壁際南側の床

面直上に炭化材を検出したが、全体的には焼けた痕

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

住居中央から南側に偏して

直径70cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝

cm、深さ10cmで南東隅を除く各壁下に巡る。

穴

幅15

貯蔵

生活面では確詔できなかったが、構築面で住居

の南東隅に確認した長軸75cm、短軸60cm、深さ20cm

の方形ピッ トを貯蔵穴と判断。

壺・脚付壺・鉢・高坪が出土。

部で125号住居と重複。

遺物

重複

土師器の甕・

住居の北東

126住が125住を切って構築
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生活面

2 3 

□`三 m 上

126号住居

1 黒褐色シルト。非常に多呈のAs-C粒含む。

2 暗褐色シルト。多鼠のAs-C粒、ローム粒含む。

3 黄褐色土。暗褐色土とロームブロックの混土（貼床）。

4 黄褐色土。暗褐色土と多量のロームプロックの混土（貼床）。

する平面精査の所見を得た。 方位 0° 面積 24.64 

。
1 : 80 2m 

2 m。 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考え

られる。 126号住居
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126号住居炉

1 赤褐色土。焼土。

2 暗褐色土。多鼠のローム粒含む。

3 黄褐色土。ローム主体で多量の黒色土粒含む。
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127号住居（PL.123・観察表35頁）

形状 長軸9.2m、短軸8.0mで長軸を東西にもつ長

方形を呈し、超大形長方形に分類。 床面 基盤の

ローム層を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は

ほぽ柱穴を結ぶ線の外側が住居の中央部よりやや深

く掘り込まれる。この掘り込まれた部分を中心に厚

さ20cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。 柱穴

構築面の段階も含めて住居のほぼ対角線上に 3個の

主柱穴を確認。北東に位置する柱穴は、重複する倒

木痕の覆土と見分けがつかず未確認。この他に東壁

に8個、西壁に 4個、南壁に 3個、北壁に 5個の合

計18個の壁柱穴を確認。これらは直径20~30cm、生

活面からの深さ10~25cmで、壁を半円形状に掘り込

む。各壁柱穴間は等間隔ではなく、壁を等分するこ

|の

ともない。また、相対する壁間で対応する位置関係

にもなく、その配置に規則性が認められない。 炉

確認できない。 壁溝幅10~20cm、深さ10cmで北

壁を除く各壁下に巡る。 貯蔵穴無し。 遺物土

師器の甕・台付甕・高坪・器台、ガラス製小玉が出

土。 重複 13号掘立柱建物と重複。 13掘立のピッ

トが127住の柱穴覆土を切って構築する平面精査の

所見を得た。 13掘立は覆土の状況から古墳時代前期

のものと考えられる。 方位 74゚ 面積 71.15mね

所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

この住居は合計18個の壁柱穴を確認したが、この遺

跡で壁柱穴の類例は11• 32 • 102号住居。この住居を

除く 3軒はいずれも 2~3個で、この住居のみやや

特異。
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138 



127号住居 A-A'

l 表土。

2 暗褐色土。非常に多輩のローム小ブロック、 As-C粒含む。

3 黒褐色土。多量のローム小プロック、 As-C粒含む。

4 暗褐色土。少量のローム小プロック、多鍵のローム粒含む。

5 暗褐色土。 3層に類似するがより多くローム粒含む。

6 暗褐色土。少鼠のローム小プロック、 As-C粒含む。

7 黒褐色土。非常に多量のローム小プロック含む（貼床）。

8 暗褐色土。非常に多量のロームブロック、ローム粒含む（貼床）。

倒木痕

9 黒褐色土。ローム小プロック、少鼠のローム粒含む。

10 黄褐色土。ローム主体で多籠の黒色土粒含む。

11 黄褐色土。ローム暗色帯起源。

127号住居 B-B'

1 暗褐色土。多量のAs-C粒、微鼠のローム粒含む。 13号

掘立柱建物。

2 赤褐色土。焼土。多星のAs-C粒含む。 3層が焼土化？。

3 暗褐色土。非常に多鼠のAs-C粒、少量のローム粒含む。

4 暗褐色土。少量のAs-C粒、多鼠のローム粒 ・小プロック

含む。

5 暗褐色土。多量のAs-C粒、ローム粒、少呈のローム

小プロック含む。

6 黒褐色土。多最のAs-C粒、少量のローム粒・小ブロック含む。

7 黒褐色土。多量のローム粒 ・小プロック、少量のAs-C粒含む。

8 黄褐色土。ローム小プロックと暗褐色土の混土（貼床）。

9 焼土。ロームが被熱したもの。
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゜
1 : 3 10cm 

127号住居出土遺物

128号住居（PL.123・観察表35頁）

形状 長軸3.6m、短軸3.5mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を30cm掘

り込んで構築面とする。構築面は全体にほぼ平坦で

ある。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活

面を造る。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

も確認できない。 炉 住居中央から北東側に偏し

て直径50cmほどの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝

無し。 貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、

構築面で住居の南東隅に確認した直径40cm、深さ30

cmの円形ピットを貯蔵穴と判断。 遺物 土師器の

壺・甑・坦・高坪・鉢が出土。 重複 住居の西側

でllO号住居と重複。 128住がllO住を切って構築す

る土層断面の所見を得た。また、住居の南西側に近

゜

接する111住は平安時代のもの。 方位 122゚ 面積

12. 77m'（推定）。 所見 出土遺物から古墳時代前期

後半と考えられる。
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128号住居 B-B'

1 暗褐色土。 As-C粒、多贔のローム粒、少見のローム小プロック含む。

2 黒褐色土。多獄のAs-C粒、少鼠のローム粒含む。

3 黒褐色土。 少量のAs-C粒、多量のローム粒含む。

4 貼床。

128号住居 A-A'

l 暗褐色土。多量のAs-C粒、ローム小プロック含む（貼床）。

2 黄褐色土。 ローム主体（貼床）。

128号住居炉

1 赤褐色土。上面が燃焼面。

2 暗褐色土。 ロームと暗褐色土の混土。
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128号住居出土遺物

形状

129号住居(PL.124・観察表35頁）

住居の西半部が重複のため全形は確認できな

いが、土層断面から推定する規模は一辺4.5mのほぽ

正方形を呈し、中形正方形に分類。 床面

ローム層を20cm掘り込んで構築面とし、

さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

基盤の

この面に厚

柱穴

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

140 

炉 住居中央から南東側に偏した直形60cmほどの範

囲に焼土を検出。

遺物

20. 70rri刈推定）。

壁溝 無し。

土師器の台付甕・器台が出土。

の西側で108号住居と重複。

構築する土層断面の所見を得た。

所見

貯蔵穴

方位

不明。

重複

43° 

住居

129住が108住を切って

面積

出土遺物から古墳時代前期

後半と考えられる。
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口三三三三三上
129号住居

1 黒褐色土。 As-C粒含む。

2 暗褐色土。 As-C粒、ローム粒含む。

3 暗褐色土。多量のAs-C粒を均ーに、少量のローム粒含む。

4 暗褐色土。ロームプロック主体で少絨のAs-C粒含む。

5 暗褐色土。 As-C粒は 1層よりも少なく、少鼠のローム小プロック含む（貼床）。

。
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l 暗褐色土。少量のAs-C粒、焼土粒含む。

2 赤褐色土。焼土。

3 暗褐色土。少星のローム小プロック含む。

4 暗褐色土。ローム小ブロックと暗褐色土の混土。
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129号住居出土遺物

形状

130号住居（PL.124・観察表36頁）

一辺7.0mの整ったほぽ正方形を呈し、超大形

正方形に分類。 床面 基盤のローム層を70cm掘り

込んで構築面とする。構築面はほぼ4個の柱穴を結

ぶ線の外側が住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して生活面を造る。

生活面は全体に平坦で整っており、 4個の柱穴を結

ぶ線の内側が踏み固められて硬い。生活面では確認

できなかったが、構築面で南壁をほぼ2等分する位

置に、壁に直交する幅20cm、深さ10cm、長さ1.3mの

浅い溝状の掘り込み 1条を確認。同様な溝状掘り込

みの類例は45• 46号住居に認められる。

の住居は焼失住居で、住居の各壁際に壁に直交する

位置で多量の垂木と考えられる炭化材と焼土を検出。

これらの出土レベルは、住居中央部のものは床面に

密着しているが壁際では床面からの位置が高く、炭

化材の下位には自然堆積した住居の一次埋没土が認

められる。一方、貯蔵穴の覆土には、上位に炭化材

と焼土を含む層が堆積し、

土の層に相当する。 したがって、火災は住居の使用

時ではなく、住居及び貯蔵穴の埋没過程のある時点

のものと考えられる。 柱穴

焼失 こ

これは住居の炭化材と焼

住居のほぽ対角線上
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に4個を確認し、南東に位置する柱穴内には炭化し

た柱材が遺存していた他、他の柱穴にも柱痕を検出。

貼床が柱痕の際まで及んでいることから、立柱後に

貼床を施す。

1.0m、短軸60cmの楕円形の範囲に焼土を検出。

炉 住居中央から北側に偏して長軸

D
 

壁

溝

cm、深さ70cmの正方形を呈す。

台付甕・甑・高坪が出土。

位

無し。

62° 

貯蔵穴

面積

住居の南西隅に設置。一辺90

47. 7lrriぢ

重複

所見

墳時代前期中葉と考えられる。

遺物 土師器の甕・
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単独で占地。 方

出土遺物から古

叶
130号住居 生活面

ul 

A' 
～ 

u| 

8 9 1 7 9 8 4 10 8 

ロ瓢ニニニ言
130号住居 A-A'

1 灰褐色土。多量のAs-B含む。

2 暗褐色土。多量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。 As-C粒は 2層より少なく、少量のローム粒

含む。

黄褐色土。微量のAs-C粒、ローム小プロック、多量の

ローム粒含む。

暗褐色土。少量のAs-C粒、微鼠のローム粒含む。

暗褐色土。多星の焼土粒、炭化物、ローム粒含む。

暗褐色土。少鑓のAs-C粒、炭化物含む。

暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒含む（貼床）。

黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土小プロック含む

（貼床）。

10 黄褐色土。9層に類似するが黒色土小プロックの量が

多い（貼床）。

4
 

5

6

7

8

9

 

＼こ一
L=87.80m 
1 : 80 

。
2m 

130号住居 D-D'

1 暗褐色土。少量のAs-C粒、多旦の炭化物（炭化材）含む。

2 暗褐色土。多星のAs-C粒、少鼠のローム粒、微量のロー

ム大粒含む。

黄褐色土。多量のローム粒 ・大粒含む。

暗褐色土。微量のAs-C粒、少量のローム粒含む。

暗褐色土。多鼠のローム粒、炭化物、少量の焼土粒含む。

3

4

5

 

E
 

E
 

゜
L=87.20m 

1 : 40 lm 

130号住居
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130号住居構築面
H H' 

I 2 4 3 1 一喜 I
•••鐙：：t：翌：速差：： L =87.20m 

130号住居貯蔵穴 I-I'

1 暗褐色土。多量のローム粒、微絨の炭化物含む。

2 暗褐色土。微量のローム大粒、少望のローム粒、炭化物含む。

3 暗褐色土。少絨のローム粒、多量の焼土粒、炭化物含む。

4 暗褐色土。多鼠のローム粒、少黛の炭化物含む。

上 喜上 言ど｀ロームを少鼠含む。

••長：．． ；唸：苓．．覧：苔桑：且蕊： 4 黒色土。粘性。
L=87.20rn S 灰褐色土。ロームの含有量多い。

6 灰褐色土。
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／
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130号住居 F-F',G-G' 

l 暗褐色土。ローム小プロックと暗褐色土の混土（柱痕）。

2 黄褐色土。ロームブロック主体。

2' 黄褐色土。ロームブロック主体で微磁の暗褐色土プロック含む。

3 暗褐色土。暗褐色土プロックとロームブロックの混土。

4 暗褐色土。微盤の焼上粒、炭化物含む。

5 貼床。

L=87.80m 

0 1 : 80 2m 

／只二□ー、＼ 4

3
 

ぐ
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恣
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／
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゜
1 : 3 10cm 

130号住居出土遺物
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形状

131号住居（PL.124・観察表36頁）

長軸3.6m（推定）、短軸3.5mのほぼ正方形を

呈し、小形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を10cm掘り込んで構築面とする。構築面は各壁の壁

住居中央から南西側に偏して直径50cmほどの円形の

範囲に焼土を検出。

遺物

壁溝

土師器の甕が出土。

無し。

重複

貯蔵穴 無し。

住居の南側で106

号住居と重複。重複部に攪乱を受けて、新旧関係を

際が住居の中央部よりやや深く掘り込まれる。

面に厚さ10cmの貼床を施して生活面を造る。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

この

柱穴

炉

判定する資料を欠く。

（推定）。 所見

方位 161° 面積 12.48m' 

出土遺物から古墳時代前期中葉と

考えられる。

A
 c
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麟
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叫
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I 3 I号住居

6 2 

生活面

A 
ーマ．
唸蕊
函：：：g:：浴：：：唸：忍姿淡：：婆：翁廃：殺：後：婆忍褻忍翁餐裟忍：裟裟婆裟洛忍：：：：；；；；：邸：忍裂；：
．．．．： ．． ： ：•:み：•： .. : :::・ 

L=87.80m 

1 : 80 131号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。ローム細粒含む。

3 黄褐色土。

4 茶褐色土。ローム粒含む。

5 暗褐色土。多量のローム小プロック、ローム粒含む（貼床）。

6 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む（貼床）。
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Iご 構築面

L=87.80m 

1 : 40 lm 

言□

131号住居炉

1 焼土。

2 黄褐色土。僅かに黒褐色土含む。

3 黒褐色土。ローム細粒含む。
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131号住居出土遺物
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形状

った長方形を呈し、中形長方形に分類。

盤のローム層を10cm掘り込んで構築面とする。構築

面は住居の西半部が東半部より深く掘り込まれる。

この面に貼床を施して生活面を造るが、全体に掘り

込みが浅いため生活面は削平されて確認できない。

柱穴

し＼。

133号住居（PL.125・観察表36頁）

長軸4.7m、短軸3.8mで長軸を東西にもつ整

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

炉 生活面が削平されて確認できないため、

確認できない。

床面 基

I ► 

東隅に設置。直径80cm、深さ20cmの不整円形を呈す。

遺物 貼床内から土師器の器台が出土。

独で占地。 方位

壁溝

94° 

不明。

面積

貯蔵穴

16. 97rriね

土遺物から古墳時代前期と考えられる。

住居の北

重複

所見

し
＼
丁

A
、

単

出

攪乱

三こ=-- 立l -

ヽ

ー
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/
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奏

ー
エ
上
＼
、

゜
1 : 3 10cm 

133号住居

1 黒褐色土。多量のローム小プロック含む（貼床）。

2 黄褐色土。ローム主体で少量の黒褐色土粒含む（貼床）。

133号住居 構築面゜
L =87.90m 

1 : 80 2m 

133号住居出土遺物

形状

134号住居(PL.125・観察表36頁）

住居の南東部は攪乱のため確認できないが、

長軸4.2m、短軸3.6mで長軸を南北にもつ長方形を

呈し、小形長方形に分類。 床面 基盤のローム層

を10cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の西

半部が東半部よりやや深く掘り込まれるが、全体的

にはほぼ平坦である。 この面に貼床を施して生活面

を造るが、全体に掘り込みが浅いため生活面は削平

されて確認できない。西壁際の中央部に直径40cm、

深さ15cmほどのピットを確認。

穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

溝 不明。 貯蔵穴

柱穴 壁内に主柱

炉

が削平されて確認できないため、確認できない。

住居の南西隅の壁際に設置。

／
 A

 

A' 

2
.
 

1, ,, ,, 
ニニニ：： ：：二ニニ＇ノ

攪乱

A
 

A' 

生活面

壁

長軸50cm、短軸40cm、深さ25cmの円形を呈す。 遺

物

地。

土師器の甕・小形壺が出土。

方位 146° 面積 14. 30m'o 

重複 単独で占

所見 出土遺

134号住居

1 灰褐色土。多最のAs-C粒含む（貼床）。

2 灰褐色土。一部に明褐色土、少量のAs-C粒含む（貼床）。

3 茶褐色土。塊状のロームを多鼠に含む（貼床）。

4 黒色土。 As-C粒含む（貼床）。

。
L=87.50m 
1 : 80 2m 

物から古墳時代前期と考えられる。 134号住居 構築面
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□三贔こ20
134号住居出土遺物

1 : 3 10cm 

135号住居（PL.125・観察表36頁）

形状 長軸6.2m、短軸6.lmの整ったほぽ正方形を

呈し、大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を30cm掘り込んで構築面とする。構築面は柱穴を結

ぶ線の外側が住居の中央部よりやや深く掘り込まれ

る。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面

を造る。住居北側を東西に走行する溝は後世のもの。

柱穴 住居のほぼ対角線上に 3個を確認した。直径

50cm、深さ70~80cmの単純円形掘り方を呈す。北東

に位置する 1個は重複する井戸に切られて確認でき

叫 o|

’’ 33号溝じ
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l ヽ
I l 
ヽ
ヽ ＇ --ク ，，， 

ない。 炉 住居中央から北東側に偏した直径60cmの

範囲に、焼土化した白色粘土を検出。 壁溝 無し。

貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、構築面で

住居の南東隅に確認した直径70cm、深さ80cmの円形

ピッ トを貯蔵穴と判断。 遺物 土師器の甕 ・台付

甕 ・鉢 ・器台が出土。 重複 住居の北東部で7号

井戸と重複。 7号井戸が住居を切って構築する平面

精査の所見を得た。 方位 59゚ 面積 36.57面（推

定）。 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考え

られる。

叫

ー

A' 

叫 叶

ロロニニ□三三上
i:i:i1 ul 
135号住居炉
1 白色粒土。多量の焼土粒含む。

2 赤色粒土。白色粒土が被熱したもの。

135号住居
1 暗褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム粒含む。 0 

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム小プロック含む。

3 黄褐色土。ローム主体で少械の黒色土粒含む（貼床）。

L =88.00m 
l : 80 2m 

D 2 1 D' 

- /,I 9- ― 

L=87.70m 
0 1 : 40 lm 

135号住居生活面
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135号住居構築面
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L=88.00m 

1 : 80 2m 

5
 

¥ I / 

／
 

＼
 

3

、
/
¥
＼
＼
ー
／
凡
II

ロ
。

10cm 

135号住居出土遺物
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136号住居（PL.126・観察表37頁）

形状長軸5.5m、短軸5.3mのほぼ正方形を呈し、大

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を15cm掘

り込んで構築面とする。構築面はほぼ4個の柱穴を

結ぶ線の外側が住居の中央部よりやや深く掘り込ま

れる。この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活

面を造る。住居北側の床面直上に炭化材を検出した

が、全体的には焼けた痕跡がない。住居中央側を東

西に走行する溝は後世のもの。 柱穴 生活面では

確認できなかったが、構築面で住居のほぽ対角線上

叫

A
U刈

§
a
 

＼
 /‘  

/ ¥ 
I I 
9 / 
.ヽ,

¢ 

に確認した 4個のピットを柱穴と判断。 炉 住居

中央からやや南東側に偏して直径60cmほどの範囲に

焼土を検出したが、南側の半分は重複する溝に切ら

れる。 壁溝無し。 貯蔵穴生活面では確認で

きなかったが、構築面で住居の南東隅に確認した一

辺45cm、深さ40cm正方形ピットを貯蔵穴と判断。 遺

物 土師器の甕・台付甕・壺 ・高坪が出土。 重複

単独で占地。 方位 161゚ 面積 28.4lm'o 所見

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。
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B L =87.90m B' 構築面 吋 。
1 : 80 2m 

136号住居
1 暗褐色土。砂質でローム粒少量含む(33号溝覆土）。
2 暗褐色土。ややシル ト質で少量のローム粒、 As-C粒含む。

3 暗褐色土。ややシルト質で少量のローム粒、 As-C粒、多量の炭化物含む。

4 暗褐色土。多皇のローム粒、少量のロームプロック含む。

5 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土小プロック含む（貼床）。

II 

`:/2 

3 

136号住居出土遺物 ゜
1 : 3 10cm 
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137号住居(PL.127・観察表37頁）

形状 長軸5.7m、短軸5.lmで長軸を東西にもつ整

った長方形を呈し、大形長方形に分類。 床面 基

盤のローム層を65cm掘り込んで構築面とする。構築

面は北壁沿いの幅50cmほどの範囲がやや深く掘り込

まれる他は平坦である。この面に厚さ 5cmの貼床を

施して平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内に主柱穴

祉

．
 

い

）

ふ

I • 

B
 ．
 

4
.
 

7

．，因゚

はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉 住居中央

から北東側に偏して長軸40cm、短軸20cmの楕円形の

範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴 住居

の南西隅に設置。長軸75cm、短軸60cm、深さ30cmの

長方形を呈す。 遺物 土師器の甕 ・台付甕 ・用 ・

高坪が出土。 重複 単独で占地。 方位 51゚ 面

積 28.54rriね 所見 出土遺物から古墳時代前期後

半と考えられる。

祉 bl

c
 口

C' 

B' 

B
 

137号住居生活面
-<¥ 

△- 87643  9 6 

B二二三三：

。a
／ ＼ 亨 ¥¥¥旦＇

乞
構築面 <¥ 叫

L =88 !Om C' 

D' 

137号住居

1 攪乱

2 黒褐色土。多量のAs-C粒含む。

3 黒色土。少星のAs-C粒含む。

4 黒褐色土。少絨のAs-C粒含む。

5 褐色土。少量のAs-C粒含む。

6 黒褐色土。少最のAs-C粒含む。

7 褐色土。ロームブロック含む。

8 暗褐色土。ロームプロック含む。

9 暗褐色土。ローム主体で微量の

黒色土粒含む（貼床）。

137号住居炉
1 赤褐色土。焼土層。

2 暗褐色土。ローム暗色帯起源の

土を主体とし、少量の焼土粒含む。

2 I 攪乱

三 三互
゜
L=87.30m 

1 : 40 lm 

L =88. OOm 

0 1 : 80 2m 

/ l ゞ
1 : 3 10cm 

137号住居出土遺物(I)
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1 : 3 10cm 
137号住居出土遺物(2)

形状

139号住居（PL.126・観察表39頁）

長軸3.9m、短軸3.7mのほぽ正方形を呈し、小

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を25cm掘

り込んで構築面とする。構築面は住居の中央部が島

状にやや高く掘り残される。 この面に厚さ10cmの貼

床を施して平坦な生活面を造る。

できない。

土師器の甕 ・台付甕が出土。

方位 72° 

壁溝

面積

無し。

13.58mぢ

古墳時代前期中葉と考えられる。

柱穴

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。

貯蔵穴

重複

所見

：
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壁内に主

炉

無し。

確認

遺物

単独で占地。

出土遺物から

／亨＼2

ヽ
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|
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'
計
鳥
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ム、 ム
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I : 3 

l 

10cm 

ム 構築面

゜139号住居

l 暗褐色土。As-C粒、少旦のローム含む。

2 暗褐色土。少鼠のローム、 As-C粒含む。

3 暗黄褐色土。多鼠のローム、 As-C粒含む。

4 暗褐色土。根による撹乱。

5 黄褐色土。ローム主体で多量の黒色土プロック含む（貼床）。

139号住居出土遺物
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形状

140号住居（PL.130・観察表39頁）

一辺4.3mの整ったほぽ正方形を呈し、中形正

方形に分類。

整っている。

床面

んでそのまま生活面とする。生活面は全体に平坦で

柱穴

穴も確認できない。

基盤のローム層を15cm掘り込

壁内に主柱穴はなく、壁外柱

炉 住居中央から東側に偏し

て直径70cmの円形の範囲に焼土を検出。

し。 貯蔵穴

高坪が出土。

積 18.04m'o 

無し。

重複

所見

遺物 土師器の甕・壺・鉢．

単独で占地。 方位

壁溝

155° 

無

面

出土遺物から古墳時代前期前

／
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140号住居 L=88.10m 0 

l 暗褐色上。多量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 黄褐色土。多量のロームプロック含む。

140号住居炉
1 赤褐色土。焼土。多量の黒褐色土プロック含む。

2m 

1 : 40 lm 

ゞ

゜
10cm 

141号住居（PL.131・観察表39頁）

140号住居出土遺物

の単純円形掘り方を呈す。南西に位置する 1個は攪

形状 長軸5.8m、短軸5.5mの整ったほぽ正方形を

呈し、大形正方形に分類。 床面 基盤のローム層

を35cm掘り込んで構築面とする。構築面は柱穴を結

ぶ線の外側が住居の中央部より深く掘り込まれる。

この深く掘り込まれた部分を中心に厚さ15cmの貼床

を施して平坦な生活面を造る。住居の北東隅から南

西隅にかけて攪乱を受ける。 柱穴 住居のほぼ対

角線上に 3個を確認した。直径30cm、深さ40~50cm

乱内。 炉

60cmほどの円形の窪みを確認し、

を検出するが、西側半分は攪乱を受ける。

し。 貯蔵穴

独で占地。

住居中央からやや北東側に偏して直径

住居の南東隅に設置。長軸65cm、短

軸55cm、深さ60cmの長方形を呈す。

の台付甕・壺．鉢・高坪・器台が出土。

方位 155° 面積

この中央部に焼土

遺物

壁溝

31.0lm'o 

無

土師器

重複 単

所見

出土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。
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141号住居生活面

上 ←1:ー/--」□上

o:i I 

c
 

A' 

構築面

叫 D' 

B
 

L =88.50m B
 
141号住居

1 黄褐色土。少量のAs-C粒、ローム粒含む。

2 明黄褐色土。少量のAs-C粒、多星のローム粒含む。

3 暗黄褐色土。少鼠のAs-C粒、ローム含む。

4 攪乱。

5 暗黄褐色土。少量のAs-C粒、ロームプロック含む（貼床）。

6 黒色土。多旦のAs-C粒、ロームプロック含むロームと

黒色土の混土（貼床）。 0 1 : 80 

L =88.40m 

2m 

I I / / 

ご 6

／
 

＼
 

1 : 3 

ヽ

141号住居出土遺物(I) ‘̀ 
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l

l

 

゜
1 : 3 10cm 

形状

141号住居出土遺物(2)

142号住居（PL.132)

長軸4.4m（推定）、短軸4.2mのほぽ正方形を

呈し、中形正方形に分類。

の上位に浅間C軽石(As-C)がレンズ状に一次堆

積。 床面 基盤のローム層を30cm掘り込んで構築

面とする。構築面は各壁の壁際が住居の中央部より

深く掘り込まれる。 この面に厚さ10cmの貼床を施し

て平坦な生活面を造る。

覆土

柱穴

く、壁外柱穴も確認できない。

住居一次埋没土

壁内に主柱穴はな

炉 住居中央から

東側に偏して長軸60cm、短軸30cmの楕円形の範囲に

帯溝と重複。付帯溝がこの住居の覆土を切って構築

する土層断面の所見を得た。

18.30m刈推定）。

-Cの堆積状況から古墳時代前期前半と考えられる。

この住居にはAs-Cが一次堆積することからAs-C

降下以前の構築で、

所見

この遺跡の古墳時代の住居では

最古段階に属す。一方、

方位 38° 面積

覆土内の土師器片及びAs

この住居は 9号住居の付帯

焼土を検出。

物

壁溝 無し。

実測可能な遺物はない。

吋

貯蔵穴

重複

無し。 遺

溝に切られている。このことから、 9号住居のAs-C

との前後関係を証明する実証的な資料はないが、少

なくともこの遺跡での最古段階の住居より新しいも

のと判断できる。
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L=88.20m 

0 1 : 40 lm 

142号住居
1 暗褐色土。多量のローム小プロック、 As-C粒含む。

2 黒褐色土。多鼠のAs-C粒含む。

3 As-C。純層に近い層。

4 黒褐色土。少斌のローム粒含む。

5 暗褐色土。多星のロームプロック、少虻のAs-C粒含む（貼床）。

6 黄褐色土。ローム主体で少星の黒色土粒含む（貼床）。

142号住居炉
1 赤褐色土。焼土層。

2 黄褐色土。ローム主体で少量の焼土粒、黒色土粒含む。

9号住居付帯溝

］ 暗褐色土。少鼠のローム小プロック、 As-C粒含む。

II 黒褐色土。少凪のローム小プロック、 As-C粒含む。

III 黒褐色土。少最のローム小プロック含む。
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143号住居（PL.132・観察表40頁）

形状長軸5.8m、短軸5.4mのほぼ正方形を呈し、大

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を55cm掘

り込んで構築面とする。構築面は各壁の壁際が幅80

cmほどの範囲で住居の中央部より深く掘り込まれる。

この面に厚さ15cmの浅間C軽石（As-C)粒を含む貼

床を施して平坦な生活面を造る。 柱穴 壁内に主

．
 

． ． ． ．． ． 

A
 

． 

．
 

． ． ． ． 
I~. 

o. 
./' :、．． 
. ． 

柱穴はなく、壁外柱穴も確認できない。 炉住居

中央から東側に偏して長軸1.2m、短軸70cmの楕円形

状の範囲に焼土を検出。 壁溝無し。 貯蔵穴 無

し。 遺物 土師器の甕 ・台付甕 ・器台が出土。 重

複単独で占地。 方位 36゚ 面積 31.68m心 所

見 出土遺物から古墳時代前期前半と考えられる。

|口

＼ 

A' 

143号住居
生活面

□`二三三：8820m

B' 

I口゜ 1 : 80 2m 

L =87.8：三＝三こ
B
 

L=88.20m 

143号住居炉

1 赤褐色土。焼土層。

2 黒褐色土。少屈の焼土粒、ローム粒含む。
゜

1 : 40 lm 

143号住居

1 褐色土。シルト質で少量のAs-C粒、多鼠のローム小プロック含む。

2 黒褐色土。粘土質のシルト。多星のAs-C粒、少鑓のローム小プロック含む。

3 褐色土。シルト質。非常に多凪のAs-C粒、多盤のローム小プロック含む。

4 黒褐色土。粘質の強いシルト。微星のAs-C粒、少星のローム粒子含む。

5 黄褐色土。粘土質の強いシルト。微量のAs-C粒、多量のロームプロック含む。

6 黒褐色土。粘土質のシルト。微旦のAs-C粒、少量のローム小プロック含む。

7 暗褐色土。シルト質。微絋のAs-C粒、少凪のローム小プロック含む。

8 黒色土。多少粘土質のあるシルト。微呈のAs-C粒、少鼠のローム粒子含む。

9 黒色土。多少粘土質のシルト。微凪のAs-C粒、多量のローム粒子含む。

10 黒褐色土。シルト質。微址のAs-C粒、ローム粒子含む。

11 黒褐色土。ロームとAs-C粒を少薦含む黒色土の混土（貼床）。

/ I ¥ 1 

゜
1 : 3 10cm 

ヽ //  

彎／
/憧¥ -----1 ーロ＼＼4

＼
 

2 

143号住居出土遺物

＼
 

¥¥ 
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144号住居（PL.132・観察表40頁）

形状 住居の南西隅と北東隅に攪乱を受けるが、長

軸3.2m、短軸2.9mで長軸を東西にもつ長方形を呈

し、小形長方形に分類。 床面 基盤のローム層を

20cm掘り込んで構築面とする。構築面は全体にほぽ

平坦である。この面に厚さ10cmの浅間C軽石(As

-c)粒を含む貼床を施して平坦な生活面を造る。

柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

い。 炉 住居中央から北東側に偏して直径50cmの

円形の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。 貯蔵穴

無し。遺物 土師器の甕 ・高坪が出土。 重複 単

独で占地。 方位 132゚ 面積 9.43m刈推定）。 所

見 出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

144号住居

1 暗褐色土。少嚢のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 赤褐色土。非常に多凪の焼土粒含む。

4 暗褐色土。非常に多凪のローム粒含む。

5 焼土（炉）。

6 黒褐色土。 As-C粒、ロームプロック含む（貼床）。

7 暗褐色土とロームの混土（貼床）。

土 ー 三ー一 上L =88.00m 

0 1 : 80 2m ゜
1 : 3 10cm 

145号住居（PL.132・観察表40頁）

形状 住居の南側に攪乱を受けるが、長軸3.8m、短

軸3.3m（推定）で長軸を東西にもつ長方形を呈し、小

形長方形に分類。 床面 基盤のローム層を25cm掘

り込んで構築面とする。構築面は各壁の壁際が幅70

cmほどの範囲で住居の中央部より深く掘り込まれる。

この面に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活面を造

145号住居生活面

1
1
1
ー

1

攪

乱

． 
こC・

攪乱

‘、ー1- - - - - -

． 
． A' 

＼ここ三：8820m

l
ー
丁

144号住居出土遺物

る。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認

できない。 炉 住居中央から北西側に偏して長軸

50cm、短軸30cmの範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。

貯蔵穴 無し。 遺物 土師器の甕 ・鉢 ・器台が出

土。 重複単独で占地。 方位 92゚ 面積 11.75 

m＇（推定）。 所見 出土遺物から古墳時代前期中葉

と考えられる。

A
 A' 

145号住居 0 l : 80 2m 

l 暗褐色土。多量のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 黒褐色土。多量の焼土粒含む。

4 黄褐色土。ローム主体で多量の黒色土プロック含む（貼床）。

5 黄褐色土。 4層に類似するが黒色土プロックを多く含む（貼床）。

6 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色粒含む（貼床）。

145号住居
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ーロ 11 
145号住居出土遺物

外柱穴も確認できない。147号住居（PL.133・観察表40頁）

形状 住居の南側を後世の溝に切られるが、長軸

： 

ヽ

゜
1 : 3 10cm 

5.0m、短軸3.9mで長軸を東西にもつ長方形を呈し、

中形長方形に分類。 床面 基盤のローム層を40cm

掘り込んで構築面とする。構築面は住居の中央部が

島状に高く掘り残される。この面に貼床を施して平

坦な生活面を造るが、貼床は貼り直しが認められ2面

の生活面を検出。下位の生活面は構築面の凹凸を埋

めるように厚さ10cmの貼床を施し、上位の生活面は

厚さ 5cmの貼床を均ーに施す。いずれの面も平坦で

整い、上位の生活面は炉を含む住居の中央部が踏み

固められて硬い。 柱穴 壁内に主柱穴はなく、壁

ユ

＼
 

逹□斐

炉下位の生活面では住

居中央から南西側に偏して長軸1.0m、短軸50cmの楕

円形状の範囲に焼土を検出。上位の生活面でも住居

中央から南西側に偏して直径30cmの円形の範囲に焼

土を検出するが、その量は極めて少ない。 壁溝 無

し。 貯蔵穴 生活面では確認できなかったが、構

築面で住居の南東隅に確認した直径50cm、深さ50cm

の円形ピットを下位の生活面に伴う貯蔵穴と判断。

遺物 土師器の甕・台付甕・鉢が出土。 重複単

独で占地。 方位 106゚ 面積 19.21m'o 所見

出土遺物から古墳時代前期中葉と考えられる。

147号住居生活面（I)
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147号住居
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147号住居

1 黄褐色土。多量のAs-C粒、少盈のロームブロック含む。

2 暗黄褐色土。多量のAs-C粒、少鼠のロームプロック含む。

3 暗褐色土。ロームと黒色土との混土で、多械のAs-C粒含む（貼床）。

4 黄褐色土。ローム主体で少祉の黒色土粒、 As-C粒含む（貼床）。

5 黒褐色土。多量のAs-C粒、少量のローム粒含む（貼床）。

6 黄褐色土。ローム主体で少絨の黒色土プロック含む（貼床）。

147号住居炉

1 赤褐色土。焼土層。

2 暗褐色土。 As-C粒、ローム粒、少凪の焼土粒含む。

形状

148号住居（PL.133・観察表40頁）

長軸7.4m、短軸6.2mで長軸を南北にもつ長

方形を呈し、超大形長方形に分類。

一次埋没土の上位に浅間C軽石（As-C)がブロック

状に一次堆積。

形掘り方を呈す。

貯蔵穴

床面

込んで構築面とする。構築面はほぽ4個の柱穴を結

ぶ線の外側が住居の中央部より深く掘り込まれる。

この面にAs-C粒を含まない厚さ15cmの貼床を施し

て平坦な生活面を造る。住居の中央部を古式土師器

を伴う土坑が切る。 柱穴

4個を確認した。直径50~70cm、深さ50~60cmの円

炉

覆土 住居の

基盤のローム層を40cm掘り

住居のほぽ対角線上に

住居中央から北側に偏して

直径70cmの円形の範囲に焼土を検出。 壁溝 無し。

生活面では確認できなかったが、構築面で

I I 13 

147号住居出土遺物

住居の北東隅に確認した直径50cm、深さ40cmの円形

ピットを貯蔵穴と判断。

台付甕 ・壺 ・器台 ・高坪が出土。

地。

から古墳時代前期前半と考えられる。

土内にAs-Cが一次堆積していることからAs-C降

下以前の構築で、

号住居の合計3軒である。 一方、

からはAs-Cの下位から古式土師器が出土している

が、

方位 4 1° 面積

／ ＼ ＼ 

4
 

゜
1 : 3 10cm 

遺物

44.63m'o 

土師器の小形甕 ・

重複

所見

単独で占

出土遺物

この住居は覆

この遺跡で同様な類例は142• 150 

この遺跡の低地部

これらはAs-Cが堆積した住居に伴出する古式

土師器の型式に一致し、両者が対応関係にあること

を示すとともに、 この遺跡の古墳時代では層位及び
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叫

D
 

A
 

。 I : 80 

D' 

A' 

q̀ 

吋

吋

2m 
吋 148号住居構築面 1 : 40 lm 

148号住居 A-A'

1 黒褐色土。多星のAs-C粒含む。

2 As-C。純層に近い層。

3 暗褐色土。多鼠のローム小ブロック、 As-C粒含む。

4 黒褐色土。ローム粒、少星のAs-C粒含む。

5 暗褐色土。多星のローム小プロック、ローム粒、少量As-C粒含む。

6 暗褐色土。少星のローム粒含む（貼床）。

7 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土プロック含む（貼床）。
8 暗褐色土。多菫のロームプロック含む（貼床）。

9 暗褐色土。 8層に類似するがロームプロックを多く含む（貼床）。

10 暗褐色土。 9層よりさらに多くロームプロック含む（貼床）。

11 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む（貼床）。

148号住居 B-B'

1 暗褐色土。少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム小プロック含む。

3 暗褐色土。 2層に類似するがローム小ブロックを多く含む。

4 暗褐色土。少鼠のローム粒含む。

5 暗褐色土。少鑓のローム粒含む。

6 黄褐色土。非常に多量のロームプロック含む。

7 暗褐色土。多絨のローム小プロック、 As-C粒含む。

8 黄褐色土。ローム主体で少量の黒色土粒含む。

148号住居 c-c
1 暗褐色土。多贔のローム小プロック、 As-C粒含む。

2 黒褐色土。少呈のローム小プロック含む。

3 黒褐色土。微量のローム粒含む。

148号住居炉

l 赤褐色土。焼土層。

2 暗褐色土。白色粘土層とロームとの混土。

91号土坑

1 暗褐色土。多量のロームプロック、 As-C粒含む。

2 暗褐色土。 1層に類似するがロームプロックを多く含む。

／
 

＼＼ 

゜
1 : 3 10cm 

148号住居出土遺物(I)
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゜
L=87.10m 

1 : 80 2m 

150号住居

形状

． 
C〉
． 

吋
生活面

150号住居（PL.134・観察表41頁）

住居の西側に攪乱を受けるが、一辺6.5mのほ

ぽ正方形を呈し、超大形正方形に分類。

ック状に一次堆積。

中央部より深く掘り込まれる。

面を造る。 柱穴

床面

覆土 住

居の一次埋没土の上位に浅間C軽石(As-C)がブロ

床面の多くの部分に攪

乱を受けるが、基盤のローム層を15cm掘り込んで構

築面とする。構築面は柱穴を結ぶ線の外側が住居の

この深く掘り込まれ

． ． ． ．． ． 

攪乱

た部分を中心に厚さ10cmの貼床を施して平坦な生活

生活面では確認できなかったが、

構築面で住居のほぼ対角線上に 3個を確認。構築面

で直径20~50cm、深さ50~60cmの単純円形掘り方を

呈す。

が出土。

炉

8
 

.~\||r 

、V

゜

＜ 

住居中央から東側に偏して直径30cmほ

どの範囲に焼土を検出するが、北側の半分は攪乱を

受けて確認できない。

を貯蔵穴と判断。

重複

41. 02面（推定）。

遺物

単独で占地。

所見

壁溝 無し。

活面では確認できなかったが、構築面で住居の南東

隅に確認した直径50cm、深さ45cmの不整円形ピット

土師器の甕・台付甕・壺

方位

貯蔵穴

1 62° 

生

面積

出土遺物から古墳時代前期

159 



前半と考えられる。 この住居は覆土内にAs-Cが一

次堆積していることからAs-C降下以前の構築で、

この遺跡で同様な類例は142• 148号住居の合計3軒

である。一方、この遺跡の低地部からはAs-Cの下位

から古式土師器が出土しているが、 これらはAs-C

が一次堆積した住居に伴出する古式土師器の型式に

一致し、両者が対応関係にあることを示すとともに、

lo 

この遺跡の古墳時代では層位及び土器型式において

最古の段階に属すことを示す。 したがって、 この段

階が集落の開始時期であるとともに、低地部開発の

開始時期を示す。なお、As-Cが一次堆積したこれら

の住居は集落の東縁に位置し、なおかつ集落の東側

の低地部に最も近接した位置に立地する。
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150号住居 構築面 吋
E
 

C
、

E' 

150号住居

l 暗褐色土。少籠のローム粒、 As-C粒含む。

2 黒褐色土。多絨のAs-C粒、少量の炭化物粒含む。

3 As-C。純層に近い層。

4 黒褐色土。少鼠のローム粒含む。

5 暗褐色土。多量のローム小プロック含む（貼床）。

6 暗褐色土。非常に多量のローム小プロック含む（貼床）。

7 暗褐色土。非常に多星のロームプロック含む。

8 黒褐色土。少星のローム小プロック含む。

9 暗褐色土。多籠のローム粒含む。

150号住居炉

1 赤褐色土。焼土主体。

2 暗褐色土。多量の焼土粒含む。

／
 

゜L=87.10m 

1 : 80 2m 
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150号1主居出土遺物（I)
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1 : 3 10cm 

152号住居（PL.134・観察表41頁）

150号住居出土遺物(2)

て直径40cmの円形の範囲に、強く焼けた痕跡を示す

形状

短軸3.9mの整ったほぼ正方形を呈し、小形正方形に

分類。

住居の南東部に攪乱を受けるが、長軸4.2m、

床面 基盤のローム層を15cm掘り込んで構

築面とする。構築面は各壁の壁際が幅60cmほどの範

囲の溝状に住居の中央部より深く掘り込まれる。

の深く掘り込まれた部分を中心に厚さ20cmの貼床を

施して生活面を造る。生活面は全体に平坦でよく整

っている。 柱穴

も確認できない。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴

炉

こ

住居中央から南東側に偏し

三
． 

．
 

，． 
• 3 .. 
．
 

△ 

ヰ
⑤ .• 

叫

焼土を検出。

物

壁溝 無し。

土師器の台付甕 ・高坪が出土。

築する平面精査の所見を得た。

15. 29ni'。 所見

考えられる。

小さい部類に属すが、

貯蔵穴

重複

方位 74° 

6 I I 

無し。 遺

住居の

南側で151号住居と重複。 151住が152住を切って構

面積

出土遺物から古墳時代前期後半と

この住居は壁内に主柱穴がなく規模も

こうした住居は古墳時代前期

でも新しい段階に属す傾向にあるようだ。

● 4 

よ． 

•• 
2
 ．
 

151号住居

A' -． 
．
 

． 

152号住居 生活面

1 

_.lL-上
:・:・:・:・::::::::::::::::::::::::::;:;:::::;::::::・..::.:::: 

1 : 40 

。
lm 

L=87.80m 

構築面

A △ニ

＿で三＝＝＝＝ミコ
：忍：怒：さ望愛忍：：：餞：菱：忍褻翁：さ落災荼：忍：荼哀忍：荼：荼：忍：さ各忍：荼：忍：荼：翁：忍：荼：荼：忍：荼褻忍褻忍餐各：•;•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:-:-;.;. 

L =88.00m 
-0
 

1 : 80 2m 

152号住居

1 暗褐色土。多量のAs-C粒、少足のローム小プロック含む。

2 ロームと暗褐色土の混土。少最のAs-C粒含む（貼床）。

152号住居炉

1 赤褐色土。多塁の焼土含む。

`

/

0

 三 ?l
1 : 3 10cm 

¥)□//2 :]l]:3 □̀/¥4 
152号住居出土遺物
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3 古墳時代後期の竪穴住居

85号住居（PL.87・観察表25頁）

形状 長軸6.4m、短軸6.2mのほぽ正方形を呈し、大

形正方形に分類。 床面 基盤のローム層を10cm掘

り込んで構築面とする。構築面は全体にほぽ平坦で

ある。この面に貼床を施して生活面を造るが、全体

に掘り込みが浅いため生活面は削平されて確認でき

ない。したがって、生活面として図示した平面図は、

生活面と構築面の中間、つまり貼床の中位のもの。

柱穴 住居のほぽ対角線上に 4個を確認した。直径

30cm、深さ50cmの単純円形掘り方を呈す。 竃西

壁の中央部に設置する。住居の掘り込みが浅いため

袖部は確認できないが、火床の部分に焼土と粘土を

検出。火床と壁の位置的な関係から、燃焼部を壁内

に造り付ける壁内型と考えられる。煙道は確認でき

Ito 

|口
2 1 

..1L文上
翁裟翁翁翁荼：恣：忍翁：忍：忍翁
馨萎萎翁・：蕊萎忍：蕊．：：：・••:; 

¥]F 
L=87.70m 萎喜喜蓼菱晨喜裔喜言象萎

ない。 壁溝無し。 貯蔵穴住居の東壁中央と

北東隅の 2箇所に設置。東壁中央のものは長軸115

cm、短軸75cm、深さ40cm、北東隅のものは長軸90cm、

短軸55cm、深さ20cmでいずれも長方形を呈す。 遺

物 土師器の甕 ・坪が出土。 重複単独で占地。

方位 27゚ 面積 38.16m'o 所見 出土遺物から

古墳時代後期初頭と考えられる。この遺跡で確認し

た古墳時代後期の住居は、この住居と104号住居の 2

軒のみでいずれも後期初頭に属す。一方、この遺跡

の低地部からは榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA)の

直下から土師器と須恵器が出土しているが、2軒の伴

出土器の型式はこの土師器と須恵器に一致し、両者

が対応関係にあることを示す。
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85号住居構築面
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鼈構築面
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゜
L=87.70m 

I : 40 lm 

85号住居窟

1 暗褐色土。多星の灰白色粘土大粒、

ローム粒、焼土大粒含む。

黄褐色土。ローム主体。2
 

。
1 : 80 2m 

L =87.70m 

85号住居 E-E'

l 黒褐色土。多星のAs-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

85号住居 F-F'

l 黒褐色土。少星のローム粒、 As-C粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム小ブロック含む。

3 暗褐色土。 2層に類似するがより多くロームブロック含む。

三
憂 3

ニjJ2 多
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85号住居出土遺物
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形状

104号住居（PL.102・観察表29頁）

長軸4.4m、短軸4.3mのほぼ正方形を呈し、中

形正方形に分類。 基盤のローム層を50cm掘

り込んで構築面とする。構築面は小さな凹凸が多い

が全体的にはほぽ平坦で、住居の中央から南西側に

長軸80cm、短軸50cm、深さ30cmの床下土坑を確認し

た。 この他に住居中央から西側に直径40cm、深さ10

cmの円形土坑、東側に直径25cm、深さ40cmの円形土

坑があり、

床面

それぞれ内部から土師器が出土し、東側

のものの底面には小形の甕が埋め込まれる。

柱穴

この面

に厚さ 15cmの貼床を施して平坦な生活面を造る。

壁内に主柱穴はなく、壁外柱穴も確認できな

い。 竃 北壁の中央部に設置。残存状態が悪いが、

|04号住居生活面ー ロり：三］ 
A
 

． 

こ こ上

に lco 構築面 わ
:::::;:;:;:::;:;:;:::;:;::::5:::::l 

吋1° |口

燃焼部は幅40cm、奥行き50cmで、袖部を壁内に造り

付ける壁内型を呈す。煙道は確認できない。

無し。 貯蔵穴 住居の北東隅に設置。長軸80cm、

短軸65cm、深さ20cmの長方形を呈す。

器の甕 ・小形甕 ・甑 ・坪が出土。

地。 方位 0° 面積 18. 71m'o 

から古墳時代後期初頭と考えられる。

認した古墳時代後期の住居は、 この住居と85号住居

の2軒のみでいずれも後期初頭に属す。一方、この遺

跡の低地部からは榛名ニツ岳渋川テフラ(Hr-FA)

の直下から土師器と須恵器が出土しているが、

の伴出土器の型式はこの土師器と須恵器に一致し、

両者が対応関係にあることを示す。

`
9
 

鼈生活面

／上三 ：ロ

E E' 

じr 
L=87.20m 

重複

所見

この遺跡で確

01 

遺物

単独で占

出土遺物

2軒

• 3 

Iロ

F' 

L=87.70m 
1 : 40 lm 

A 

．．▼  ． 
C
、

ー

B
、

A' 

104号住居

1 黒褐色土。 As-C粒を均ーに含む。

2 茶褐色土。As-C粒を僅かに含む。

3 茶褐色土。As-C粒が点在。

4 黒褐色土（貼床）。

5 灰褐色土。ロームブロッ クが点在（貼床）。

6 茶褐色土。貼床。

7 黄褐色土。貼床。

104号住居竃

1 黒褐色土。焼土を均ーに含む。

2 灰褐色土。粘土質。

3 黒褐色土と黄褐色土の混土。

4 黒褐色土。

5 焼土。

104号住居貯蔵穴

1 黒褐色土。

2 茶褐色土。

3 茶褐色土。粘土質。

゜
L=87.70m 

1 : 80 2m 

104号住居
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4 掘立柱建物

3号掘立柱建物(PL.154)

形状 柱間は 1間X 2間で、芯々を結ぶと長軸3.5

m、短軸3.0mの長軸を南北にもつ整った長方形を示

す。 柱穴 直径30~40cmの円形掘り方の中に、直

径15cmほどの柱痕を検出（土層図を紛失したため、平

面精査で柱痕確認時の平・断面図のみ掲載）。 覆土

根固め土及び柱痕覆土は黒色土で、いずれも浅間C

軽石粒を含む（写真図版参照）。 遺物 伴出遺物は

ない。 重複単独で占地。 方位 137゚ 所見根

固め土及び柱痕覆土が黒色土で、浅間C軽石粒を含

むことから、浅間C軽石の降下から余り時間の経過

しない時期で、古墳時代前期と考えられる。古墳時

代前期の掘立柱建物は、軸線を真北から西側あるい

は東側に45゚前後傾ける傾向にあり、この傾向は竪穴

住居、畑にも共通している。

7号掘立柱建物(PL.156)

形状柱間は 1間X2間で、四隅に位置する柱穴の

芯々を結ぶと長軸3.4m、短軸2.7mの長軸を東西に

もつ長方形を示す。北辺中央の柱穴のみは、四隅の

柱穴を結ぶ軸線上からやや外側にずれる。 柱穴

いずれの柱穴もやや不整形な掘り方であるが、南辺

中央のものを除いて長方形を基調とし、確認面から

の深さはいずれも50~60cm。 覆土浅間C軽石粒

を含む黒色土。 遺物伴出遺物はない。 重複単

独で占地。 方位 55゚ 所見浅間C軽石粒を含む

覆土の状況から、浅間C軽石の降下から余り時間の

経過しない時期の古墳時代前期と考えられ、覆土の

状況から古墳時代前期と想定できる 9局溝に接する

ように立地する。

A △ 

上◎

上包）

A 

上

下

◎ 

＼ 

3号掘立柱建物 0 

I ► Q 
且。

／ 
上c ◎ 
I乏

｀立

◎
 

◎旦

A' 

B
 

L =88. 70m 
1 : 80 2m 

吋

B' 

c
 

c
 

L =88.40m 
0 1 : 80 Zm 

7号掘立柱建物
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8号提立柱建物（PL.156)

形状 柱間は 1間X 2間で、芯々を結ぶと長軸3.9

m、短軸3.6mのほぼ正方形を示す。 柱穴 直径30~

50cm、確認面からの深さ50~70cm。覆土浅間C軽

石粒を含む黒色土。 遺物 伴出遺物はない。 重複

12号住居の周囲を巡る溝と遺構全体として重複。柱

穴と溝との直接的な重複がなく、新旧関係を判定す

る資料を欠く。方位 122゚ 所見浅間C軽石粒を

含む覆土の状況から古墳時代前期と考えられる。

上◎ ⑦
¥
ベ

◎‘土

旦⑦

且

◎
 

◎ B' 
B' 

8号掘立柱建物
8号堀立柱建物

L =88.60m 

l 黒色土。 As-C粒含む。 ゜
1 : 80 2m 

I ► I ► 

：上

ol 

上皇
OP5  

E 
写

姿
II 
ー」
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L
1
1
8
7

.40
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A
、

主~P3 0P2  

9号掘立柱建物

B-B 'B  L=87.40m 

1 黒褐色土。上下にロームのプロック、中間に黒色土含む。

2 暗褐色土。微星のAs-C粒含み砂質。

3 暗褐色土。ロームプロック含む。

4 茶褐色土。ローム粒、下部に赤茶土、 As-C純層含む。

5 黒褐色土。 1~5の中で最も固い。

6 黒褐色土。微星のAs-C粒含む。

7 茶褐色土。 As-Cの純層含む。

8 黒褐色土。一部に赤茶（鉄分）のブロック含む。

C-C' 

1 茶褐色土。ロームと黒色土の混土。

2 黒褐色土。少鼠のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。多絨のローム細粒、少量のAs-C粒含む。

4 茶褐色土。黒色土に鉄分の多い赤茶土の混土。

5 黄色土。黒色土とロームの混土。

c-

旦,

T

 
吋
4 3 2 5 

B' 

。
1 : 80 Zm 

9号掘立柱建物
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形状

9号掘立柱建物 (PL.157・観察表45頁）

柱間は 1間X2間で、芯々を結ぶと長軸4.8

m、短軸4.3mの長軸を南北にもつ整った長方形を示

す。 柱穴

で、確認面からの深さ80~90cm。

を主体とし、浅間C軽石粒を含む。

から土師器の高坪が出土。

位

形状

す。

136° 

直径70~100cmのやや不整形な掘り方

所見 浅間C軽石粒を含む覆土の状況か

ら古墳時代前期と考えられ、伴出する土器の年代も

一致する。

10号掘立柱建物（PL.158)

柱間は 1間X2間で、芯々を結ぶと長軸4.9

m、短軸4.lmの長軸を南北にもつ整った長方形を示

柱穴 直径50~100cmの不整形な掘り方で、確

認面からの深さ70~80cm。

ほどの柱痕を検出。

粒を含む。 遺物

覆土

重複

覆土

単独で占地。

2個の柱穴から直径20cm

根固め土は黒褐色土と

ロームの混土を主体とし、柱痕の覆土に浅間C軽石

伴出遺物はない。

黒褐色土

遺物 覆土内

重複

方

遺構

の北東側で66号住居と重複。新旧関係を判定する資

料を欠く 。

7
 

8

9

 

方位 21° 所見 浅間C軽石粒を含む

覆土の状況から古墳時代前期と考えられ、根固め土

に浅間C軽石粒を含まないことから、浅間C軽石の

降下以前の可能性がある。

10号掘立柱建物

A-A' 

1 暗褐色土。少量のAs-C粒、微量のローム粒含む。

2 黒褐色土。多量のローム小プロック、少量の大粒を均ーに含む。

B-B' 

1 黒褐色土。少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。暗褐色土とローム小ブロックの混土。

3 暗褐色土。 2層に近いがローム量が少ない。
4 黒褐色土。黒褐色土とローム小プロックの混土。

5 黒褐色土。 4層に近いがロームプロックの量が多い。

6 暗褐色土。多量の黒褐色土プロック、ローム大粒、

微鼠のAs-C粒含む。

暗褐色土。ロームプロック・粒子及び黒褐色土プロッ

クの混土。

暗褐色土。黒褐色土主体で、ロームブロック含む。

黒褐色土。黒褐色土主体でローム粒 ・プロック含む。

E
 

三~ P6 

且□Pl

l攪乱 4

。

L=87.40m E' 

1 : 80 2m 

。
1 : 3 10cm 

9号掘立柱建物出土遺物
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形状

11号掘立柱建物 (PL.159・観察表45頁）

柱間は 1間X2間で、芯々を結ぶと長軸4.8

m、短軸3.9mの長軸を東西にもつ整った長方形を示

す。 柱穴 長軸l.Om、短軸70cmほどの長方形を基

本とする不整形な掘り方で、確認面からの深さ60

~80cm。2個の柱穴から直径10cmほどの柱痕を検出。

覆土 根固め土は暗褐色土とロームの混土を主体と

い根固め土及び柱痕の覆土に浅間C軽石粒を含む。

遺物 土師器の甕・壺・器台が出土。

重複。新旧関係を判定する資料を欠く。

所見

重複

方位

畑と

57° 

根固め土及び柱痕の覆土に浅間C軽石粒を含

むことから、浅間C軽石の降下から余り時間の経過

しない時期で、古墳時代前期と考えられ、伴出する

土器の年代も一致する。

3
 

4

5

 

11号掘立柱建物

A-A' 

1 黒褐色土。多鼠のAs-C粒を均一

に含む。

暗褐色土。多量のAs-C粒とロー

ム大粒含む。

暗褐色土。少量のAs-C粒、多量

のローム粒とプロック含む。

黒褐色土。少量のローム大粒含む。

暗褐色土。ロームプロックと黒褐

色土の混土。

暗褐色土。多量のAs-C粒、少星

のローム粒含む。

暗褐色土。多星のAs-C粒、ロー

ム小ブロック含む。

黄褐色土。微雇のAs-C粒含むロ

ームプロック ・粒子主体の層。

暗褐色土。少量のローム大粒含む。

黒褐色土。少量のローム粒と小プ

ロック含む。

11 暗褐色土。少斌のAs-C粒とロー

ム粒含む。

立 三P3

6
 

7
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四
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□1上
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ぃ ＼＼4` ↑15 ー：．：一9.¥{¥̀ :/1土

ぃ

I t:I 

。
L=87.80m 

1 : 80 2m 
C-C' 

l 暗褐色土。少量のローム粒含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒、微戯のAs-C粒微鼠含む。

3 暗褐色土。多量のローム粒とプロック含む。

4 暗褐色土。 3層よりもプロックが大きく多い。

5 暗褐色土。ロームを含まない。

D-D' 

1 暗褐色土。多氣のAs-C粒、微呈のローム粒含む。

2 暗褐色土。多輩のAs-C粒、少鼠のローム大粒含む。

3 黒褐色土。少量のAs-C粒、微星のローム粒含む。

4 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム小プロック含む。

5 暗褐色土。4層に近いがロームプロッ ク更に多い。

6 暗褐色土。少量のローム粒含む。

＼卜r//

/‘三

゜
1 : 3 10cm 

＼ 

11号掘立柱建物出土遺物
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12号掘立柱建物 (PL.160・観察表45頁）

形状 柱間は 1間X 2間で、芯々を結ぶと長軸4.6

m、短軸3.5mの長軸を南北にもつ整った長方形を示

す。 柱穴 直径70cmほどの不整円形を基本とする

掘り方で、確認面からの深さ70~90cm。3個の柱穴

から直径10~20cmほどの柱痕を検出。 覆土 根固

め土は暗褐色土を主体とし、根固め土及び柱痕の覆

土に浅間C軽石粒を含む。 遺物 土師器の甕が出

土。 重複 畑と重複。新旧関係を判定する資料を

欠く。 方位 138゚ 所見 根固め土及び柱痕の覆

土に浅間C軽石粒を含むことから、浅間C軽石の降

下から余り時間の経過しない時期で、古墳時代前期

と考えられ、伴出する土器の年代も一致する。

A' 
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12号掘立柱建物 。
1 : 80 Zm 

12号掘立柱建物

B-B' 

L=87.90m 

l 茶褐色土。多皇のAs-C粒含み、ロームが下半分にプロック状に有り。

2 暗褐色土。多量のAs-C粒含む。

3 暗褐色土。微星のAs-C粒、ローム粒含む。

4 暗褐色土。少星のAs-C粒、ロームプロック大含む。

5 暗褐色土。ローム粒小とプロックが散在。

6 茶褐色土。多鼠のAs-C粒含みローム色に近い。

7 暗褐色土。多量のAs-C粒含む。

8 茶褐色土。多歓のローム、極少絨のAs-C粒含む。

9 暗褐色土。少皇のAs-C粒含む。

10 暗褐色土。 As-C粒を 9と同程度含み、上部に少鼠のローム粒含む。

11 黒褐色土。 As-C粒を 8より更に少量含む。

12 黒褐色土。多輩のAs-C粒、微量のローム粒含む。

13 茶褐色土。微量のAs-C粒、少星のローム粒含む。

14 暗褐色土。 As-C粒が13より更に少量。

15 茶褐色土。ローム色に近く、少麗の黒色土含む。

16 黒褐色土。少望のローム粒含む。

17 暗褐色土。黒色土とロームの混土。

C-C' 

1 黒褐色土。多量のAs-C粒、微鼠のローム粒含む。

2 暗褐色土。微量のAs-C粒、少量のローム大粒含む。

3 暗褐色土。多量のAs-C粒、ローム粒含む。

4 暗褐色土。ロームプロック主体の層と、黒褐色土が互層。

5 黒褐色土。As-Cの純層（プロック状）含む。

6 黒褐色土。少量のローム粒、多鼠のAs-C粒含む。

7 暗褐色土。少星のAs-C粒、多量のローム粒・プロック含む。

8 暗褐色上。少量のローム粒含む。

9 黄褐色土。ロームブロック主体の層。

10 黒褐色土。少鼠のローム小プロック含む。

11 暗褐色土。 As-C粒を多く含む。

12 暗褐色土。 11層に近いがAs-C粒を含まない。

13 暗褐色土。多鼠のローム粒とプロック含む。

ぐ
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|
 

0 1 : 3 10cm 

12号掘立柱出土遺物
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13号掘立柱建物（PL.161・観察表45頁）

形状 柱間は 1間X4間で、芯々を結ぶと長軸6.7

m、短軸4.4mの長軸を南北にもつ整った長方形を示

す。 柱穴 長軸60cm、短軸50cmほどの整った長方

形を基本とする掘り方で、確認面からの深さ30~60

cm。4個の柱穴から直径15cmほどの柱痕を検出。 覆

土 根固め土は黒褐色土とロームの混土を主体と

い根固め土及び柱痕の覆土に浅間C軽石粒を含む。

遺物 土師器の甕破片が出土。 重複 127号住居と

I ► 
追ー◎
PlO c pg 

重複。13掘立のピットが127住の柱穴覆土を切って構

築する平面精査の所見を得た。 方位 155゚ 所見

根固め土及び柱痕の覆土に浅間C軽石粒を含むこと

から、浅間C軽石の降下から余り時間の経過しない

時期で、古墳時代前期と考えられ、伴出する土器の

年代も一致。この遺跡では古墳時代前期に比定でき

る掘立柱建物が8棟あるが、この掘立柱建物を除く

7棟の柱間はいずれも 1間X 2間で、この掘立柱建

物は柱間、規模、竪穴住居との重複状況がやや特異。

I► 叫 bl

◎P8 cP7口：
＼ 

上｀5

A
、

(Q) P4 畠3
I>、
6JP2 c

-
P
l
 
喜
01 Q 

4 6 4 6 4 3 1 5 1 4 3 1 5 3 4 1 3 4 2立

L=87.70m 
0 1 : 80 2m 

13号揺立柱建物
13号掘立柱建物

1 黒褐色土。少歳のAs-C粒、ローム大粒を均ーに含む。

2 黒褐色土。少星のAs-C粒、多鼠のローム大粒 ・ローム粒含む。

3 黒褐色土。微絨のAs-C粒、多絨のローム大粒・小プロック含む。

4 黄褐色土。ローム主体で少最の暗褐色土含む。

5 暗褐色土。多屈のローム粒、少鼠のAs-C粒含む（柱痕）。

6 黒褐色土。少黛のAs-C粒、ローム小プロック、多旦のローム粒含む。

7 黄褐色土。ローム粒 ・小プロックと暗褐色土の混土。

8 黒褐色土。少量のAs-C粒、ローム大粒含む(127号住居構築面翌土？）。

＼
 

゜
l : 3 10cm 

13号掘立柱建物出土遺物
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5 平地式建物

1号平地式建物(PL.135) 

形状 直径2.0mのほぼ正円形を示す主体部に、軸幅

1.6m、軸長1.7mの馬蹄形をした浅い溝状の掘り込

みが取り付く。主体部の溝は幅25cm、深さ30cmで、

底面には直径10cm、底面からの深さ10cmほどの楕円

形状ピット27個が、ほぼ間を空けることなく肩を並

べるように全周。馬蹄形の溝が取り付く部分のみは、

中央部の 1個から両側等間隔に20cmの間をもつ。一

部に柱痕と思われる断面を確認したことから、これ

らのピットは柱穴の可能性がある。馬蹄形の溝は幅

25cm、深さ10cmで、北側の取り付け部は底面が主体

部の溝に貫通しておらず、手前で止まる。 覆土 暗

褐色土とロームブロックの混土を主体とし、浅間C

軽石粒を含む。一部に柱痕と考えられる断面を確認

していることと、ロームブロックを比較的多く含む

ことから、根固め土の可能性もある。 床面 生活

叫
碍

A 

平地式建物
1号平地式建物

1 暗褐色土。 As-C粒、少鼠のローム粒含む。

2 暗褐色土。少量のAs-C粒、多最のローム粒・プロック含む。

3 黒褐色土。多鼠のAs-C粒、微鼠のロームプロック含む。

4 暗褐色土。微鼠のAs-C粒、多量のローム粒含む。

5 黄褐色土。ロームブロック主体。

6 暗褐色土。少駄のAs-C粒、多鼠のロームプロック含む。

172 

u¥ 

面は削平されて主体部、馬蹄形の部分ともに確認で

きない。 柱穴 主体部のなかに柱穴はなく、壁外

柱穴も確認できない。 炉確認できない。 貯蔵

穴無し。 遺物伴出遺物はない。 重複単独

で占地。 方位 128゚ 所見浅間C軽石粒を含む

覆土の状況から、古墳時代前期の遺構と考えられる。

この遺跡における古墳時代前期の竪穴住居 ・掘立柱

建物・畑は、その軸線を真北から西側あるいは東側

に45゚前後傾けて位置する傾向にあり、この遺構も軸

線を北西方向から南東方向にとり、近接する古墳時

代前期の竪穴住居である11• 12号住居に軸線の傾き

が近似している。主体部の溝の底面に確認したピッ

トが柱穴であるとすれば、馬蹄形の溝が取り付く範

囲を除いて、遺構をほぽ全周するように柱が立つこ

とになる。

叫 し）

A' 

u| 

吋

L =88 50m 

゜
1 : 80 2m 

1号平地式建物
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ー 1群畑 A-A' o 
l 黒褐色土。火山灰を均ーに含む。

2 黄褐色土。黒褐色土含む。

3 黒褐色土と黄褐色土の混土。

4 黒褐色土。

l群畑
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B --/ --I 
．：：：：：］：：：：：：：二：：：］］：：：：：：］：：：］：：：：：：：：：．：：：：：：］．：：：：：：］：：：二：：：：：●~: L=88.30m 
1 3 2 2 

ー←シI- I---I 

B
 

c
 

1群畑 B-B'

1 黄褐色土。 2より柔らかい。

2 黒褐色土。軽石（火山灰）を均ーに含む。

1群畑 C-C'

1 黒褐色土。 2より固い。

2 黒褐色土と黄褐色土の混土。

3 黄褐色土。一部に黒褐色土含む。

ー 立
：・:ふ．・．.• ・:: 

活：唸菱：姦：翠：菱：菱：姦：菱： L=88.30m 

＼
 

•ヽ ̀” 

こ”

L=87.80m 

l群畑 D-D'

1 黒褐色土。 2より柔らかい。

2 黒褐色土と黄褐色土の混土。

零；翁翁忍袈：褻翁裟翁恣窯念：翁：各翁裟翁婆恣袈念蒸需涼寄：窃：ざ5：寄：さ：寄：寄：寄：寄：窃：名：：5：ど：5：寄：寄：寄：寄：寄：寄：寄：寄：茎：
L =88. !0m 

L=88.00m 

H / 

忍：•：... ••: :・: •• :・ .. : L = 87 90 m 

H' 

T 
-• -- ー， 

1群畑 H-H',II' 

1 暗褐色土。微量のAs-C粒、少量のローム小プロック含む。
L=87.80m 

r
_
m
 

占
~
〖

逸．

ー`|
 
|
 

J
 

L=87.70m 

1群畑J-J'

1 黒褐色土。少量のAs-C粒含み、部分的に酸化赤褐色土含む。

2 黒褐色土。少最のAs-C粒少量含み粘質。

3 暗褐色土。少量のAs-C粒、多量のローム粒含む。

L 1 2 ¥.2 1 2 1 2 L' 

ー←；9|［ ．示ー' |..—•— 
翁愛翁婆裟裟翁裟器：翁恣：忍：翁：淡裟婆裟忍蕊：さ裟設：§：忍蕊：荼：各唸：忍：翁婆婆翁婆婆翁忍：婆忍翁翁 L =87.70m 

1群畑 K-K',L-L' 

1 As-C。一次堆積層に近い層。

2 暗褐色土。一部にローム含む。

1 1 1 

墓-今---辛ー！凶
‘・ 

L=87.70m 
o l l l o’ 
一三f．＝ 六白 —-ッ! ― l 群畑 0-0'
言`言言疇疇言言言言言言言言言：言□言言：［言言疇言瓢言言言冒言言言言言言言言：言言言言］言言毛言言責：［言喜9言：］］：言：：：］言；・[言三；；：：言;:• ~ " ' i m~~o 、' ~~(J)As-C filo3'、~〇

L =88.50m 

p;~ 
翁各苓翁姿姿苔蕊落忍：毛；裔苓：忍：忍：茶：蕊：忍娑：奇忍萎；毛芯食蕊婆：•:褻苓裔；虐蕊苓ぼ翁苓褻苓：忍；萎翁ぶ姿蕊：．；蕊：ど食

L =87.40m 

L=87.90m 

1群畑 M-M',N-N' 

1 暗褐色土。微量のAs-C粒、ローム粒含む。

P' 

。
1 : 100 4m 

1群畑 P-P'

1 暗褐色土。少量のAs-C粒、ローム小ブロック含む。

群畑
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5 

畑の概要

畑は、主として遺跡の南西部と南東部で検出した。

地形はいずれも、台地から低地へ移行する僅かな傾

斜地の部分である。竪穴住居が広がる台地の中央部

にも存在していた可能性が高いが、これらはその後

の耕作により削平されたものと考えられる。火山灰

等に直接覆われた確実な旧地表面として検出したも

のはなく、いずれも耕作時のウネ間の痕跡として確

認した。平均的なウネ間の幅は確認面で幅10cm、深

し
ー
丁

さ10cmほどで、ウネ間の間隔は芯々で50cm前後であ

る。この遺跡における古墳時代前期の竪穴住居 ・掘

立柱建物は、その軸線を真北から西側あるいは東側

に45゚前後傾けて位置する傾向にある。これらのウネ

間も軸線を北西方向から南東方向にとるものと、こ

れにほぽ直交する軸線をもち、平安時代の竪穴住居

とは軸線の傾きを異にしている。覆土がAs-C粒を

含む黒褐色土であることからも、古墳時代前期の竪

穴住居に平行する時期のものと考えられる。全体的

にウネ間同士の重複は少ないが、一部には古墳時代

前期の竪穴住居との重複が認められる。

、ヽ ヽ
ク／ 

2群畑＼ ］ 
L =88. lOm 

L =85.70m 

3群畑 A-A'

1 黒褐色土。非常に多絨のAs-C粒含む。

／ 
/' 

‘ヽ
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3群

゜
1 : 300 10m 

三—―二
:.:::·:：：喜嘉•そ食：．翌．：封··:：；忍娑．g：嘉：：：．．．：

L =85.50m 

3群畑 B-B',C-C' 

1 暗褐色土。多量のAs-C粒を均ーに含む。

。
l : 100 4m 

2 • 3群畑

175 



A
-

坑

z

-
＼

坑

土
心
”
》
[

A_ 

7
 

A L =88.?0m A' A 
＿雪ご万――

：：：：：：：＇：：：：：：：：：：：：：：；；：：：：：：：：：：：：：：：：：：；・ 

:;:::::::::::::::::::::::::::;:;:::::;:::::: 

L =88.80m』'

恐—．．．．．・タ
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A
 

A
 

5号

L =88.80m企

一:•: ：ベ

＼ A 

＼
 

／ ＇ 

土＿

A
 

A

＿
 

＼
 

L =88.80m A' 

6号土坑吋 祉
l 暗褐色土。多星のローム、 As-C粒含む。

2 黒褐色土。 1層に類似するが黒味が強い。

3 褐色土。ロームを主体とし少量の黒色土含む。

三
A
 

A' A L=88.10m A' 

＼ 
::::••;::::;;:::::::;::;::::;:;;::;:::::::;;::::::::::;:::::::::::::::::::::::;:;:::;:::;::::::::::;: 

ミ
坑

-nMい
ゞ
ー
。
ー

4号土坑

A
 

L =88.80mユ呈

7号：0＼
A
 

L =88.80m A' 

I I 

10号土坑

1 黒褐色土。僅かなローム粒、少最のAs-C粒含む。

2 茶に近い黒褐色土。黒色土とロームの混土で、 As-C粒含む。

つ

¥
A
-ロ

号

A 

二◇
3 4 

_A_ / / /L =88 lOm_A'._ 

一゚ 1 : 60 2m 

11号土坑

l 茶褐色土。僅かな焼上、 As-C粒含む。

2 黒褐色土。 As-C粒を 4よりも多く含む。

3 茶褐色土。 1よりもロームを多く含み、微量のAs-C粒含む。

4 黒褐色土。 2とほぼ同色で少量のAs-C粒含む。 ~\o 
11坑— l

1 : 3 10cm 

176 



12号土坑

1 

三上

12号土坑

13号土坑

l 暗褐色土。少鼠のローム小ブロック含む。

2 黒褐色土。少量のローム粒含む。

|5号 土：口］

_A_ L =88.40m K 

＼三丁
15号土坑

1 黒褐色土。多星のAs-C粒、

少量のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多贔のローム粒、

ローム小プロック含む。

A o~ 爪4号口
A 

こ
A' 

13号土坑

l 黒褐色土。少星のAs-C粒、

多量のローム小プロック含む。

2 黒褐色上。多量のローム小プロック含む。

|6号土坑上口K¥
A L =88.40m A' 

` 16号土坑

l 黒褐色土。多量のAs-C粒、

少量のローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒、

ローム小プロック含む。

A
、

14号土坑

1 黒褐色土。多量のAs-C粒、

ローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多誠のローム粒含む。

17号土坑 ＼ □□□よ

｀二上

17号土坑

1 黒褐色土。多鼠のAs-C粒、少鼠の

ローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多量のローム粒含む。

3 暗褐色土。 2層より多くローム粒含む。

20号土坑
叫 t1 叫｀ | E 吋 ヽ エ ;•:·：年：：5：寄：寄：寄：5c寸っ

崎
E 

N 1i: ー―-―ー―ー―ー―ー―ーー：ヽ翠・:・：:姫・:-:・：:淡・:・:・：: 0co 3 
0 一

18号土坑

E 二k ] 
cr二—·）O 

為
II oo 

ユ
00 

A （ 

II 
工：l

ー」L =88 40m A' A 

吋 吋
18号土坑

1 黒褐色土。少獄のAs-C粒、ローム小プロック含む。

2 暗褐色土。多量のロームプロック含む。

19号土坑

<̀ /‘:| 
21号土坑

喜

祉い

oo 
03 

□ 
II 
ー」

c 
吋 吋

吋 ＜ 

゜
1 : 60 2m 

22号土坑
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O
m

ー
』
に
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I: l> i □4号土坑
長 I>:、

24号土坑

1 黒褐色土。まばらにローム粒、

少星のAs~C粒含む。
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□O上i
A L =88.40m A' 

25号土坑

三 下二上

I ► 

A
、

坑土号

L

1
1
8
9
.
0

0

m

 

A
、

31

34号土坑

A
 

I ► 

パ0上］
公＿ L=88.40m _K 

＼
 

I ► 

L
1
1
8
8
.
9

0

m

 
A
、

A' 

1 

上三＝二土
•:．．翠裟茶裟忍忍喜言萎萎

いc立
A L =88.40m A' 

27号土坑

26号土坑

33号土坑

1 黒褐色土。ローム粒を均ーに含む。

A
 

＼
 A' 

1 2 

A ¥¥ーニニニA' 

32号土坑

1 茶褐色土。少量のローム細粒含む。

2 黒褐色土。まばらにローム粒含む。

34号土坑

l 茶褐色土。少鼠のローム粒含む。

35号土坑

1 黒褐色土。酸化のため赤銅色化した部分がある。

2 茶褐色土。粘土質で下部にローム粒含む。

36号土坑

A_ 

I ¥ ／ 

A' 曰（

/ I ¥ 36坑ー1

゜
1. 3 10cm 

攪乱 43 12 567 

_A_ ¥ // // /// _K_ 

゜
1 : 60 2m L =88.20m 

36号土坑

l 黒褐色土。多鼠のAs-C粒含む。

2 褐色土。 As-C粒主体。

3 褐色土。 As-C粒を 1層よりも多く含む(2層と一連の堆積の可能性あり）。
4 黒褐色土。 As-C粒を均ーに多く含む。

5 As-C。一次堆積層。

6 黒褐色土。 As-C粒を全く含まず、少鼠のローム粒含む。

7 黄褐色土。ローム小プロックと暗褐色土の混土。
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言［言責喜賃．—-．．•5:3...-.

39号土坑

〔 口上

38号土坑

37号土坑

l 黒褐色土。 As-C粒を均ーに多く含む。

2 As-C。一次堆積陪。

3 黒褐色土。 As-C粒を全く含まず、少鼠のローム粒含む。

4 黄褐色土。ローム小プロックと暗褐色土の混土。

ヽ

゜
1 : 3 10cm 

2 I 

主マ三プ上
L =87.50m；祠：楽：祠器：翌：楽：祠：翠：翠：岱：菱：

39号土坑

1 As-C。一次堆積層。

2 暗褐色土。
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38号土坑

1 黒褐色土。多巖のAs-C粒含む。

2 褐色土。 As-C粒を 1陪よりも多く含む(2層と一連の堆積の可能性あり）。

3 褐色土。 As-C粒主体。

4 黒褐色土。 As-C粒を均ーに多く含む。

5 As-C。一次堆積層。

6 黒褐色土。 As-C粒を全く含まず、少砒のローム粒含む。

7 黄褐色土。ローム小プロックと暗褐色土の混土。
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43号土坑

1 灰褐色土。多量のAs-B含む暗褐色土とロームの混土。
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42号土坑B-B'

l 灰褐色土。As-C粒含み、砂質。

2 黒褐色土。少獄のAs-C粒含む。

3 黄褐色土。ローム。
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44号土坑

1 暗褐色土。多鼠のAs-C粒、少旦の焼土粒と炭化物含む。

2 暗褐色土。微量のAs-C粒、ローム小プロックを均ーに含む。

3 暗褐色土。 2層よりもロームが多く、ベースの土も黒い。

4 暗褐色土。ロームプロックと暗褐色土の混土。
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